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　背後で重たい音が鳴った。静かに佇たたずむ黒いゲートが、その奥おくにあったはずの騒さわがしく汚きたならしい世界を遮しや断だんする。上うわ向むけた視線の先には長い階段がどこまでも続いていた。周囲は真っ暗だが微かすかに薄うすぼんやりとした光が垣かい間ま見みえる。

　ジェイファは静かに足を踏ふみ出だし、階段を上がっていく。一段踏むごとに左右の壁かべの色合いが薄くなっていき、彼はきゅっと目を絞しぼった。

　──ちょっと調節しねえと。これは明るすぎる。

　まだ見ぬ異界への憧しよう憬けいに熱くなる頭の中で、かろうじて理性的なことを考える。二、三度瞬まばたきすると、明るくなりつつあった世界に再びぼんやりとした暗くら闇やみの幕が下りた。引ひき換かえに、光に刺し激げきされたことによるちくちくとした目の痛みが和らぐ。

　しばらく歩くと階段は途と切ぎれ、一気に視野が広がった。

　最初に機能したのは聴ちよう覚かく。鳥のさえずり、微かな自動車の走行音、どこからか流れてくる古風なジャズ。様々な音が耳を打ち、彼は新しん鮮せんな気持ちに満たされた。

　次に機能したのは視覚。クリアブルーの壁へき面めんが縦じゆう横おう無む尽じんに走り、灰色の路面がつやつやと輝かがやいている。壁はよく見ると区画を形成しており、ここが人の住まう居住空間であることを示していた。見たことのない洒落しやれたデザインの住宅の数々、シャープな車体の自動車、そして何よりも、空。

「きったねえ半はん端ぱな色をしてやがる」

　ジェイファはぼそりと漏もらした。

　空はまだほの暗い。しかし雲間には微かに白い切れ込みが入り、朝の光が覗のぞいていた。それもそうだ。もうそろそろ夜が明けようという時間なのだから。

　空を見るのは初めてだった。地下には太陽も空も存在しない。人工的な光球が高い天井に無数に備えつけられてあり、時間帯によって明るさが変わる仕組みだった。だから、空の色は青いか赤いか真っ暗かのいずれかであり、たった今、彼の目に映っているようなグラデーションのかかった色合いの空など見たことがない。

　何年も何年も思い描いてきた中セ流ン平ト民ラ街ルの光景。必死に手を伸ばしてようやくつかみ取った夢の欠片かけらにほだされそうになる気持ちを、しかし彼は首を振ふって振り払った。

　違ちがう。光に包まれて安あん穏のんと暮らしていくためにここまで上ってきたわけじゃない。

　鼻がひくひくと動く。そうだ、嗅きゆう覚かくを忘れていた。地下の酷ひどい空気に慣れてしまっているせいか、地上の匂においには刺し激げきが足りない。どこからか食欲をそそる香りが漂ただよってきて、ふらふらとつられるように歩き出す。

　人ひと気けのないショップ。看板にパンのイラストが描かれている。この匂いは焼きたてのパンか。早朝から仕込んでいるのかもしれない。

　ふと、店のショーウィンドウに映し出された自分の姿に目を留めた。銀色の短たん髪ぱつ。薄うす汚よごれたぼろぼろのシャツと煤すすけたジーンズを身に着けた、目つきの悪い赤目の少年──それがジェイファの姿だった。地下貧民街アンダースラムから這はい出だしてきたばかりなのが丸分かりだ。

　彼は周囲に人の気配がないことを確認しつつ街を歩き始めた。見慣れない光景でどこに何があるのかもわからない。とにかく服と金を手に入れなければまともにこの街をうろつくこともできないだろう。

　あてもなく街をさまよい続けると、やがてひときわ背の高い灰はい褐かつ色しよくの壁かべに行き当たった。

　他の民家と同じく敷しき地ちを区切る壁なのだろうが、横にはどこまでも続き、縦たてには見上げるばかりの高さを誇ほこっている。木々の先せん端たんが覗のぞいており、その先にわずかに屋や敷しきの赤い屋根が顔を出していた。広い敷地に豪ごう奢しやな屋敷。それも前時代、いや、それよりももっと古い建築様式の建物かもしれない。中世風の館やかたを建てたがるのは金持ちだけだと、地下貧民街アンダースラムにいた頃ころ、縄なわ張ばりの長おさが揶や揄ゆしていたことがある。長は裏ルートで中セ流ン平ト民ラ街ルを歩いたことがあったらしく、経験談を語ってくれていた。

　つまり、この家には相当な金持ちが住んでいるってことだわな。

　口くち端はに笑みを浮うかべる。

「叩たたき落おとしてやる」

　それが中セ流ン平ト民ラ街ルまでやってきた理由だから。もともと馬鹿正直に学校へ行って真っ当な仕事をするつもりなどなかった。豊かになるには手っ取り早い方法がある。地下で嫌いやと言うほど学ばされた究極の錬れん金きん術じゆつ。

　奪うばう。それが裕ゆう福ふくになるためにもっとも効率的な手段だ。

　ジェイファは視線をめぐらせて、踏ふみ台だいになるものを探した。この高い壁を越えて向こう側へ潜もぐり込こむつもりだった。ふと一台の車が目に入る。黒のボディを粛しゆく然ぜんと誇こ示じした大きな車体が壁際に停まっていた。彼はすすっと近づいて中を確認する。落ち着いた大人の雰ふん囲い気きあふれる車内であるが、金目のものは見当たらない。しかし踏み台にはなりそうだった。

　ボンネットに飛び乗り、そのままルーフまで這い上がる。勢いが良すぎてめりぃとボディがへこんだ。構うものか。彼は意に介さずルーフから跳ちよう躍やくし、壁のへりをつかんだ。

　一いつ瞬しゆん、コミュニティの長の言葉を思い出す。

　一昔前にセキュリティ用の電流壁へき面めん加工が流行ったことがあるらしい。事故の多発と危険性を訴うつたえた団体の訴そ訟しようにより消え去り、それ以来、壁を高くすることでセキュリティを高めようとする動きが中セ流ン平ト民ラ街ルでは盛んだった……と言っていた気がする。

　──俺おれにとってはこっちのほうがやりやすい。と彼は思った。

　壁を乗り越え、庭に着地する。庭園には緑と花々が広がっていた。今は九月。秋だ。秋や冬の時期に緑の植物を多く生やしている家は金持ちと見て間ま違ちがいない──これも長の言葉。

　温暖化対策の一いつ環かんで一定の面積以上の敷地を有する家には緑化義務が課せられたのだという。今ここに広がっているのは人工植物による偽いつわりの緑なのだろう。

　セキュリティに注意しながら庭園を駆かけ抜ぬける。幸いにも感知器や警けい報ほう器きといった類の機械はないようで、難なく屋や敷しきに近づくことができた。こんなに穴でいいのか、と首を傾かしげながら彼は窓ガラスのひとつに拳こぶし大だいの石をぶつけようとして、ふとその手を止めた。

「あァ？　なんだこりゃ、鍵かぎがかかってないじゃねえか」

　窓を突とつ破ぱするまでもなかった。そっと窓を押おし開ひらき、するりとその間に体を滑すべり込こませる。赤い絨じゆう毯たんの敷しき詰つめられた廊ろう下かに踏ふみ出だしながら、釈しやく然ぜんとしない気持ちが湧わいてきた。こんな豪ごう奢しやな屋敷にこんな簡単に侵しん入にゆうできていいのか、と。

　屋敷内はしんと静まり返っている。家主はまだ眠ねむっているのだろうか。それなら好都合だ。

　とりあえず手近な部屋から攻めていこうと、彼はすぐ側の茶色のドアに近づいた。そっとノブを握にぎり、音を立てないように開け放つ。




「……ん？」




　声がした。それはジェイファの喉のどから発せられたものじゃない。

　彼と同い年くらいの女が白い背中をさらして立っていた。黒い髪かみをバスタオルでくしゃくしゃと拭ふいている全ぜん裸らの女は、首だけをドアのほうへ傾かたむかせ、ぼんやりとジェイファの顔を見つめた。滑なめらかな白い肌はだには微かすかに赤みが混じり、ほんのりと湯気を立たち昇のぼらせている。紛まがうことなく風ふ呂ろ上あがりだった。乳白色の視界にふさわしいミルキーな香かおりが漂ただよい、ほんの一いつ瞬しゆん、思考が麻ま痺ひしてしまう。
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　しかしすぐに冷静さを取とり戻もどし、彼は心の中で叫さけんだ。

　──見られた！

　女も我に返ったらしく、黒いキャンディ型の目が大きくなり水気を含ふくんだ小ぶりな唇くちびるが徐じよ々じよに開かれていく。叫ばれる。ジェイファは数秒先の未来をそう予測した。

　口を塞ふさがなければ。そう思い、彼は素早く彼女に肉にく薄はくした。まっすぐに彼女の顔に手を伸ばす。相手は女。地下で培つちかった身体能力と反応速度があれば、性別の能力差を含めて難なく押おさえ込こめる。はずだった。

「……ッ」

　しかしそうはならなかった。彼女はジェイファの顔へバスタオルを放り投げた。視界に白いタオルが広がり、彼女の姿を見失う。すると彼女は無造作に伸ばされた彼の腕うでを腋わきにはさんで受け止めるとくるりと体を回転させて投げ飛ばした。床ゆかに顔面から叩たたきつけられ、歯の奥おくで火花が散った。続けて背中にずんと衝しよう撃げきが走る。片腕を背後に回され、柔やわらかい感かん触しよくに包まれた。ぎりぎりと腕の骨が軋きしみをあげる。痛みに耐たえながらかろうじて首だけ振ふり返かえると、女がジェイファの背中に馬乗りになり、ひねり上げた腕を胸の膨ふくらみの間にはさんでいた。

　ふわりとバスタオルが舞まい落おち、彼の目元に覆おおいかぶさる。

　終わった。ジェイファは目を閉じて、そう思った。まさか地下貧民街アンダースラムを脱だつ出しゆつし、中セ流ン平ト民ラ街ルへやってきて、最初の盗ぬすみすら成功せずに捕つかまるとは考えてもみなかった。

　しかも、こんな、女ごときに組くみ敷しかれるだなんて。

　でもそれならそれで仕方がない。それが俺おれの運命だった。ただそれだけだ。

　彼は痛みに汗あせを滲にじませながら、深い深い諦てい念ねんの息を吐はき出だした。
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　　　　１




「──で、私の家に盗ぬすみに入ったと」

　ジェイファの陳ちん述じゆつを聞き終えて、男は眼鏡を指で押おし上あげながら苦笑した。

　女と遭そう遇ぐうしてから一時間が経過している。あの大きな屋や敷しきの応接間。天井からは豪ごう奢しやなシャンデリアがぶら下がり、部屋の中央には木の長机。クリーム色の壁かべには見るからにマニア受けが良さそうな昔の名画がいくつも飾かざられており、まさしく盗人ぬすつとにとっての夢の国だ。もっとも盗みに失敗したために今のような状じよう況きように置かれているわけだが。

　ジェイファは赤を基調としたふかふかのソファに座らされている。正面に眼鏡の男が怜れい悧りな眼まな差ざしを向けながら同じ種類のソファに腰こしかけ、背後にさっきの女が油断のない所しよ作さで構えていた。出入口のドアの前には黒服の男が数人立っている。逃にげ出だす気力も起きない状況だ。

　眼鏡の男は冬ふゆ瀬せ一いち郎ろうと名乗った。一郎は眼鏡の奥おくの瞳ひとみを鋭するどく細め、ジェイファを睥へい睨げいする。

「その格好……銀色の髪かみに赤い目。どうやら地下貧民街アンダースラム出身者らしいが、どうやってここまで這はい上あがってきた？　そう簡単にはゲートを通れないはずだけど」

「彼の荷物から」

　横から女が歩み出て、一枚のカードを一郎へと差し出した。全面が黒く塗ぬりつぶされ、右下に小さく銀色の狼おおかみが彫ほり込こまれたカードだ。一郎はまじまじとそのカードを見つめ、やがて、ほうと息を吐はき出だした。

「ウルフェン商会のゲートパスか。地下貧民街アンダースラムには違い法ほうな商売が横行していて、そのひとつが『上へのパスの販はん売ばい』と聞いたことがある」

　現在は買い物を含ふくめた広義の取り引きはすべて電子マネーで管理されており、政府は個々人の電子マネーの動きを自動算出して国民全員の年間の収入を割り出している。職種や立場によって年収の計算のされ方は異なるものの、基本的に不当な計算は行われておらず、自己申告制度を採用していた時代よりもずっと適正な税収を実現していた。しかし国民の年収管理は、税収のためだけに行われているわけではなかった。

　完全格差社会。世帯年収が二百万円に満たない世帯は、地下貧民街アンダースラムと呼ばれる地下空間での生活を義務づけられる。二百万円以上一億円未満は中セ流ン平ト民ラ街ルという、いわゆる地上での生活が義務となる。年収が一億円を超えるような、一部の大だい富ふ豪ごうの面々はその自宅を天空高等民街ユートピアに所持していた。これは下から上への自由な行き来は不可能だが、上から下への行き来は自由である。だから中セ流ン平ト民ラ街ルで行われているあらゆる経済活動も、天空高等民街ユートピアの住民が主導して行っている場合が多い。地下貧民街アンダースラムも同様であるものの、地下には経営者自身は赴おもむかないのが普通だった。

　近しい境きよう遇ぐう、立場の人間を同じ生活空間に住まわせ、それぞれの階級の人間が互たがいに不当な優ゆう越えつ感かんや劣れつ等とう感かんにさらされることのない社会を作る──当初の理念はそのようなものだったらしい。クソみたいな理念だ、とジェイファは思う。どれだけ隔へだてようと良い境きよう遇ぐうの人間がどこかにいると思えば妬ねたむし羨うらやむものだし、だいたい、階級を細分化したところでそれぞれの階級内でさらに格差が生じるだけだ。

　たとえばそう──地下貧民街アンダースラムにおける、奪うばわれる者と、奪う者のように。

「まったく、違い法ほうな商売で大金を稼かせぐなんて私には考えられないね。真っ当な商売じゃないから年収にもカウントされていないだろうし、ウルフェン商会は規き模ぼの割にはいつまで経っても上にくることはできない。もっとも、それが心ここ地ちよいのかな？　中セ流ン平ト民ラ街ルのほとんどの人間よりも豊かな組織が地下にあるせいで、ゲートの警備員を買収するような悪事が平気でまかり通ってしまうのだから困りものだよ」

　一いち郎ろうは肩かたをすくめて、テーブルの上にカードを滑すべらせた。

「しかしキミはまだ高校生くらいだろう？　どうやってゲートパスを買ったんだ。これを発行している奴やつらは相当な金額を吹っかけてるはずだけど」

「……パスを買った奴の後をつけて盗ぬすんだんだよ」

　むすっとジェイファが答える。すると、一郎はハハッと声を出して笑った。

「これは驚いた。パスも盗品か。盗んだパスで中セ流ン平ト民ラ街ルに足を踏ふみ入いれ、さらに私の家に盗みに入ったわけだ。根っからの盗人ぬすつとだね」

「うるせえ。下じゃあ奪う奪われるなんざ日常茶飯事だ。だいたいこのパスを買った奴だって不当に金を寄せ集めてこいつを手に入れてんだ。まともに生活していてこんな馬鹿高いパスを買える奴なんて下にはいねえよ」

「まあ、もっともだね。地下貧民街アンダースラムでは最高クラスの金持ちでも年収二百万円未満。となれば、その中でも最下層の者達は……きっと凄せい絶ぜつな暮らしをしているのだろうね、キミみたいに」

　くく、と一郎は喉のどを鳴らした。何が面白いんだ、とジェイファは歯ぎしりする。

　彼は中セ流ン平ト民ラ街ル以上の人間が安あん穏のんと暮らしていることが我が慢まんならなかった。地下貧民街アンダースラムは、いわゆる社会のリスクをまるまる抱かかえ込こんだコミュニティだ。強ごう奪だつ、殺人、暴動、詐さ欺ぎ……それらは何の前まえ触ぶれもなく唐とう突とつに、寝ね首くびを掻かくように人を奈な落らくに落とす。

　不条理なリスク。金持ち連中はそれを自分たちの生せい活かつ圏けんから切きり離はなし、地下へと隔かく離りした。格差制度導入初期の理想論なんて嘘うそっぱちだ。大義名分で美しく飾かざり立たてたに過ぎない。

　天空高等民街ユートピア人だけじゃない。自分達は頂点ではないくせに地下貧民街アンダースラムの人間を見下して安心している中セ流ン平ト民ラ街ルの住民も同罪だ。

　こいつらから奪って奪って奪い尽くして、地下に叩たたき落おとしてやる。

　それが、彼がゲートパスを奪ってまで中セ流ン平ト民ラ街ルにやって来た目的だった。

「さて……どうしてくれようか？」

　一郎が長い脚あしを組み直し、ジェイファの赤目をじっと見み据すえた。

「不法侵しん入にゆうだけなら、まだいい。しかしキミは侵入の際に私の車をへこませてくれたみたいだからね。あれは、高いよ」

　車と聞いてジェイファは思い出す。壁かべを越えるために踏ふみ台だいにした車のことだ。あれはこの家の主、一いち郎ろうの所有物だったのか。

「あんな場所に停めておくのが悪いんだろうが。だいたい、自分の車ならなんで敷しき地ち内ないに停めないんだよ」

「今日は早い時間から上へ戻もどって会議の予定だったんだよ。家を出てすぐ、ちょっと近くの店で朝ごはんを買ってこようと車を適当な場所に停めて離はなれたら……この通り、というわけだ」

「チッ、そのまま上なりどこへなり行ってろよ……って、上？　あんた、天空高等民街ユートピアの人間なのかよ」

「まあ、まだまだ若じやく輩はい者ものだけどね」

　一郎はジェイファや女よりはずっと年上なのだろうが、まだまだ若く見える。せいぜい三十代か。四十にはなっていないだろう。

「ここはあくまで中セ流ン平ト民ラ街ルで仕事するための別荘。自宅は上さ。キミも運がないね。たぶん電子マネーを自分の口座に振ふり替かえる違い法ほうツールとか持ってたんだろうけど、この家のバンクには必要最低限の電子マネーしか入っていないし。調度品も見みかけ倒だおしのレプリカばかりだからね。仮に盗ぬすみに成功していても、大した稼かせぎにはならなかったんじゃないかな」

　だからセキュリティが薄うすかったのか、と妙みように納得した。

「とはいえ、盗人ぬすつとは盗人だ。どんな処罰を与えようか」

　一郎はジェイファを見て、次にちらりと女のほうを見た。しばらく考える素そ振ぶりを見せてから彼は口を開いた。

「ウィザード＆ウォーリアー」

「……ッ」

　背後で女が息を吞のむ音が聞こえた。

「とてもいいタイミングだと思うんだ。彼は度胸もあるし身体能力も悪くない。車を踏み台にしたとはいえあの高い壁を越えた跳ちよう躍やく力りよくは素晴らしい──どうだろう陽はる月つきくん」

「……スポンサーさんの言うとおりにします」

　女──陽月の声は震ふるえていた。

　ジェイファはわけがわからずに目を瞬またたかせた。ウィザード＆ウォーリアーとは何か。一郎はどうして陽月に話題を振ふったのか。そして彼女はどうしてこんな声を出すのか。わからないことだらけだった。

「うん、じゃあ決定だ」

　一郎は一人で満足げにうなずくと、糸目を引いて笑った。

「キミにはウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネーの選手になってもらう。承しよう諾だくしてくれるなら今日あったことはすべて帳消しにしてあげるけど、どうする？」

「なんだよそのウィザードなんとかってのは」

「ん、そうか、地下出身だと知らなくても無理はないね……まあでも説明するには今は時間がないんだ。後日説明させてもらうよ」

「おいふざけんな。説明もなしに承しよう諾だくなんて」

「勘かん違ちがいしているのかなキミは。キミに与えられた選せん択たく肢しははいかいいえだ。つまりは落とし前をつけて死ぬか、どうにか生き延びるかっていう話だ。好きに選ぶといい」

　冷たい声音。一いち郎ろうの目は本気だった。いいえと答えればジェイファを消す気なのだ。これだけ広い隔かく絶ぜつされた邸てい宅たくの中ならば、死体の一つや二つ、ごまかすのは容易だろう。たぶん一郎は愛車を汚よごされたことにかなりご立腹なのだ。もしそれがジェイファの考えすぎだとしても、警察に突つき出だされて社会的に死ぬのだから同じことだ。

　だったら、よくわからないが生き延びられそうなほうを選ぶ。当然だ。生きてさえいれば、いずれ隙すきを見て逃にげ出だすことも可能なのだから。

「わかった……受けるよ。その、ウィザードなんたらってやつの選手になればいいんだな？」

「うん、賢かしこい判断だ」

　一郎はにこにこしながらうなずくと、パチンと指を鳴らした。それに応じて陽はる月つきが背後からジェイファの首に腕うでを回す。先のシャンプーの香かおりとはまた違ちがったペパーミントの香りに一いつ瞬しゆん、どきりとする。その、心臓の「どきり」と同時に「かちり」という音が鳴った。

「……あ？」

「装着完了しました」

　陽月がさっと身を離はなす。空中に漂ただよう匂においの残ざん滓しに気を留める気も起こらない。何故なら、たった今、彼は何か得体の知れない物を首に装備させられたのだから。

「オイコラなんだこれ！」

　首に手を当てると、そこに皮ひ膚ふの感かん触しよくはなかった。ぐにぐにした人の皮ではなく、つるりと冷たい機械の手て触ざわりである。背後にすまし顔で直立する陽月に食ってかかると、彼女は表情も変えずににべもなく言い放った。

「それが何かを説明する義務なんてない」

「んだとこのアマ。外せこらっ、首筋がむずむずして気持ち悪い！」

「陽月くん。命令だ。説明してあげなさい。それとパートナー候補なのだからきちんとコミュニケーションを取るように」

　一郎の言葉に陽月は渋じゆう面めんを作った。しかし反論することなく静かに頭を下げる。

「はい、かしこまりました……これはマグネットリード」

「マグネット……リード？　リードってーと犬とかを繋つなぐあれか？」

「まさしく」

「まさしく、じゃねえよ！　俺おれは犬じゃねえ！」

「最後まで聞いて。これは犬に使うものじゃないの。虎とらやライオンといった獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうだったり間ま違ちがって街に出てしまったら混乱が生じるような巨大な動物につける、強力なリードで」

「どっちにしろ動物じゃねえか！　てめぇは呼吸するみたいに喧けん嘩か売るのかそれとも天然なのかどっちなんだ」

「あなたは最後まで聞けという言葉も理解できない残念な脳みそなのか天然なのかどっち？」

　ジェイファと陽はる月つきの視線が交こう錯さくし、ばちばちと火花が飛び散った。一いち郎ろうがこほんと咳せき払ばらいをすると、陽月ははっとして言葉を続けた。

「これは強力な磁じ力りよくを応用した無線リード。たとえばあなたがわたしの隙すきをついて逃にげ出だそうとした場合、このように──」

　言うと同時に右みぎ腕うでを水平に掲かかげ、腕に巻いた鈍にび色いろの装置のボタンを押おした。すると首が見えない力に引っ張られ、ジェイファは物もの凄すごい勢いで陽月の右手に吸い寄せられ……しっかりと握にぎられた拳こぶしが頬ほおにめりめりめりぃとめり込んだ。

「ぐほァッ！」

「──半径百メートル以内であれば簡単に吸い寄せることができるの。また、逆に……」

「こ、この……この……このアマァッ！」

　彼は怒いかりのままに陽月の顔面めがけてパンチを繰くり出だそうとした。が、今度は見えない手に首根っこを引っ張られたかのようにぐんと仰のけ反ぞってしまう。陽月は手を動かしていない。しかしまるで思い切り突つき飛とばされたかのごとく激しく吹っ飛ばされ、彼は床に腰こしを打ちつけた。

「逆に、こうして磁力を反対に作用させれば体から遠ざけることもできる。ベクトル設定をいじれば地面に押しつけることも可能だし、面白い方向に回転させることも可能」

「ぐ……なんだそりゃ。そんなもん着けてどうするつもりなんだよ」

「あなたが逃げ出す可能性を考えての処置に決まっているでしょう。そうそう、あともうひとつとっておきの機能があるのを忘れてた。むしろこれが一番大事で」

　彼女は横分けの黒くろ髪かみを手で撫なでつけて、そのままその手で花が咲いたジェスチャーをした。全ての指を一点に集めてからパッと手を開く仕草。

「コレがあるの。そのリードは、どれだけ離れていても遠えん隔かく操作でコレ」

　と、陽月は先の仕草を何度も繰り返した。ああ、そのジェスチャーは小さい頃ころよく使っていたっけかな。何だったろう。花火か何かを表す仕草だったかな。いやもっと広義の意味合いがあったような気が。

「って爆ばく発はつッ？　爆発するのかコレ！」

「ええ。遠隔爆ばく破は機能搭とう載さい。猛獣が逃げ出して、磁力の射程外へ出てしまい収拾がつかなくなったときのために備え付けられた機能なの。いざとなったら素早く殺して被害を最小限に食い止めるために」

　自分の顔面が粉こな微み塵じんに吹き飛ぶ姿を想像して、ジェイファはぶるりと背中を震ふるわせた。こんな怖おそろしいことを表情ひとつ変えずに説明する女は地下貧民街アンダースラムでもそうはいない。

　目くらましがあったとはいえ肉にく弾だん戦せんでジェイファを制圧したり、あまりにもクールにグロテスクな説明を行ったり、ただ者ではなさそうだった。

　しかしなんて物ぶつ騒そうな物を着けてくれたんだ。どうにかしてぶっ壊こわせないものかとジェイファが思考をめぐらせていると、陽はる月つきがさらりとこう言ってのけた。

「ちなみに破は壊かいしたことがないから壊すとどうなるかは不明だけど、その機械には爆ばく発はつさせるための仕組みが含ふくまれていることを忘れないように。下手なことしてどっかん、ということもあり得る話だから」

　彼は無意識に首に伸びていた手を慌あわてて下ろした。

　なら陽月の隙すきをついて彼女からスイッチを奪うばう。あるいはこの首輪を外すための鍵かぎを探し出して──

「ちなみにスイッチはわたしだけでなく、スポンサーさんも持っている。わたしに何かあったらスポンサーさんがあなたを花火にするでしょう」

　──くそっ、完かん璧ぺきに命を握にぎられた。

　いきなり出鼻を挫くじかれて、ジェイファはただただ顔をしかめることしかできなかった。




　一いち郎ろうは詳くわしいことは明日話すと告げて、あとのことを陽月に託たくして外出してしまった。

　今日は日曜日で学校が休みの陽月と一日を過ごすことになったのだが、居い心地ごこちは最悪の一言だった。

　彼女は如じよ才さいなくジェイファを監かん視ししながらも家の中の掃そう除じなどを済ませるのだが、こちらから話しかけても一言も返事を返さない。一郎の命令がなければジェイファとは口も利きたくないのだろう。

　時折彼女の視線を感じることもあるが、それはジェイファの存在そのものというよりも、銀ぎん髪ぱつと赤目に向いていた。それもどこか憎にく々にくしげな雰ふん囲い気きさえ感じさせる、冷たい目で。

　屋や敷しきを案内してもらおうかとも思ったのだが、彼女は一切応じる気はないらしく、つんとそっぽを向いたままだった。にもかかわらず、ジェイファがふてくされて一人で邸てい内ないを探たん索さくしようと腰こしを上げると、「目の届く範はん囲い内ないにいなければ逃とう亡ぼうとみなしてドカン」とつぶやくものだから迂う闊かつに動くこともできない。

　あとはもう寝ねるしかなかった。ベッドが一つの陽月の部屋で、彼は自動的にソファでの睡すい眠みんを余よ儀ぎなくされた。無愛想な陽月には色々と言いたいことが募つのっているが、盗人ぬすつと未み遂すいが贅ぜい沢たくを言える立場じゃないか、と心を落ち着けようと試みる。

　彼は目を閉じながら、胸に誓ちかった。──いつか絶対に一郎と陽月を出だし抜ぬいて、ここから逃にげ出だしてやる、と。

　色々なことがあったからだろう。むかむかした気持ちが残っていながら、彼は暗い淵ふちに落ちるようにあっさりと眠ねむりについた。




　　　　２




　翌日の朝。ジェイファは陽はる月つきに連れられて灰色の遊歩道を歩いていた。天上から眩まばゆい朝日が燦さん々さんと降り注いでいて嫌いやな感じだ。知識として知る限りでは、あの光には紫し外がい線せんなるものが含ふくまれていて肌はだに悪いのだそうだ。地下貧民街アンダースラムの住人特有の銀ぎん髪ぱつと真っ白な肌は、天然の太陽の影えい響きようを受けないために不要な色素を抜ぬく方向性で進化したのではないかと言われている。

　ってことはこれ、俺おれにとって相当なダメージじゃねえのかおいおい。などと思いながら、彼は隣となりを歩く陽月の姿を見つめた。

　昨日の全ぜん裸らや部屋着と異なり、学校の制服姿だ。黒を基調とした長なが袖そでのボウブラウスを着こなし、チェックのスカートからにゅっと伸びた両りよう脚あしは洗練された肉づき。昨日の様子から一いち郎ろうの秘書というイメージを抱いだいていたのだが、制服を着ていても幼おさなさの欠片かけらもない彫ちよう像ぞうみたいな奴やつだ。彼の知る限り八時間以上変化していない横顔は、地下貧民街アンダースラム出身のジェイファほどではないにしても、白い。彼女は紫外線の影響を受けないのだろうか。髪かみ型がたは後頭部の襟えり足あしが短い黒髪で、やや長めの前髪がさらりと分けられて白い額が見えている。しかしそれらのどんな外見的特とく徴ちようよりもジェイファの目を奪うばったものがある。

　左右の耳でデザインの違ちがうピアス。右耳には意い匠しようを凝こらした三日月が静かに、左耳には鮮あざやかな色合いの丸い太陽が朗ほがらかに揺ゆれていた。

「なあ、そのピアス」

「皿めい次じには関係ないでしょう」

　問いかけても、彼女はばっさりと言い捨てるだけだった。

　陽月の言葉に彼は二つの理由で顔をしかめた。もちろんひとつは取りつく島もない陽月の態度に対して。そしてもうひとつは、皿次という呼び名に対して。

「おいやめろ。俺はジェイファだ。そんなわけのわからねえ名前で呼ぶな」

「仕方ないでしょう。スポンサーさんがあなたの中セ流ン平ト民ラ街ル用の名前を役所に提出したって言うんだから。あなたの名前はもう冬ふゆ瀬せ皿次。だったらそう呼ぶのが筋じゃない」

　スポンサーさん、とは一いち郎ろうのことである。彼女は何故か一郎のことをスポンサーさんと呼び、彼に対しては常に敬けい語ごを使っていた。

「チッ。だいたい奴も要らねえメッセージ寄こして、学校まで通わせて、何がしたいんだ。さっさとウィザなんたらの説明してこの物ぶつ騒そうな首輪を外しやがれっての」

　今朝、陽月の携けい帯たい複合端たん末まつに一郎からのメッセージが送られていた。いらつくほど爽さわやかな声音で一郎はこんなことをほざいていたのである。

『例の彼の住民登録と氏名登録を済ませておいたよ。新しい名前は皿めい次じだ。私の名字を使ったから、冬ふゆ瀬せ皿次がフルネームとなる。『盗ぬすむ』という漢字を分解して、皿と次──皿次さ。どうだい、彼にぴったりの名前だろう？　ついでに陽はる月つきくんの高校への転入手続きも万事抜ぬかりないから、今日から二人で登校してくれたまえ。彼を監かん視しし続けるため、というのはキミなら言わなくてもわかるよね？　ちなみに皿次くんの制服も朝までに届くように発注してあるからちゃんと受け取ること。それっぽいサイズを二十通りぐらい用意したからぴったりの組み合わせを探すといい。私は夕方ぐらいに戻もどるから、そしたらウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネーの説明をしてあげよう。それではグッバァーイ』

　グッバァーイじゃねえよこの外げ道どう眼鏡、と罵ののしった矢先に本当に二十種類の組み合わせの制服を業者が届けにきたときには、呆あきれたような驚いたような複雑な気持ちになったものだ。

「ったく、名前なんざ変えて何の意味があるんだ？」

　たしかに今の社会は、大昔のような姓せい名めいの価値観など存在しない。役所で自分の好きなタイミングで好きな名前に変えられる。一定期間は同じ名前を使い続けなければならない制約があるものの、基本的には名字や生まれたままの名前に縛しばられる義務はない。だがわざわざ変える意味もわからなかった。

「当然でしょ。まさかジェイファと名乗ったまま高校に通えると思ってるの？」

「あン？　通えない理由でもあんのかよ。名前は自由だろ」

「自由だけど、社会には法律とは関係ない暗あん黙もくの不自由というものが存在するの。そういえばあなたは中セ流ン平ト民ラ街ルは初めてなんだっけ」

　彼女はあまり表情を変えないまま、目だけをジェイファ──いや、皿次へと向けた。

「なら知らないのも無理はないか……皿次が思っている以上に、ここには地下貧民街アンダースラムへの差別感情が満ちあふれているの。地下貧民街アンダースラムでは、犯罪を犯すために頻ひん繁ぱんに名前を変える者が続出し、簡単に改名できるカタカナ名が大流行したはず。その名な残ごりで今やほとんどの地下貧民街アンダースラム住民はカタカナ名だけど……中セ流ン平ト民ラ街ルには、カタカナ名を用いている人なんて一部の変わり者ぐらいで、氏名の組み合わせがまだまだ主流」

「つまり、カタカナの名前だとそれだけで地下出身者だって判別できるってことか」

「そう。まあどちらにせよ、髪かみ色いろとか目の色とか素そ行こうの悪さとか頭の悪さとかで、簡単に見分けがつくのだけど」

「てめえ、本当に呼吸と同時に毒を吐はくんだな。後半は完全に俺おれのことじゃねえか……つーかどうせバレるなら名前もそのままでいいだろ面めん倒どうくせえ」

「でも改名しておくことには一定の意味がある。冬瀬の名を冠かんすることで、あなたはどこぞの得体の知れない地下出身者ではなく、紛まぎれもなく冬瀬家の者なのだという身分証を掲かかげているのと同じだから。何なん人ぴともあなたにちょっかいを出すことはできなくなる」

「なんだそりゃ」

　冬ふゆ瀬せの名前にそれだけの効力があると言うのだろうか。たしかに一いち郎ろうは天空高等民街ユートピアの住人という日本国内では勝ち組の中の勝ち組だ。しかし冬瀬一郎の名前が知しれ渡わたっているであろう大人社会ならまだしも、高校生がその素性を知っているとは思えない。それとも陽はる月つきを通して学校全体に知れているのか……しかしこの冷静沈着な鉄の女が、歳とし相応のミーハーぶりを発揮するだなんて想像もできないのだが。

「学校へ行けばわかる」

　皿めい次じの疑問に、陽月はつんとあごを反そらしてそう答えるだけだった。




　これも一郎の差し金なのだろうか。まず職員室を訪ね、明らかに地下出身者の皿次を見て戸と惑まどう職員達の案内に従って、転入先の教室へと向かうと、その教室の最後列に当然のようにつんとすました陽月が座っていた。相も変わらぬ冷たい目を皿次へと注いでいる。

　これからクラスメイトになるガキ共の反応は冷めていた。皿次が教室に入るなり、銀ぎん髪ぱつと赤い目を、嫌けん悪お感かんを露あらわに凝ぎよう視ししてきた。陽月の言葉を思い出し、苦笑が漏もれる。中セ流ン平ト民ラ街ルの住民がどれだけ地下貧民街アンダースラムに対して差別感情を抱いだいているのか、肌はだで感じることができた。

　べつに構わない。こんな中セ流ン平ト民ラ街ルのクズ共と馴なれ合あう気はさらさらない。

　穏おだやかでない空気を察したのか、女性担任が焦しよう燥そう感かんの滲にじむ表情で皿次に自己紹しよう介かいを促うながした。

　皿次は教きよう卓たくの横に立つと、内心でああだるいと思いながら一郎の用意した偽にせの名前を語った。

「あー、俺おれは冬瀬皿次。ごらんの出自だが、べつにてめぇらがどう思おうと──」

　後半の言葉はほとんど掻かき消きえていた。何故なら、彼が名乗った瞬しゆん間かんに教室内が大波に襲おそわれたがごとく喧けん騒そうに包まれたからだ。クラスメイト達は後方の陽月と前方の皿次の顔を交こう互ごに見やり、ざわざわと何事かをまくし立てている。

　曰いわく。

「えっ、あいつ地下出身だろ？　どうして四季の名字を持ってるんだ？」「陽月さんとどんな関係なんだろう」「生まれが地下でも四季クラスの金持ちなら全然アリ。顔も悪くないしあたし狙ねらっちゃおうかな！」

　頭の痛くなる言葉があちらこちらから聞こえてくる。

「な、なんだよこれは。こいつらは一体何を言っているんだ」

　皿次がたじろいでいると、女性担任が困り果てた顔で答えた。

「もしかして冬瀬くん……どうして騒さわがれているのかわからないの？」

「知るかよ。あんた担任ならこいつらを黙だまらせてくれ。俺は煩うるさいのが大だい嫌きらいなんだ」

「お家の人から何も聞いていないの？」

「だからそう言ってるだろ」

「ああ、そうなんだ……えっとね、キミの名字、冬瀬でしょ？　季節の『冬』が名字に含ふくまれているよね？　それって本当は天空高等民街ユートピアで暮らしている大だい富ふ豪ごうの中でも特に豊かな家だけが持つ姓せいなのよ。役所で自由に名前を登録できるけど、『春夏秋冬』の四文字だけはその四つの家が権利を持っていて、それ以外の国民は誰だれも登録できないの。もともとこの名字のステータスは古くからの名家が抱かかえていて……冬ふゆ瀬せ家けは没ぼつ落らくした前の『冬』から名字を使う権利を買い取ったのよ。成り上がりで四季の名字を得た初めての例。これは近代の社会学の教科書に出てくるほどの大事件なの」

　皿めい次じはあんぐりと口を開けてしまった。一いち郎ろうが天空高等民街ユートピアの住人だというだけで驚きだったのに、その中でも最上級の四つの家のひとつだって？　あの外げ道どう眼鏡は本当に何者なんだ。

「だから名字に『冬』が含ふくまれているっていうのは、それだけで物もの凄すごいことなんだけど」

　登校中に陽はる月つきが言っていた意味がわかった。冬瀬の人間だというだけで、地下貧民街アンダースラム出身のレッテルなんて何重にも塗ぬり替かえられるわけだ。

「でもみんなが興こう奮ふんするのも仕方ないわよ。だって、四季の名字というだけでも珍めずらしいのに、それが教室に二人もいるんだから」

「二人？　んだよ、他にも外道眼鏡の関係者がいるのか」

「他にもいるのかって、キミ、今朝一いつ緒しよに登校してきたじゃない。さっきから彼女の姿に気づいているでしょ？」

　皿次は、はっとして最後列の席を見やった。陽月のすまし顔と目が合う。

「あいつの名字も冬瀬なのか……」

　一郎の屋や敷しきで暮らしていたことから使用人か親しん戚せきか何かだとは思っていた。しかし一郎とまったく同じ姓を冠かんしていたとは。陽月と一郎はどういう関係なのだろうか。彼女は一郎のことをスポンサーさんと呼んでいたが。

　担任が「はいはい皆みなさん落ち着いて」と手を鳴らして場を収める。そして教室中を見回すと何故かひとつだけ空いている席を指して、皿次の背中を押おした。

「冬瀬くんの席はあそこね」

「……チッ」

　思わず舌打ちしてしまう。その空席の隣となりにむっつりと唇くちびるを引き結ぶ可愛げのない女生徒がいたからだ。何の因いん果がかたまたま空いていたのは、冬瀬陽月の隣りん席せきだった。

　陽月は眉まゆを微かすかに持ち上げると、そっと立ち上がった。怜れい悧りな瞳ひとみで女性担任を見み据すえる。

「先生。ここは木き崎さきさんの席です。彼には新しく席を用意すればいいのでは？」

「でもね、冬瀬さん──って呼ぶと分かりづらいか──陽月さん、木崎さんは一年間の休学が決まっているのよ。あなたの希望で席を残していたけど、木崎さんが再びその席に戻もどることはありえないわ」

「でも、この席に彼を座らせたくありません」

　皿次は顔をしかめた。ようは彼を隣に置きたくないというわけだ。好かれていないのは承しよう知ちしていたがここまで拒きよ絶ぜつされると腹が立つ。

「チッ、面めん倒どうくせえな。んなもん何でもいいんだよ。さっさと決めてくれ」

「陽はる月つきさん。あまり先生を困らせないでくれる？　冬ふゆ瀬せくん、構わないからそこに座って」

　担任が有無を言わせず押おし切きり、陽月は渋しぶい顔のまま着席した。皿めい次じはもともと木き崎さきとやらの居場所だった席に腰こしを落ち着けてから隣となりを見やる。陽月がナイフで刺さすような鋭するどい視線を向けていた。目が合うと彼女はふいとそっぽを向いてしまった。

　隣に座っただけでここまで不ふ機き嫌げんになるのは一体どういうことなのか。そもそも一年間休学している木崎という生徒は誰だれなのだろうか。そしてその生徒の机をわがままを通してまで撤てつ去きよさせずにいた陽月とは、どういう間あいだ柄がらだったのか。またもや陽月についての疑問が湧わいて出てしまった。まったく己を語らないからわからないことだらけ──気に食わない女だ。

　ぼんやりと考えているうちに一時間目の授業が始まった。数学だ。しかし皿次は教科書を持っていないのを良いことに一時間ただぼけっとしているだけだった。そもそも内容などまったく理解できないのだ。もちろん地下貧民街アンダースラムにも学校は存在し、義務教育レベルでは上と大差はない。しかし高校への進学率は極端に低く、皿次も当然のように高校には通っていなかった。

　というわけで授業の内容は電子マネーバンクに接続するための認証カードの厚さほども理解できなかった。一ミリ未満の超ちよう薄うす型がたである。もともと学ぶために高たか見み高校に通うわけじゃない。一いち郎ろうと陽月に命を握にぎられていて逆らえないから仕方なく来ているに過ぎないのだ。

　チャイムが鳴り、授業が終わる。すると合図もなかったのにクラスメイトの大半が同じタイミングで皿次の席に殺さつ到とうした。男女入り混じり興味津しん々しんな様子で尋たずねてくる。

「なあどうして冬瀬っていうんだ？」「陽月さんとどういう関係？」「地下出身なのにどうやってあんな大だい富ふ豪ごうと知り合えたのさ」「さっきの授業、せめて先生に返事くらいしてあげなよ。先生泣いてたじゃん」などなど。

　ぶち、と皿次の頭の奥おくで何かが切れる音がした。彼はもともと我が慢まん強づよくない。

「うるせえぞてめぇら！　寄ってたかって質問するんじゃねえッ……俺おれだって何が何だかわかってねえんだよクソが！」

　皿次が怒ど声せいをあげると、興こう奮ふんしていた生徒達がぴたりと動きを止めた。教室内が、しん、と静かになる。本気の怒声。敵意を隠かくす努力を一切放ほう棄きした鋭い睥へい睨げい。追いつめられた獣けものを思わせて強く噛かみしめられた歯。皿次の威い嚇かくにクラスメイト達はすっかり気け圧おされていた。

　隣りん席せきで同じように絡からまれていた陽月が静かなため息を吐ついた。椅い子すを引いて立ち上がり、できあがった人ひと垣がきを見み渡わたすと、凜りんとした声を張った。

「誤解のないようにあらかじめ言っておくけど、彼はプライベートでは砂すな粒つぶほどの関係もない赤の他人。ただスポンサーさんが用意した、次のパートナー候補というだけ」

　この場にいる全員がぽかんとして陽月を見つめた。もちろん皿次も含ふくめて、である。赤の他人とはまさしくその通りなのだが、問題はそこじゃない。パートナーとは一体どういう意味だ。

「てことはハルちゃん、ＷＷＷＭダブルス・マネーに復帰するの？」

　時が止まった教室内で最初に声を出したのは一人の男子生徒だった。彼は陽はる月つきの横に立ち、馴なれ馴なれしい口調で話しかけていた。発せられた声はやや高く、まるで少年のよう。小こ柄がらな体たい躯くで陽月よりも身長が低いかもしれない。くりくりした丸い碧へき眼がんと肩かた口ぐちで切きり揃そろえた眩まぶしい金きん髪ぱつ、少し手を加えれば女と称しようしても通るかもしれない整った顔立ちが特とく徴ちよう的てきだ。陽月に話しかけたときの、目に星を躍おどらせてわくわくした表情なんかは、女性受けしそうなあざとい可愛らしささえ感じられる。

「スポンサーさんの意向だから。いつまでもこのままではいられないし」

「そっかー、またハルちゃんの活かつ躍やくが見られるんだね。僕、今からわくわくしてきたよー」

　彼はにまにま笑っていた。他のクラスメイト達も互たがいに顔を見合わせて、嬉き々きとした様子で陽月についての話をしている。正確には聞き取れなかったが、とりあえず陽月を褒ほめ称たたえるような内容であることは間ま違ちがいなさそうだった。そして皿めい次じにもまた、期待のこもった視線が注がれていた。

　少年のような男子生徒が何気なく皿次へと視線を寄こした。まじまじと観察するような目である。皿次も彼の顔を正面から見る形となった。そこで、皿次ははっと目を見開いた。

「おいお前──」

　皿次が手を伸ばすと、男子生徒は顔を引きつらせて、やや後ずさった。

「──レビンか？」

　と、皿次は言った。レビンは地下貧民街アンダースラムの小学校で六年間ずっと仲が良かった幼なじみだ。中学に上がる頃ころに両親の事業が成功し、世帯年収が二百万円を超えて中セ流ン平ト民ラ街ルへと上がって以来会っていなかった。髪かみの色や目の色は違ちがうし、声や顔立ちも昔とは変わっている。しかし、この男子生徒にはたしかにレビンの面おも影かげが残っていた。

「え、えっと……誰だれそれ？」

　男子生徒が困こん惑わくした表情で首を傾かしげた。

「人違いじゃない？　彼は御陵みささぎ佳か多た理り──わりと名門の家いえ柄がらだし、皿次の知り合いとは思えないけど」

　陽月が抑よく揚ようのない声で男子生徒を紹しよう介かいした。

「でもよ、たしかに似てるんだよなぁ……まあ違うってんならそうなんだろうよ。他人の空似ってのもあるしな。佳多理だっけか？　くだらねえこと言って悪かったな」

　皿次がそう言うと佳多理は両手と首をぶんぶんと振ふった。

「い、いいよ別に。気にしてない」

　そして一転して目を輝かがやかせると皿次に詰つめ寄よった。

「でも皿次くん凄すごいなぁ。スポンサーさんのお眼鏡に適うなんて。しかも狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デスとペアを組むなんて。どんな特とく殊しゆ訓くん練れんを受けてきたの？」

　興こう奮ふんした口調の佳多理に同調するように外野もざわめきだした。皿次の出自への疑問や陽月の今後を期待する声が飛び交う。もはや地下貧民街アンダースラム出身者への差別感情なんてどこへやら。陽はる月つきのパートナー発言は、皿めい次じの髪かみ色いろや赤目を超える興味対象なのだろう。おそらく一いち郎ろうの言っていた、ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネーと関係があるのだろうが、いくら質問されても彼自身、詳しよう細さいを聞いていないのでさっぱりだった。

　そのとき、熱気の渦うずをはね除のけるように陽月が冷静に言い放った。

「まだ不確定だから、あまり騒さわがないで。皿次が本当にわたしのパートナーになれるかどうか。決まったわけじゃないから」

　彼女が冷たい目で皿次を睨ねめつけた。左右の太陽と月のピアスが揺ゆれる。態度や性格は太陽の要素なんか少しも含ふくまれていない、月一いつ辺ぺん倒とうだな、と皿次は胸の内で舌打ちした。

「さっきからワケわかんねぇぞ。決まったわけじゃないってどういうことだよ」

「そのままの意味だけど。日本語が理解できないわけじゃないでしょう？」

「ッ……てめぇ、いちいち言い方がむかつくな」

「大人しく放課後を待ちなさい。それまで無む駄だなことをぐちぐち尋たずねないで」

　ぶん殴なぐりてぇ。皿次は持ち上げかけた拳こぶしをかろうじて下ろした。攻こう撃げきしようものなら昨日のようにマグネットリードを駆く使しして迎げい撃げきされてしまう。地下では殴りたいと思った瞬しゆん間かんにはもう殴っていたから、思うままに殴れないことがこんなにも苦しいだなんて知らなかった。

「皆みんなも期待してくれるのは嬉うれしいけど、まだどうなるかわからないの。試合をすることになったら、そのときにまた応おう援えんしてくれると嬉しい。騒ぐのは、まだもうちょっと待って」

　陽月が訴うつたえるとクラスメイト達は大人しく引き下がった。しかし皿次たちの席から離はなれながらまだ熱気冷めやらぬ様子で語っているところを見るに、しばらくクラスでは陽月と皿次についての話題が続くのだろう。

　ようやく人の波が完全に消え去って、皿次は胸を撫なで下おろした。隣となりでは陽月が涼すずしい顔で次の授業の準備に取りかかっている。右耳の三日月を見つめながら、彼は頭の中でこれまでに生じたあらゆる疑問を渦巻かせた。あまりにもわからないことが多すぎる。

　放課後までの時間がとても長く感じそうだ。




　　　　３




　離れの大広間は調度も置かれておらず殺さつ風ぷう景けいだった。冬ふゆ瀬せ家けの敷しき地ち内ないに建っている、屋や敷しきとは別のもうひとつの建物。こちらも屋敷に劣おとらない荘そう厳ごんな風ふう体ていであり、学校の体育館を思い出させる。地下出身者の皿次はこれほどの大きさの民家を見たことがなかった。

　無愛想な陽月との会話もない長い長い通学路を、退たい屈くつに耐たえ抜ぬいて帰宅すると、一郎がにこやかな表情で待ち構えていた。用意されたジーンズにシャツという私服に着替えさせられ、この離れの広々とした空間に連れてこられたのである。

　皿めい次じの隣となりに佇たたずむ陽はる月つきも、制服姿から着替えており、裾すそのふくらんだフレアスカートと長なが袖そでのブラウスという出で立ちだった。

　大広間の中心に立っていた一いち郎ろうは、二人が揃そろったのを確認すると二度手を鳴らした。

「学校お疲つかれ様さま。どうだったかな、中セ流ン平ト民ラ街ルの高校は？」

「くだらねえ。なんのためにあんなクソの役にも立たねえ知識ばっか勉強してるんだ」

「そりゃあ将来真ま面じ目めに働いて地下に落ちないような立派な仕事に就つくためさ。そのための基き礎そ教養だと思うけど」

「ハッ。真面目にやるだけ馬鹿を見るもんだぜ。結局は奪うばう側の奴やつらに搾さく取しゆされて終わりだ。それが嫌いやなら自分が奪う側に回るしかない……あんたも奪う側なんだろ。それが分かってて真面目を説くなんて良い性格してやがる」

　中セ流ン平ト民ラ街ルの人間は気づいていないのだ。一郎たち天空高等民街ユートピアの人間に搾取されていることなど。地下貧民街アンダースラムにおける暴力や詐さ術じゆつでの違い法ほうな略りやく奪だつ行こう為いはわかりやすい。だが天空高等民街ユートピアの富ふ豪ごうたちによる見えない略奪行為は、輪りん郭かくが曖あい昧まいな分、余計にたちが悪いのだ。

　中セ流ン平ト民ラ街ルの人間に雇こ用ようを提てい供きようしているのは誰だれなのか。流通している商品や企画の意思決定を行っているのはどの層の人間なのか。ちょっと考えればわかる簡単な搾取のロジックに、気がつかない。皿次は地下で嫌というほどナマのピラミッドを見てきたから理解できる。この世界には奪う者と奪われる者がいる。そして、天空高等民街ユートピアにいる奴らは全員奪う側の人間だ。

　この一郎という外げ道どう眼鏡も例外ではないはずだ。

「賢かしこいね。ただ教養が足りないのが非常にもったいない。キミの考えは正しいけれど、方法が間ま違ちがっているよ。違法は違法さ。上の人間はきちんと奪い方に気を遣つかっている──そこが私とキミの違ちがいだよ、盗人ぬすつとくん」

　一郎の言葉に皿次は反論できなかった。どれだけ仕組みが理解できていようと超えられない壁かべがある。それは生まれ持っての財ざい力りよくの違い、頭の出来の違い、そして生きてきた環かん境きようの違いだ。皿次には今さら頭をひねって真っ当な商売を興すことなんてできやしない。

　そのとき、一郎が指を鳴らした。すると殺風景だった大広間の天井から巨大なスクリーンが下りてくる。部屋の隅すみ々ずみから無機質な音とともに大小様々な機械がどこからともなく現れた。どれも四角の箱の中心にレンズがはめ込まれた機械で、下部に生えた四よん脚きやくを器用に動かして移動している。

「良い話題を振ふってくれたものだね。今の話は私がこれから説明するＷＷＷＭダブルス・マネーにも関わってくる」

「ダブルス・マネー？」

　学校で佳か多た理りも口にしていた言葉だ。

「そう。ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネー。それぞれを英語にしたときの頭文字をつなげた造語がＷＷＷＭ──一般にはダブルス・マネーという通つう称しようで呼ばれている」

「何なんだそれは。こっちはずっと気になってんだよ」

　溜たまりに溜まっていた疑問のフラストレーションを解放するように皿めい次じは詰つめ寄よった。一いち郎ろうは口の端はに笑みを浮うかべ、もったいぶった調子で口にする。

「キミの欲望を満たす──最高のゲームさ」

　四よん脚きやくの機械群が一いつ斉せいにスクリーンへとレンズを向けた。直後、壁かべから巨大な拡かく声せい器きがいくつも生え、耳みみ奥おくを震ふるわせる音を発した。皿次は思わず両耳を塞ふさぐ。喉のど奥おくにも痺しびれるような震えが伝でん播ぱし、うるせえと叫さけぶこともできなかった。

　スクリーンに映像が映し出される。ただの雑音かと思われた音声も徐じよ々じよに洗練されていき、意味を持った日本語へと変化してきた。

『──止まらない連勝記録。二に律りつ背はい反はんの死神を地じ獄ごくへ突つき落おとすのは誰だれなのかアァァ！』

　音声に遅おくれて映像が明度を上げていく。実際にその場に存在するかのような立体的な映像だった。おそらく脳にアクセスし、視覚に関する情報を操作する機械がこの部屋のどこかにあるのだろう。記録媒ばい体たいの映像と合わさることで臨りん場じよう感かんあふれる追体験が可能なモニターが、中セ流ン平ト民ラ街ル以上の街には存在するらしい。これがそのモニターなのだ。

　映像の中の風景は時代錯さく誤ごだった。小学校の歴史で習った、江戸時代を思わせる町並みだ。現在では完全に消え去った瓦かわらぶき屋根の家屋が立ち並び、遠方には高々とそびえる日本古来の城が見えた。さらさらの砂の地面に、四人の人間が立っている。二人ずつに分かれて、離はなれた位置に直立していた。

『それではこの対戦の選手を紹しよう介かいしましょう。まずはチーム《死しに神がみと従じゆう者しや》から！』

　先ほどから響ひびいていた興こう奮ふん極まる男の声。同時に、映像が片側の二人に寄った。フォーカスされたのは女二人のペアだった。片方は茶ちや髪ぱつのセミロングの少女で、挑ちよう戦せん的てきなつり目をカメラへと向けていた。動きやすそうな半はん袖そでのシャツに黒のハーフパンツという姿。両手両りよう脚あしと首筋に鈍にび色いろの金属が巻きつけられているのが異様だった。

　もう片方の少女の立ち姿もまた異様だ。漆しつ黒こくのフレアスカートに上は清せい楚そなチュニック。つり目の少女と同じ位置に同じ金属の装そう甲こうを身に着けている。しかしさらに目を引くのが頭に巻きついた機械である。ハチマキのように巻かれているのだが、額の部分に台形の出っ張りがあり、細い線が引かれている。つり目は何も持っていないが、こちらの少女の手には巨大な死神の鎌かまが握にぎられており、穏おだやかでない雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。鎌の先せん端たんには五枚のカードがまばらに貼はりついていた。

　整えられた黒くろ髪かみと左右の耳でデザインの違ちがうピアスが女の子らしく──

「は？　おいおいおい。あの女、お前じゃねえか！」

　皿次は陽はる月つきを振ふり返かえる。顔をしかめて映像を見上げていた彼女は、平へい淡たんな声で応答した。

「そうだけど。自分の試合を録画しておくのは当然でしょう。スポンサーさんにきちんと活かつ躍やくを証明しなければならないのだから。無む駄だ口ぐちはいいから映像を見ていて」

　辛しん辣らつな口ぶりにこめかみをひくつかせながらも、皿めい次じは映像に意識を戻もどした。怒いかりよりもこの映像への興味のほうが優先されたのだ。

　皿次が意識を逸そらしている間につり目の少女の紹しよう介かいが終わったらしく、カメラは陽はる月つきに移動していた。

『常勝無敗の女王！　その非道な戦いぶりから名づけられた二つ名は、狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デス。ふゆせえええええええ、はるつきいいいいぃぃ！』

　実じつ況きようの雄お叫たけびと同時にざわざわと音声が乱れた。かろうじてそれが声せい援えんなのだと理解できる程度で、ほとんど雑音である。録音の音質が悪いわけじゃないだろう。それだけ無数の声援が飛び交っているのだ。しかし背景は江戸の町。どこにもギャラリーなど見当たらないのだが。

　次にカメラが陽月たちとは別の二人組に移動する。またもや長ったらしい二つ名と本名らしき名前での紹介があったのだが、ほとんど頭に入ってこなかった。皿次はどうでもいいことを大量に憶おぼえるのが苦手なのだ。とりあえずもう片方は男二人のペアであり、剣を携たずさえた男と長い杖つえを構えた男ということだけはわかった。

『それではまずはオープンタイム！　両チームのウィザードが魔ま術じゆつカード五枚を公開します』

　実況の声と同時に画面の上下に五枚ずつ、計十枚のカードが並んだ。それぞれに絵え柄がらとテキストが施ほどこされている。実況が一枚ずつそれらのカードについて解説していた。攻こう撃げきだとか創造だとか魔ま法ほうだとか回復だとか、様々な非現実的な単語が飛び交い、皿次は早速自力での理解を放ほう棄きした。

『そして最後の一枚は、狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デスの持つ最強の魔術カード、《太陽と月の女神の気まぐれ》だーッ！　二つ名の由来でもあるこのカードは、フィールド全体に作用する怖おそろしい魔術。全てのウォーリアーの制せい御ぎよ段階をランダムで変化させてしまう悪戯いたずらっ子こといったところかな！　本来は扱あつかいづらいカードであるにもかかわらず、この死神ペアは毎回これを確実に決めてくるのさ！　制御段階を最低まで落とされた相手ウォーリアーは泣く泣く吹っ飛ばされるしかないってコト！　今回の対戦相手はその魔の手──いやいや、女神の手から逃のがれることができるのかー？』

　ずいぶんと楽しそうな実況を最後に、画面上下のカードが消え去った。

『続いてウォーリアーのスキルを紹介だーっ！　……と言いたいところだけど残念！　両者ともに《秘ひ匿とく》スキルを保有しているため、その他にどんなスキルを持っているのか覗のぞけない仕様だ！　やはりプロステージ。敵に情報を与えないことの重要さを骨身に沁しみている奴やつらは、一ひと筋すじ縄なわではいかない』

　ぴたっと映像と音声が停止した。

　おそらく一いち郎ろうが止めたのだろう。彼は画面の前に立ち、大おお仰ぎように両りよう腕うでを広げた。

「どうだい盗人くん。会場の興こう奮ふんは伝わってきたかな？」

　眼鏡の奥おくの瞳ひとみは怜れい悧りな輝かがやきを完全に失い、むしろ爛らん々らんと熱く輝いていた。この男がこんなにも興こう奮ふんに身を震ふるわせることがあるのかと、皿めい次じは驚いた。

　しかし、どうだと訊きかれても困る。熱い実じつ況きようとともに何事かが始まりそうな予感はするが、魔ま術じゆつカードやスキル、陽はる月つきたちの不可思議な装備については全然理解できていなかった。

「武器とか持ってるのを見ると、喧けん嘩かでもおっ始めるのか？」

「う～ん近いね。これはそんな粗そ野やで無意味なものではないよ。二対二で戦せん闘とうを行い、相手を倒たおしたほうが勝ち……という点は喧嘩と似ているかもしれないけどね。しかしながら、ただ身体能力が優れている者だけが勝てるわけじゃない──そうだね、その辺のルールは後でまとめて教えてあげよう。まずは最後まで試合を見るといい」

　一いち郎ろうの言葉を合図に映像が再開された。

『──さあッッッ！　試合の始まりだァァァッ！』

　実じつ況きようの高らかな声。すると、陽月の足元から薄うす紅べに色いろの光の波は紋もんが広がった。江戸町の地面が不思議な光に包まれる。強きよう烈れつな発光が収まると、フィールド上に紅色の光の円が刻まれていた。陽月たちを中心に半径数十メートル程度の円である。カメラが切り替わり、陽月の対戦相手の様子が写される。そちら側の一人からも光の波紋が広がっており、同じくらいの青く発光した円が地面に刻まれた。

　それが彼女達にとっての合図だったのだろう。

　茶ちや髪ぱつのつり目少女が姿勢を低くして、男の二人組へ向かって走り出した。皿次は息を吞のむ。現実ではありえない速度だった。皿めい次じは地下貧民街アンダースラムの住人の中でも身体能力が高いほうである自負がある。しかしそんな彼よりも、その少女はずっと俊しゆん足そくだった。凄すさまじいスピードで迫る少女に、剣けんを携たずさえた男が立ち向かう。男もまた、目にも留まらぬ速さで走り出す。
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　剣は刀身が反り返った巨大な片かた刃は。いわゆるサーベルである。古典的とはいえ、間ま違ちがいなく人体を一いつ刀とう両りよう断だんできる代物だ。人に向けて良いものではない。しかし男はためらうことなく少女に斬きりかかった。少女の腕うでがサーベルの軌き道どうに合わせてガードの形を作った。

「馬鹿ッ、そこは避よけるだろッ？　止められるわけがねえ！」

　皿次は叫さけんでしまった。過去の映像なのだから結果が変わるわけではない。だがあまりにも無む謀ぼうな少女の行動に、考えるよりも先に声になっていたのだ。

　しかし次の瞬しゆん間かん、少女の愚ぐ行こうよりもさらに驚くべきことが起こった。

　サーベルが腹の部分から真っ二つに砕くだけ散ちったのである。少女の腕は切断されるどころか、まったくの無傷だった。しかしさっきと変わったところがある。腕に装着されていた金属が先ほどよりも大きくなっており、左腕全体が鈍にび色いろに輝かがやいていた。

　装備が一いつ瞬しゆんで形を変えた？　ありえない──が、皿次はそれを可能にする唯ゆい一いつの答えを知っていた。脳裏にひとつの単語が過よぎる。

　半液体金属──地下貧民街アンダースラムではほとんど入手不可能な、人工的に作られた特とく殊しゆな金属である。この金属には複雑なプログラムを施ほどこした集積回路を組み込み命令を実行させることができるという。銃じゆう弾だんの接近を感知して自動的に到とう達たつ時間や速度を計算し、衝しよう撃げきに耐たえうる材質に即そく座ざに変化する半液体防ぼう弾だんチョッキを作ることも可能であり、地下の非合法組織の人間は大金を積んででも手に入れたがっていた。結局、皿次が所属していたコミュニティでは半液体金属を入手することができず、大きな案件を失った、と長おさは嘆なげいていたが。

　考えてみれば一いち郎ろうのこの即席視聴覚室も半液体金属で作られているのだろう。何も置かれていなかった広間に突とつ如じよとして現れたスピーカーや機械群も、それで説明がつく。

　画面の中ではさらに試合が進行していた。剣を失った男が、だんだんとつり目少女に追いつめられていく。少女は丸まる腰ごしだが鋭するどいパンチと重たい蹴けりで上手く攻めていた。男の背中が壁かべにぶつかって動きが止まる。完かん璧ぺきに追いつめた、チャンスだ──と皿次は思った。

　しかし少女は何故かそこで追つい撃げきをやめ、バックステップで後退した。

「おいおいどうしてそこで引くんだよ。一気にトドメを刺させばいいじゃねえか」

　と皿次がつぶやいた瞬間だった。男が背にした壁から無数の刀が飛び出した。男の体に触ふれない程度に、輪りん郭かくをなぞるように突つき出でた刀。もしも少女が深追いしていれば串くし刺ざしにされていたかもしれない。

『おお～っと、チーム侍さむらい忍にん者じやの十お八は番こ《窮鼠装う悪意サムライトラツプ》を回かい避ひした！　死神ペア、相手の戦い方をよく研究しているううぅぅッ！　そして侍側は魔ま術じゆつカードの使用コストにより、デッドラインが半径五メートル小さくなるぞー』

　実じつ況きようの言葉の後に、男側の青く光る円が小さくなった。

　剣けんの男が壁かべから突つき出でた刀の一本を引ひき抜ぬき、ふたたび少女へと襲おそいかかった。侍さむらいの猛もう攻こうに今度は少女が押おされたように後退していく。武器を持たない彼女は、避よけたり半液体金属で防ぐものの、受けるがままになっていた。半液体金属にも細かい傷が刻まれていく。

　そのとき、これまで傍ぼう観かんしているだけだった陽はる月つきが初めて動いた。

　彼女は死神の鎌かまの先せん端たんからカードを一枚はがす。そして、額のハチマキの台形部分に走った溝みぞにカードをさっと滑すべらせた。

　光が炸さく裂れつする。陽月の体を神秘的な輝かがやきが包み込む。陽月が瞑めい目もくし、何事かをつぶやくと、光は激しく四散した。光が収束し、二人の女性の姿を象かたどっていく。黒衣をまとった金きん髪ぱつの美女、そして白衣をまとった赤せき髪はつの美女。女神──そう表現するのが適切かもしれない。女神たちは急激に空へと舞まい上あがると、互たがいに微ほほ笑えみ合あいながら、上空をくるくると徘はい徊かいした。そして、笑顔のまま地面へと急降下する。まっすぐに、少女と剣士のもとへ。

　二人とも回かい避ひできずに立たち尽つくしていた。仕方ない。ほとんど視認できない速さだった。自分があの場に立っていたら避けられる自信はない、と皿めい次じは思った。

　二人の女神の姿が霧む散さんし、ただの光となる。そして黒衣の女神は剣士の体に吸い込まれ、白衣の女神は少女と重なった。

『《太陽と月の女神の気まぐれ》が決まったァァァ！　二人のウォーリアーの制せい御ぎよ段階がランダムに変化するぞ！』

　実じつ況きようが叫さけぶ。すると画面手前左右に二つの数字が表示された。二八と三一。それらの数字の各かく桁けたがカジノのスロットのように慌あわただしく上下に送られていく。やがて全ての桁が停止すると、そこに表示された数字は五〇と一であった。

『またもやこの女神の気まぐれを、天の恩おん恵けいを、死神ペアが受け取ったアァァ！』

　瞬しゆん間かん、剣士の体に異変が起こった。彼はがくんと膝ひざを折り、必死で立ち直ろうと刀の切っ先を地面に突いた。少女へと斬きりかかろうとするものの、先ほどまでの俊しゆん敏びんな動きが嘘うそのように緩かん慢まんな太た刀ち筋すじで、あっさりとかわされてしまう。

　なんだあれは。ずぶの素人しろうとの振ふり方かたじゃないか。あれだったら皿次でも素手で勝てる。

　少女にも異変が起こっていた。彼女の全身から湯気のようなものが噴ふき出だし、全身に広がった半液体金属が激しく脈動している。戦せん闘とう中ちゆうの選手の音声は微かすかにしか聞こえてこないが、腹の底から雄お叫たけびをあげているようだった。

　少女が顔を上げ、にやりと笑う。歯を剥むき出だしにして笑う姿は、どこか獣けものじみていた。

　彼女の姿が掻かき消きえた。後に白い湯気だけが残る。次の瞬間、彼女は剣士の背後に立っていた。そしてまた少女の姿が消える……と思ったときには剣士の体が吹き飛ばされ、平屋の壁かべにめりこんでいた。

　──馬鹿な！　今、あの女は何をした？　動きも捉とらえられなかったし、どうやって攻こう撃げきしたかも目で追えなかった。あんなのは人間の出していい速さじゃない。

　剣けん士しが壁かべから体を引ひき抜ぬき、周囲を見み渡わたした。そこへ再び不可視の速度で接近した少女が蹴けりを叩たたき込こむ。回かい避ひもガードも間に合わなかった。細い脚あしから繰くり出だされたキックは、剣士を、拡かく張ちようして肉体を覆おおった半液体金属ごと弾はじき飛とばした。いくつもの平屋を破は壊かいし、遥はるか遠方の家屋の壁に突つき刺ささる。舞まい上あがった粉ふん塵じんが晴れると、凄せい惨さんな町の姿が現れた。山さん賊ぞくにでも襲おそわれたのかと思わせるほどだ。

　剣士はぐったりとして動かなくなった。それはそうだ。あれで気絶しないほうがおかしい。

　少女は倒たおした相手に見向きもせず、くるりと首を残りの男へ向けた。怖おそれたように男が杖つえを体の前にかざす。しかし、もうこの時点で勝敗は決していた。瞬まばたきする間もなかった。両者の間の距きよ離りなど存在しないかのように、一いつ瞬しゆんの内に少女は肉にく薄はくしていた。杖男の腹部に拳こぶしが叩き込まれ──その体は紙のように吹っ飛んだ。

「すげえ……」

　皿めい次じは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。地下で経験したどんな喧けん嘩かよりもハイレベルな戦いだった。少女は何者だろうか。あの実力ならば地下貧民街アンダースラムの非合法格かく闘とう技ぎでも圧勝できる。

　いや、そんな表向きの実力だけではない。実際に拳を振るった少女も、怪あやしげな術を使った陽はる月つきも、この二人には共通した凄すごみがあった。

　こいつら……戦ってる間中、ずっと笑ってやがった。

　酷こく薄はくな笑みを浮うかべ、立ち向かってくる相手を打ちのめすことを明らかに愉たのしんでいた。それは紛まぎれもなく奪うばう側の人間だ。地下貧民街アンダースラムで暴力や詐さ術じゆつを行使する連中と同じ、そして一いち郎ろうのように合法的に搾さく取しゆし、上の立場に立つ者と同じ。陽月たちの表情は、他人から奪うことに何のためらいもない人間のそれだった。

「なんだお前、いい顔できるじゃんか」

　皿次は陽月を見直した気分だった。いつも薄うすっぺらい無表情でつまらない女だと思っていた。隣となりを見やる。陽月は唇くちびるを噛かんでうつむいていた。両りよう腕うでが微かすかに震ふるえている。皿次の言葉も聞こえていないのかもしれなかった。どうしてそんな顔をしているのだろうか。

「満足してもらえたかな？」

　皿次の疑問を遮しや断だんするように一郎が手を鳴らす。そして眼鏡を指で押おし上あげながら微ほほ笑えんだ。

「これがキミにやってもらう競技。ウィザードとウォーリアーが共きよう闘とうし、異能を用いて敵を倒す、空想の世界を実現化したゲーム──ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネーさ」




　一郎の目の前にずらりと半液体金属の装備が並んだ。映像が終わった後、彼は黒服たちを呼びつけて様々な道具を大広間に運び込んだのである。

　彼はその中のひとつを手に取った。

「まずはこれ。映像に映っていた選手達は皆みなこれを身に着けていたんだけど、気づいたかな」

「半液体金属だろ？　すげえ複雑なプログラムが施ほどこされてるみたいだけどよ」

　皿めい次じが乱暴に答えると、一いち郎ろうは感心したようにうなずいた。

「よく知っているね。さすがお金に変えられることだけはきちんと学んでいるようだ。そのとおり、これは半液体金属でできている。ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネー……長いから今度からは通つう称しようのダブルス・マネーと呼ぼうか。ダブルス・マネーでは、全ての選手がこの《安全装甲セーフテイ・アーマー》を装着しなければならない。キミの想像どおり、これには特とく殊しゆなプログラムが施されている。魔ま術じゆつカードに記述されたプログラムをこの安全装甲セーフテイ・アーマーが実行したり、致ち死しダメージが想定される攻こう撃げきの接近を感知すると死なない程度に軽減してくれたり……ダブルス・マネーを合法的に運営せしめている装備なんだよ」

　まさに現代のあらゆる技術の結晶だ。未来を予測して演算するということは、ただの演算装置じゃない。ブレインコンピューターを使用しているはずだ。ブレインは普ふ通つうのコンピュータとは比ひ較かくにならないほどの演算能力を有しながら、人間のような柔じゆう軟なんな思考転てん換かんをも可能な次世代演算装置である。大脳に直接アクセスできたり直感と呼ばれる不確定要素をも即そく座ざに計算できる優れものだ──と、長おさが言っていた。皿次には言葉の半分も意味がわからなかったが、何となく凄すごいもので金になりそうなものだ、ということだけ理解していた。

「安全装甲セーフテイ・アーマーにはもうひとつ大事な機能がある。それは身体能力の向上だ。安全装甲セーフテイ・アーマーは肉体にアクセスし、人体が損傷を受けないぎりぎりのレベルまで身体能力を引き出すのさ。もちろん慣れている人間とそうでない人間では、耐たえられる範囲が違ちがうから、制せい御ぎよ段階という五〇段階のリミッターがあるんだけど──彼女たちの身体能力、凄すさまじかったろう？」

「ああ。ありゃ人間の動きじゃねえ。地下のストリートファイターでもいねえよ」

「うん。彼女はあの試合の時点で制御段階二八だったからね。相手の男は三一。どちらも常人よりも遥はるかに高い身体能力のはずだよ──安全装甲セーフテイ・アーマーを着けている限りは、ね」

「よくわからねえけど……つまり、その制御段階とやらが高いと、あんなふうに超人みたいな動きができるってことか？」

「そういうことさ。ちなみに制御段階一というのはほぼ常人並みで、最大値の五〇ともなると……化け物としか表現できないね」

　皿次は最後の攻防を思い出した。素人しろうと以下に成り下がった剣けん士し。あれは制御段階が一になったため、素すの身体能力に弱体化していたのか。逆に少女のほうは五〇になっていた。つまり、あの時点で二人の間には圧あつ倒とう的てきな力量差が生まれていたわけだ。

「対戦フィールドも全て半液体金属で構築された、可変空間でね。仮想空間ではないのだけれど、仮想空間と同じくらいに自由自在な変形が可能なんだ。対戦開始のフィールドは試合のスポンサーの意向で決まることが多いね」

　次に一郎は試合のルールの説明を始めた。長々と説明されたが、簡単に言うとこうだ。

　各チームには初期位置が設定されており、ウィザードはその位置から半径二十メートル以内しか動いてはいけない。映像において陽はる月つきの周囲から広がった、薄うす紅べに色いろの光の円がそれである。この円のことをデッドラインと呼ぶらしい。ウィザードはデッドラインの内側で立ち回り、魔ま術じゆつカードを用いてウォーリアーをサポートする。

　ウォーリアーとは映像におけるつり目の少女や剣けん士しの男のことだ。彼ら彼女らはデッドラインに縛しばられず、自由にフィールド内を移動することができる。そして己の技とウィザードの援えん護ごを受けながら相手ウィザードの撃げき破はを目指すことになる。当然、相手ウォーリアーが自軍のウィザードを攻撃するのを防がなければならないし、相手もウィザードの護衛に回ったりするため一ひと筋すじ縄なわではいかないのである。

　ちなみに勝利条件はいくつかある。相手のウィザードが意識を失い、戦せん闘とう続行不能と判断された場合。また、相手ウィザードがデッドラインの外に出た場合。そして、あまりにも試合が長引いたときはウィザードの受けたダメージ量を安全装甲セーフテイ・アーマーの受けた衝しよう撃げきから数値化して求め、よりダメージの少ないほうを勝者とする。

「──と、ここまでは単純だ。ここからが少しばかり複雑になる……ウィザードの役割と魔術カードについてなのだが」

　一いち郎ろうがそう言うと、皿めい次じは食いついた。

「それだ！　それが一番気になってる。何なんだ魔術カードってのは。こいつ、試合でなんか怪あやしげな術使ってたけど、あんなんありえねえよな。ファンタジーにも程があるぞ」

「あれも半液体金属で作られたフィールドの応用だよ。陽月くんが額に巻いていたハチマキみたいなものがあったろう？　あれはブレインリーダー。魔術カードを通すことで、カードに記されたプログラムを読み取り、忠実に実行するのさ。たとえばフィールドをまったく異なる形に変容させる魔術であれば、リーダーはフィールドの半液体金属に情報を送信する。ウォーリアーやウィザードに直接作用する魔術であれば、対象となる者が装備している安全装甲セーフテイ・アーマーに命令を送信し、むりやり命令を実行させることになる──陽月くんの使った《太陽と月の女神の気まぐれ》なんかはその手の魔術だね。敵味方双そう方ほうのウォーリアーの安全装甲セーフテイ・アーマーに干かん渉しようし、ランダムで制せい御ぎよ段階をいじるんだ」

「……難しいな。ワケがわからなくなってきた」

　皿次が顔をしかめると、一郎は苦笑した。

「だろうね。無理に理り屈くつを憶おぼえる必要はない。とりあえず、ウィザードは魔術カードを使うことで非現実的な魔術をあたかも実際に操っているかのように見せられるってことさ」

「わかりやすくて助かるぜ。ん？　でもよ、そんなんで成立するのか？　カードってことは、その魔術とやらはカードとして存在し続けるわけだろ。ゲームの魔法使いならＭＰっていう上限があるだろうが、ダブルス・マネーの場合は何度でも魔術を使えるんじゃねえのか」

　地下にも一応、ネットワークゲームやアーケードゲームは存在する。皿次はあまり遊んだ記き憶おくはないが、コミュニティの仲間にゲームが好きな奴やつがいたのでたまに横で見学していた。

　試合開始前に両者は五枚のカードを公開していた。おそらく試合中に使える魔ま術じゆつカードはその五枚なのだろう。しかし、何度でも同じカードを使えるのであれば、極きよく端たんな話、相手を直接攻こう撃げきするような魔術を一枚入れておけば、それを連射するだけで事足りるような気がする。

「いいところに気がついたね」

　一いち郎ろうの眼鏡がきらりと光った。

「察しの通り、魔術カードは何度でも使えるよ。ただし、ノーコストではないんだ。さっき、ウィザードは半径二十メートルのデッドラインから出られないと言ったよね。実は魔術カードにはその能力の優秀さやウィザードの性能に応じて、コストが設定されているんだ。その単位はＭＰではなくメートル。魔術を使うたびにデッドラインの半径が小さくなっていくんだよ」

　皿めい次じは先の試合の実じつ況きようを思い出した。たしかにあのとき、《窮鼠装う悪意サムライトラツプ》を使用した男ウィザード側の青いデッドラインが小さくなっていた。

「つまりこういうことか……強力な魔術を使ったり、何度も魔術を使ったりすると、それだけウィザードは自分の首を絞しめることになる」

「正解だよ。もしも魔術を使ったことでデッドラインの半径が〇になると、ウィザードは一歩たりともその場を動けなくなる。動いた瞬しゆん間かんに負けが確定だからね。そして当然のことながら魔術カードももう使えない」

　魔術の乱用は不可能というわけだ。互たがいに手の内を晒さらし合あい、その中でどのタイミングでどの魔術を使用するか。デッドラインをどの程度維い持じしておき、どこで勝負をかけるか……ウィザードにもまた、絶ぜつ妙みような駆かけ引ひき感覚が要求されるのだろう。

「また、魔術カードは七種類の属性に分けられている。一週間の曜日をモチーフにした属性で、太陽、月、火、水、森林、金属、土の七属性だ。それぞれ異なる特とく徴ちようの魔術がある。たとえば火は遠えん距きよ離り攻撃魔術が多いとか、森林はフィールド変容魔術が多いとかね。二種類以上の属性の複合魔術カードもあるんだけど、これはなかなか扱あつかいが難しいんだ」

「難しい？」

「単一属性の魔術カードよりコストが大きいのさ。中には一発でデッドラインをすべて失うような魔術もある」

　どんなに強力な魔術だとしても、それで試合を決められなければ一転ピンチである。使いづらいカードだということは初心者の皿次にもわかった。

「それはウィザード本人にも属性が設定されることにも関係する。ウィザード本人の属性はブレインリーダーが脳にアクセスし、その性質に応じて自動的に決定されるんだ。もちろん単一属性の場合もあれば、二種類以上の属性を合わせ持つこともある──もっとも、相反する属性を同時に複数持っているウィザードは非常にレアなんだけどね。ウィザードの属性と同じ属性の魔術を使うときには、少ないコストで済むのだが、属性が一いつ致ちしない魔術を使うには多くのコストが必要になるんだ……もうわかるね？」

「複合的な属性の魔ま術じゆつを低コストで使うには、ウィザード本人も複合的な属性を持っていなければならない、ってことか。お前はどんな属性なんだ？」

　皿めい次じは陽はる月つきに問いかけた。彼女は無言を貫つらぬこうとそっぽを向いたが、一いち郎ろうが話しなさいと促うながすと渋しぶ々しぶと口を開いた。

「太陽と月」

　皿次は彼女の答えを反はん芻すうする。太陽と月。彼女の両耳から下がったピアスを見つめ、彼女の名前を思う。陽月。そのピアスと名前のおかげでその二属性を持つこととなったのか、それともウィザードになった後に己の属性を参考にした名前をつけたのか。それによってこの冬ふゆ瀬せ陽月という人間がたどってきた人生の姿が大きく変わってくるような気がした。

「そう。陽月くんは太陽と月の相反する二属性を持つレアウィザードなんだよね。しかも太陽と月の組み合わせは、彼女の他には誰だれ一人として存在しないんだ。彼女には他に替かえられない価値がある」

　一郎が高まった声で豪ごう語ごした。スポンサーさん、という呼こ称しようを思い出す。もしかしたら一郎は陽月の珍めずらしさが金になると踏ふんで出資しているのかもしれない。

　一郎は眼鏡のずれを直し、話を戻もどそうか、と襟えりを正した。

「ちなみにウィザードにも接近した相手ウォーリアーに対たい抗こうするために、ロッドと呼ばれる武器を持つ権利がある。陽月くんの死神の鎌かまがソレだ。これはウィザード自身の好みによって好きなデザインのものを持ちこめる。しかし──ウィザードの自己防衛はほとんど無理だ」

　皿次にはピンとこなかった。陽月の鎌はおどろおどろしい雰ふん囲い気きをまとっていたし、陽月自身も皿次に劣おとらない体術を披ひ露ろうした女である。それを口にすると、一郎は静かに首を振ふった。

「さっき安全装甲セーフテイ・アーマーの制せい御ぎよ段階の話をしたね。あれね、ウィザードは一いち律りつで一に設定されているんだ。ウォーリアーは安全装甲セーフテイ・アーマーの判定プログラムによって、経験に応じて制御段階が上がっていくのだけど……ウィザードは制御段階据すえ置おきでまったく成長しない。ウィザードが肉にく弾だん戦せんに持ち込まれたらジ・エンドさ」

　つまりウォーリアーは常にウィザードを守りながら、相手を倒たおさなければならないのだ。五枚の魔術カードとウォーリアーの戦略、能力、あらゆるものを駆く使しして相手を倒す競技。なかなか面白そうなゲームじゃねえか、と皿次は肩かたを震ふるわせた。

「ふふっ。だいぶ気に入ってもらえたようだね。表情を見ただけでわかるよ。でもね、興こう奮ふんするのはまだ早い。戦略などのさらに細かい話は後回しにするけど──このゲームの根本、本質、それを聞けばキミはもっとダブルス・マネーの虜とりこになる」

　彼は両りよう腕うでを広げ、演説をするかのように高らかな声を出した。

「ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネーは中セ流ン平ト民ラ街ル以上で現在流行中の、国民的競技なのだよ。プロステージの競技場には毎日大勢の観客が訪れ、テレビでも放送されている。名試合を編集した動画が有料ダウンロードできるしパッケージ販はん売ばいもされる。おまけに多くの企き業ぎようがこの試合に広告を出しているんだ……今や日本でもっとも金の動く一大事業と言っても過言ではない」

　金。その部分で皿めい次じの耳が動いた。

「当然、魔ま術じゆつカードを製造している会社もあれば販はん売ばいしている会社もある。選手達はより強くなるために金を積んで、強力な魔術やスキルを購こう入にゆうするのさ」

「そこまでするのかよ……いや、違ちがうな、そうじゃない。そこまでしてでも勝ちたい理由が、このゲームにはあるってことだわな」

「ご明察。プロステージの試合で勝てば、そのペアには多額のバトルマネーが支し払はらわれる。おまけにスポンサーがついている選手ともなれば、一年間の稼かせぎは莫ばく大だいだ。一千万、一億の大台だって夢じゃない。わかるかい？　この数字の意味が」

　皿次は息を吞のんだ。一年間に一億円以上を稼ぐことが可能。それはつまり。

「──天空高等民街ユートピアに行ける」

「そうさ！　勝ち続ければ上への扉とびらが開かれるのだよ！　キミがさっき言ったみたいに、中セ流ン平ト民ラ街ルで暮らしている限り、よほどのイレギュラーが生じない限りは搾さく取しゆされ続けるだけで上へ行くことなど不可能だ。この競技で勝ち続けること、それが唯ゆい一いつ、上へ昇のぼる方法なのだよ」

　選手達は皆みな、天空高等民街ユートピアを夢見て、この競技で戦っているということか。隣となりに立つ陽はる月つきへと目を向ける。彼女もまた上を見上げて戦ってきたのだろうか。どこか痛々しく歪ゆがめた横顔からはその考えは読み取れなかった。

「だが勝者がいればその陰かげでは常に敗者が土を舐なめている。己の夢を叶かなえるために他者を蹴け落おとし、その夢を奪うばい尽つくす──これが本質だ。強い者がどこまでも高みへ昇り、弱い者を地じ獄ごくへと突つき落おとす。ダブルス・マネーは人生の縮図さ」

　実力で這はい上あがる。安あん穏のんとした弱者を地獄へ叩たたき落おとす。それを踏ふみ台だいにして、自らは莫ばく大だいな富を得るのだ。奪わなければ奪われるだけ。だから奪い尽くす。自ら奪う側へと回る。それはまさに皿次の人生観そのものだ。

「どうだい？　この太陽と月のウィザードである陽月くんとペアを組み、ウォーリアーとして活かつ躍やくしてみないかい？」

　一いち郎ろうが陽月を示しながら言った。

　捕つかまったことがちゃらになり、実力で金から何までつかみ取ることもできる。皿次にとってこれ以上にない条件だ。

「わかったぜ。やる。やってやろうじぇねえか。中セ流ン平ト民ラ街ルのクソ共のくだらねえ夢を俺おれがこの手で奪い尽くしてやる！」

　皿次の乱暴な返答に、一郎は胡う散さん臭くさい笑みを浮うかべてこう言った。

「ありがとう。それでは──契けい約やく成立だ」




　　　　４




　翌朝。全身を覆おおう気だるさに耐たえながら皿めい次じはゆっくりとベッドから起き上がった。

　窓から朝日が差し込み、室内に格こう子し状じようの影かげを投げかけている。一晩経ったというのに、まだ肌はだに半液体金属の安全装甲セーフテイ・アーマーを身に着けているかのような感かん触しよくが残っている。疲ひ労ろう感かんもひとしおだ。

　昨日は説明を受けた後、皿次の適性を見るために実際に安全装甲セーフテイ・アーマーを装着させられた。ぬめりとした半液体金属の肌はだ触ざわりは忘れたくても忘れられない。安全装甲セーフテイ・アーマーには人が無意識に抑よく制せいしている人体の可能性を引き出す機能がある。それはつまり安全装甲セーフテイ・アーマーを着て活動すると、体に通常よりも大きい負ふ荷かがかかるということだ。初めて安全装甲セーフテイ・アーマーを着けた皿次は一気に疲労していた。

　安全装甲セーフテイ・アーマーが皿次の適性を読み取った結果が夕方までに届く、と一郎が言っていた。ウォーリアーにもウィザードと同様に、人によって能力の差異があるらしく、それについての説明は適性検査の結果を踏ふまえながらするらしい。

「やっと起きた」

　間近で女の声がした。顔を動かすと、隣となりのベッドに無表情な陽はる月つきの顔があった。ぼやけた頭で思い出す。

『キミたちは今日からパートナーだ。早く《共鳴》するためにも毎日同じ部屋で寝起きを共にしてもらうからね』

　外げ道どう眼鏡の殴なぐりたくなるにやけ面が思い出され、皿次は歯ぎしりした。何をとち狂くるったのかあの野郎、いつの間にか陽月の部屋に新しいベッドを運び込んでおり、すっかり同居の準備を整えていやがった。皿次は震ふるえる拳こぶしをどうにか鎮しずめた。どうやらウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネーには《共鳴》というものがあるらしく、これはウィザードとウォーリアーの息がぴったり合ったときに発動するらしい。隠かくされた能力が発現したり、制せい御ぎよ段階が極きよく端たんに上じよう昇しようしたり、何かと有利になるのだという。アマチュアの選手には共鳴に至いたっているペアは少ないものの、プロステージで戦っているペアは呼吸するように共鳴を操れるペアばかり。共鳴に至らずしてプロでの活かつ躍やくは不可能と言われているらしい。

　そう言われてしまうと、皿次としては従わざるを得なかった。金を稼かせぐにはプロステージでの活躍が不可欠だからだ。

「ご飯できてる。早く着替えて」

　それだけ言うと、陽月はそそくさと寝しん室しつを出て行った。

　制服に着替え終えた皿次がリビング──屋や敷しきのではなく、屋敷の中のたかが一室に過ぎない陽月の部屋のリビングだ。それでも地下時代の皿次の住処よりも広いのだが──へ向かう。食卓に並んだ見事な食事を目の当たりにして、皿めい次じは絶句した。白いご飯にコンソメスープ、レタスを敷しいた皿にふんだんに盛り付けられたポテトサラダ。朝食なんてパン一枚食えれば上等だった皿次からすればご馳ち走そう以外の何物でもない。

「全部インスタントだけど」

「んだと？　中セ流ン平ト民ラ街ルのインスタントってのはここまで進化してるのかよ。こんなの手作りと大差ないじゃねえか」

「そう？　……下のインスタントってどんなものなの」

「もっとこうパサパサしてて、なんて言うか、インスタントって感じのものだ」

「全然わからない。わたしにとってはこれが『インスタントって感じのもの』だから。なるほど、暮らしてきた環境が違ちがうと価値観はずいぶん変わってくるのね」

　陽はる月つきは表情を変えないまま納得したようにうなずいた。それから二人は対面して朝食を食べ始めた。陽月が無言を貫つらぬくため、自然と茶ちや碗わんと箸はしのぶつかる音だけが響ひびくことに。皿次が口を開いたのは、沈ちん黙もくに耐たえかねたのもあるし、聞きたかったこともあるからだ。

　それは陽月と一いち郎ろうとの関係。冬ふゆ瀬せという名字を持つ彼女は、一郎のことをスポンサーさんと呼んでいる。皿次がこれから置かれる境きよう遇ぐうにも関わってくるかもしれないのだ。

「あの外げ道どう眼鏡とお前ってどんな関係なんだ。親子か？　兄弟か？　結婚してるって雰ふん囲い気きでもなかったよな」

　しかし彼女は答えなかった。黙もく々もくと箸を動かし続けるだけだ。いくら待っても返ってこない返事に、ようやく無視されたのだと気がついた。彼はわざとらしく音を立てて舌打ちした。

「ルナはいつもそうだな。自分のことは何一つ話そうとしねえ」

　ぴたりと箸の音がやんだ。陽月が怪け訝げんな顔で皿次を見つめている。

「……わたしの名前は陽月。変な名前で呼ばないで」

　陽月はむすっと口を曲げた。ようやく無視をやめて、表情も動かしたのだ。皿次は意地の悪い笑みを貼はりつける。

「俺おれとお前はダブルス・マネーだけの関係だろうが。だったら二つ名で呼んだっていいだろ」

　昨日の意い趣しゆ返がえしのつもりだった。陽月にもそれが昨日自らが発した言葉の山びことわかっているのだろう、唇くちびるを引き結ぶだけで反論することができない。しばらく陽月の反応を楽しんでにやにやしていた皿次だが、ふいにその表情を引ひき締しめる。べつにルナという呼び名は、ただ彼女を困らせるためだけのものではなかった。

「俺は冬ふゆ瀬せ陽月って女が大だい嫌きらいだ。愛想悪いしすましてて、クソつまらねえ正論だけ語るいけ好かない女だと思ってる──だけどよ、狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デス、あのフィールドで魔ま術じゆつを使って相手を圧あつ倒とうしていたお前は、嫌いじゃない。あれは自分の欲望に素直な人間の顔だ。相手の夢や可能性を奪うばい尽つくし、自らの夢をつかみ取る。どうして試合のお前と今こうしてメシを食ってるお前が、こんなにも違うのか、それはわからない。ただ俺には狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デスのほうがよっぽど好感が持てる」

　だからクソ気に食わない冬ふゆ瀬せ陽はる月つきの名前なんて呼ばない。まだマシな、ルナという名で呼ぶ。

　皿めい次じは一息にそう言い放った。彼の言葉を黙だまって聞いていた陽月は、一いつ瞬しゆんだけ、とてもつらそうな顔をした。胸に当てた彼女の手が、きつく制服を握にぎりしめている。

「勝手にして」

　ぶっきらぼうにそう言った陽月は、どこか傷ついているように見えた。彼女は覇は気きのない様子で黙もく々もくと食事を続けていたが、ふいにぽつりとつぶやいた。

「どうして泥どろ棒ぼうなんてしたの」

「金を奪うばう以外に理由なんてあるのかよ」

「どうして奪うの？　──あなたは奪われるのが怖こわくないの？」

　三日月のピアスが揺ゆれた。彼女の、二に律りつ背はい反はんの陰かげの部分。

「奪われるのは御ご免めんだね。地下貧民街アンダースラムで嫌いやと言うほど経験した」

「ならどうして奪おうなんて思えるの？　奪われるつらさや怖さを知っているのに」

「なんだァ？　ルナの言葉とも思えねえ。奪われたくないから、奪う側に回るんだろうが。奪う側に立てない奴やつが無様に奪われる。それがこの世の仕組みってもんだ」

　それは皿次が見出した真理である。地下貧民街アンダースラムの人間は総じて貧しいが、その中にも中セ流ン平ト民ラ街ルの者よりもずっと裕ゆう福ふくな人間がいる。違い法ほうな手段で金をかき集め、違法ゆえに行政の計算する年収は二百万円を超えないものの、巨万の富を築いている影かげの富ふ豪ごうが存在するのだ。この類の輩やからが賢かしこいのは絶対に上を目指さないということだ。上に行けば、必ず中セ流ン平ト民ラ街ルや天空高等民街ユートピアの実力者が保身のために潰つぶしにくる。それを理解しているから地下世界を支配する立場を崩くずさない。太陽を目指して火傷やけどしたりはしない。

　ところがそんな影の富豪とは正反対の輩もいる。地下貧民街アンダースラムにおける、もう一種類の、奪う側の人間。見た目上は合法的に他者から奪い、中セ流ン平ト民ラ街ルを目指す輩だ。

　皿次の両親は、そういう類の輩に奪われて死んだ。暴力ではなく詐さ術じゆつによる略りやく奪だつだったが、そんなものは方法が違ちがうだけで本質は同じだ。他者から奪い、地じ獄ごくへ叩たたき落おとす。両親を直接口車に乗せた男はいま頃ごろ中セ流ン平ト民ラ街ルで名前と姿を変えてのんびりと過ごしているのだろう。許せない。家族の中でただ一人生き永らえ、貧民街のコミュニティの長おさに拾われて育ててもらいながらも、常に心の中で暗い炎ほのおを燃やしていた。

　だが陽月は首を縦たてに振ふらない。皿次の真実に異を唱える。

「──違う。奪うから奪われる。わたしはもう奪われたくない……だから、できることなら、もう何も奪いたくない」

　皿次は目の前の女と画面の中のルナとが同一人物だとは信じ難かった。一体彼女にどんな心の変化があったのだろうか。

　陽月にしては珍めずらしく饒じよう舌ぜつだったのだが、それ以降はもうしゃべらなかった。皿次から話しかけても元の通り、無視を決め込むだけだった。




　朝食を食べ終わり、陽はる月つきと一いつ緒しよに学校へ行く。珍めずらしかった中セ流ン平ト民ラ街ルの風景には早くも慣れ始めていた。飽あきたと言ってもいい。陽月との会話のない通学時間を紛まぎらわすために、何度も周囲の風景へ目をやっていたからだ。

　教室では相も変わらずクラスメイト達が興味深そうな視線を皿めい次じと陽月に向けてきた。復帰戦はいつなのか、とか、期待のこもった視線もあれば、どうして地下貧民街アンダースラムの奴やつなんかとペアを組むんだといったやっかみ混じりの視線もあった。後者は男子が多い気がする。たしかに陽月は甚はなはだ不服ではあるが、性格を差し引けば顔立ちは整っているように見えなくもない。つんとすました美人は、そこそこ男子受けが良さそうである。

　ともあれ、そんな好奇の視線にさらされながら訪れた最初の休み時間。皿次はもぞもぞと立ち上がり、陽月へトイレに行くと声をかけた。陽月は少しだけ顔を上げて「授業開始までに戻もどってこなかったらマグネットリードを爆ばく発はつさせるから」と淡たん々たんとした声で忠ちゆう告こくしてきた。

　トイレひとつでこれとはまったく融ゆう通ずうが利きかない奴だ。

　ぶつぶつ口の中で文句を垂れながら用を足す。手を洗って廊ろう下かに出たところで、皿次ははたと立ち止まった。目の前にクラスメイトが立っていたからだ。短い金きん髪ぱつと透すき通とおる碧へき眼がんを持つ美少年然とした男子生徒。陽月の友人らしい、御陵みささぎ佳か多た理りだった。彼はどこか思おもい詰つめたような険しい表情で皿次を見つめていた。用事があって後をつけてきたのは間ま違ちがいなさそうだった。

「んだよ？」

　問いかけると、佳多理は小さな声で言った。

「……ジェイなのかい？」

「！」

　皿次は息を吞のんだ。それは地下でジェイファという名前で暮らしていた頃ころの渾あだ名なだった。

「やっぱりお前、レビンだったのか」

「あ、あまり大きな声を出さないでよ」

　彼は焦あせった様子で皿次を咎とがめた。その口調といい物もの腰ごしといい、見れば見るほど幼なじみで親友だったレビンの姿と重なっていく。不思議な郷きよう愁しゆう感かんを覚えた。仕方ないだろう。独り中セ流ン平ト民ラ街ルに上がってきた皿次が、初めて出会った知ち己きなのだから。

「ははっ、やっぱりレビンか。懐なつかしいなぁオイ。元気にしてたか？　どうしたんだよその髪かみと目。前と全然違ちがうじゃねえか」

　佳多理の小さな肩かたを何度も叩たたく。両親の事業が成功して中セ流ン平ト民ラ街ルへ上がったレビン。中セ流ン平ト民ラ街ルの人間全般を嫌きらっている皿次だが、そんな彼でも親友で幼なじみの少年だけは憎にくむ気にはなれなかった。

「あはは……実はこの髪ね、かつらなんだ。目にも青のカラーコンタクトを入れてるんだよ。銀ぎん髪ぱつと赤目だと暮らしていけないからって、父さんが上に来るときに用意してくれたんだ」

　佳か多た理りは髪かみ先さきを指でいじりながら言った。本物と見み間ま違ちがうほどの見事なかつらだった。

「そういやルナもそんなこと言ってたな。俺おれには全然わかんねぇ。堂どう々どうとしてりゃいいのに」

　銀髪も赤目も生まれ持ってのものだ。自分を偽いつわってまで中セ流ン平ト民ラ街ルで生きていきたくはない。佳多理には佳多理の事情があるのかもしれないが、少しばかり落らく胆たんした。

　顔をしかめた皿めい次じに、佳多理は昔の癖くせが滲にじむ苦笑いを浮うかべてみせた。懐なつかしむような声音で静かにつぶやく。

「僕にはキミの真ま似ねはできないよ。ジェイは昔から強かったよね。強くてまっすぐで、僕はずっと憧あこがれてた」

「……チッ、うぜえこと言ってんじゃねえよ」

　皿次は顔を背そむけた。首筋のあたりが熱くなり、むずむずして掻かきむしりたくなる。率直に言うと照れる。本来一番彼を褒ほめたり認めたりしてくれるはずの両親をとうの昔に亡くしており、褒められることに慣れていないのである。

「そんなところも変わってないね。でも僕はこのとおり姿を変えなくちゃ生きていけないんだ。弱いからね。クラスの皆みんなから差別感情を向けられるなんて耐たえられないよ……だからお願い。僕のことは黙だまっていてほしいんだ」

　二つ目の落胆だった。佳多理が人ひと気けのないトイレ前の廊ろう下かで皿次を待まち伏ぶせていたのは、旧友との再会を喜ぶためだけではなかったのだ。佳多理の正体に気づいたかもしれない皿次に口止めするために近づいたのである。

　皿次の落胆の表情を悟さとったのか、佳多理はあわてて付け加えた。

「もちろん仲良くはさせてもらうよっ。僕もハルちゃんとは仲が良いから、そのおかげで仲良くなったことにしようよ。それなら自然だし。ただ、僕のことはもうレビンと呼ばないでほしいんだ。御陵みささぎ佳多理として接してほしい」

「チッ……くだらねえごまかしは大だい嫌きらいだが、お前の頼たのみとあっちゃ仕方ないな。わーったよ。黙ってりゃいいんだろ、佳多理」

　佳多理、を強調して言うと、彼はホッと胸を撫なで下おろした。よほど正体を明かされるのが嫌いやだったのだろう。

　すっかり緊きん張ちようが解けたらしく、佳多理の顔ににこやかな笑顔が戻もどった。昨日陽はる月つきと話していたときのような人ひと懐なつこい少年の顔になる。

「だけど本当にびっくりしたよ。ジェイが中セ流ン平ト民ラ街ルに来ていたのだって驚きなのに、その上、ハルちゃんのパートナーとして現れるんだもん。もう何がなんだか」

　両りよう頬ほおが興こう奮ふんに赤々と染まる。皿次はふと思いついて疑問を差さし挟はさんだ。

「お前はダブルス・マネーについて詳くわしいのか？」

「詳しいってほどじゃないけど、大ファンなんだよ。っていうかこの街じゃダブルス・マネーのファンじゃない人なんてほとんどいないんじゃないかな」

「やっぱり有名なんだな。あの外げ道どう眼鏡も一大事業とか言ってたし」

「うん。その中でもハルちゃんは特に凄すごいんだよ──っていうかそれは僕よりもジェイのほうがずっと詳くわしいかな？　何せパートナーなんだし」

　陽はる月つきの名前が出て、皿めい次じのこめかみがぴくりと動いた。吐はき捨すてるように言い返す。

「いいやあいつのことなんざ何も知らない。あいつは何も語りやがらねえんだ。ルナの試合は少しだけ見たけど、具体的にどんな活かつ躍やくをしてたかまではまったくわからん」

　皿次は頬ほおを掻かきながら愚ぐ痴ちる。すると佳か多た理りは一気に目を輝かがやかせた。皿次の肩かたに手をのせて子供のように跳とびはねる。

「物凄いよ。ハルちゃんはプロステージの中でもトップクラスのスター選手だったんだから」

　彼はわざとらしいくらいに嬉き々きとして陽月の戦績を語った。半年前まで陽月は強きよう豪ごうペアとして有名だったらしい。数年前にデビューし、そこそこの勝率と抜ばつ群ぐんの容姿、そして特異性（これについては佳多理の話を聞いても知識のない皿次にはいまいちよくわからなかった）が大勢のファンを惹ひきつけてやまなかった。

　とりわけ一月から始まった今シーズンは絶好調。一年間で四十勝を飾かざればほぼ天空高等民街ユートピア行きが確実と言われている中で、彼女のペアは常勝無敗の十九連勝という怒ど濤とうの快かい進しん撃げきを見せていたという。歴代のペアに二十連勝した者はおらず、天空高等民街ユートピアへの特急券も得たようなものと囁ささやかれていた。

「もっとも、二十戦目で負けちゃったんだけどね。いまではアマチュア落ちしちゃってるからせっかくの勝利数も水の泡あわだし……でも前ぜん人じん未み到とうの連勝記録と、ただ一人、太陽と月の二属性を持つウィザードっていうのがウケて、当時は物凄い人気だったんだ。いまでも復活を待ち望んでるファンがいるくらいでさ。同じクラスの子だなんて鼻が高いよ」

　自分のことでもないのに彼は誇ほこらしげに胸を張はった。

　皿次は陽月の試合風景を思おもい浮うかべ、納得した。あの狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デスならば獅し子し奮ふん迅じんの大活躍もうなずける。しかし同時に、どうしても解げせないことがあった。

　現在の陽月に狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デスの面おも影かげが見えないこと。そして、佳多理の口から明かされた事実……二十戦目で敗北し、現在はプロからアマチュアへ転落していること。一いち郎ろうから聞いた話によればプロステージからアマチュアに落ちる条件は、年間で三十回の敗北を記録することである。十九連勝もしていたペアがいきなり三十もの負けを重ねたとは考えづらい。

「一体何があったんだ？　どうしてあいつはアマチュアに落ちたんだ？　……それに」

　それに、どうして俺おれを新しいパートナーにする必要があるんだ？

　映像に映っていたつり目の少女──陽月と共に十九連勝を記録した死神の片割れはどこへ行ってしまったのだろうか。

　尋たずねると、佳多理は静かに首を振ふった。

「ハルちゃんは何も話してないんだね……だったら、僕が勝手にしゃべっちゃうわけにはいかないよ。ハルちゃんにはハルちゃんなりの考えがあるんだろうからね」

　はぐらかされてしまった。親友なのにけちくさい奴やつだと思ったが、これ以上は追及しないことにした。佳か多た理りは、地下時代から、おしゃべり好きのくせに大事なことには口が堅かたかった。嘘うそや隠かくし事ごとが苦手な皿めい次じとは対照的に、彼は隠すことにかけては長たけていた。どれだけ追及したところで絶対に口を割らないだろう。

　タイミング良くチャイムも鳴った。廊ろう下かを歩いていた生徒達も教室に引っこんでいく。佳多理もあわただしく歩き始めた。

　そのとき、皿次のポケットの中で何かが振しん動どうした。手を突つっ込こみ、それを引ひき抜ぬく。手でつかめるサイズの携けい帯たい複合端たん末まつである。連絡用および管理用として、一いち郎ろうに手て渡わたされたものだ。大昔は携帯電話と言って、通話機能とメール機能、せいぜいネットワーク接続ができる程度のものだったらしい。が、現在の中セ流ン平ト民ラ街ルで使われている携帯複合端末は、通話やメールに加えて大容量電子データのやりとりや閲えつ覧らん、編集も可能だし、書籍データも読み込める。自分のバンクにアクセスし、電子マネーの管理をすることもできる万能機械だ。

　とはいえ、どうやら今使われたのはごく普ふ通つうのメール機能のようだった。『冬ふゆ瀬せ陽はる月つき』からメールが届いている。何だと思い、彼は指で軽く画面を弾はじいて開いてみた。すると、

『どかん』

　そこには単純な一言が。

　しかしその一言に皿次は首筋がぞわぞわとした。思わず首に巻かれたマグネットリードに触ふれ、教室を出る前に陽月と交わした約束を思い出す。授業開始までに戻もどらなければ爆ばく発はつ。

「ふっざけんなよルナァァァッ」

　彼は大声で毒づきながら廊下を駆かけ出だすのだった。




　　　　５




　学校が終わり、朝来た道を逆に歩いた。数歩前を歩く陽月の艶つやめいた黒くろ髪かみが目に入る。両りよう肩かたの上に下がった太陽と月のピアスが歩みに応じて揺ゆれていた。皿次よりも背せ丈たけは低いものの、背筋がぴんと伸ばされた立ち姿は目を引くものがあった。そんな後ろ姿を見つめながら、皿次は色々なことを考えていた。多くを語らない彼女のことが異様に気になる。もちろんそれは好意とは別の感情だからな、と彼は心の中で誰だれにともなく言い訳した。

　好意と言えば佳多理と一いつ緒しよに教室に戻った皿次を見て、陽月は珍めずらしく表情を変化させていた。驚いている様子だったのだ。彼女にしてみれば、皿次と佳多理の間に関係などないはずなのに、いきなり仲良くなっているものだから、それも仕方がないのかもしれない。佳多理が「ハルちゃんの友達なんだから、これからは僕の友達でもあるからね」と説明し、どうやらそれで納得したようだった。今日は休み時間になるたびに三人で過ごしたのだが、陽はる月つきと佳か多た理りはそこそこ長い付き合いのようで、陽月も佳多理に対しては口数が多かった気がする。微び笑しようではあるものの、笑みさえ浮うかべていた。

　もしかしたら付き合っているのかもな、という考えが皿次の脳内に浮かぶ。

「おいお前、俺おれと一いつ緒しよに登下校なんかしてていいのか」

　皿次は制服姿の背中に声をかけた。

「なんで」

　彼女は立ち止まりもせず、振ふり返かえりもせず、声だけで返事をよこす。

「レビ──いや、佳多理の奴やつと付き合ってるんじゃないのか？　俺といたらあいつに嫉しつ妬とされたりしないのか」

　ぴたりと陽月の動きが止まる。皿次は彼女を追い越してしまい、自分も立ち止まり、彼女を振り返った。陽月がぼんやりと皿次の赤目を見つめている。
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「付き合ってなんてない。彼はただの友達」

　にこりともせずに陽月は首を振って断言した。

「恋愛事に興味なんてないから。今まで誰かと付き合ったことなんてないし、これからもたぶん、ない。それに、そうじゃなくても御陵みささぎくんには相手がいるから」

　そう言うと彼女の顔が曇った。うつむいて黙だまり込こんでしまう。彼女のその態度にどんな意味が込められているのか判断に困った。気になる。好奇心というか知りたい欲求がふつふつと胸の内に湧わいてきた。

　欲しいものは奪うばう。物も金も情報も。たとえ上手くいかなくても、殴なぐり返かえされても、手に入れるために全力で奪おうとしてきた。

　だからなおさら、何も情報を与えてくれない陽はる月つきのことが気になってしまう。彼女の情報を奪いたいと、手が伸びそうになる。

　しかし彼女の暗い表情を見ると、訊きき出だすのは酷こくなように思えた。べつに彼女に気を遣つかっているわけでは断じてない。機き嫌げんを損ねれば後々面めん倒どうそうだしマグネットリードの権利を握にぎられている以上、彼女の意に背いた行動は慎つつしまざるをえないからだ。

　皿めい次じは頬ほおを掻かき、軽く咳せき払ばらいをした。

「べつにそんな顔されてまで聞きたくねーよ。だいたい、てめぇのことなんざこれっぽっちも興味なんてねーからな」

　と、彼は言い捨てた。言葉を発する間、陽月の顔を見られなかった。




　家に戻もどって着替えると、さっそく一いち郎ろうから離はなれの大広間に呼び出された。皿次のスキルや能力を一覧化した資料が業者から届いているから説明してくれるらしい。

　広間の真ん中に木製のテーブルが置かれ、その上に箱状の機械が置かれていた。蓋ふたのようにぱかりと開く部分から光があふれ、空中に映像を浮うかび上あがらせている。

　皿次と陽月が室内に入ると、一郎が両りよう腕うでを広げるおどけた仕草で迎えた。にこやかな笑顔のまま指を鳴らすと、箱の中から微かすかな振しん動どう音おんが聞こえ、映像に変化が生じる。

「制せい御ぎよ段階と……スキル？」

　そこには罫けい線せんで区切られた項こう目もくがいくつか並び、文章が入っていた。『スキル』という項目の横は空くう欄らんになっており、『制御段階』の横は三と記されている。『ジョブタイプ』と書かれた項目には『ストレンジャー型』と記されていた。

「制御段階三スタートで、スキルなし……？」

　陽月が怪け訝げんな顔でつぶやいた。

「制御段階ってのは簡単に言うと強さのことだったよな？　スキルってなんだ？　あとジョブタイプってのは……」

　皿次の疑問に答えたのは一郎だった。

「スキルというのはウォーリアーに与えられる特権的な能力のことだよ。安全装甲セーフテイ・アーマーは身に着けた者の身体能力に影えい響きようすると言っただろう？　それを単純な能力向上だけに留まらず、もっと細かく能力を特化させたものがスキルだ。視力を上げたり、一時的に行動速度だけが上じよう昇しようしたり、腕わん力りよくだけが上昇したり、はたまた魔ま術じゆつカードの対象にならないスキルや、他人からスキルを奪ってしまえるスキルを持っている者もいる」

　一いち郎ろうが含ふくみを持たせた視線を陽はる月つきへ向ける。彼女はその視線から逃にげるように顔を逸そらした。なんなんだ？　と皿めい次じが疑問を投げかける前に一郎は続けた。

「このスキルには大きく分けて二つある。非売スキルと販はん売ばいスキルの二つだ。前者はウォーリアーの初期設定に組み込まれていなければ絶対に手に入らない。後者は選手用のショップで誰だれでも購こう入にゆうし、自分の安全装甲セーフテイ・アーマーにインストールすることができる。だから初期から非売スキルを持っているウォーリアーは強い。他の誰にも真ま似ねできない戦い方ができるのだからね。キミは……残念ながら、ひとつもスキルがないみたいだけど」

　眼鏡の奥おくの瞳ひとみに若干の落らく胆たんの色が見えた。

「しかしまだスキルが絶無と決まったわけじゃない。何せウォーリアーには共鳴スキルが潜せん在ざい的てきに設定されているはずだからね」

「共鳴スキル？」

「ああ。ウィザードと共鳴すると様々な恩おん恵けいが得られると教えただろう？　そのひとつが共鳴スキルの発現だ。共鳴している時だけ一時的にスキルが付加されるのだよ。それはペアの組み合わせによって変わってくる。店で買えるような平ひ凡ぼんなスキルが共鳴スキルになってしまうこともあるし……もしかしたら、誰にも真似できない非売スキルを発現するかもしれない」

　皿次がスキルを身に付けられるとすれば、販買スキルを買うか共鳴スキルを発現させるかのどちらかしかないということだ。

「次にジョブタイプ。これには大きく四つの型がある。剣けん士し型がた、拳けん闘とう士し型がた、スナイパー型、そしてストレンジャー型だ。それぞれ型によって安全装甲セーフテイ・アーマーから割わり振ふられる能力が違ちがうんだ。拳闘士なら腕わん力りよくが上がったり、スナイパーなら視力が上がったりね。剣士型は武器を用いた近接戦せん闘とうが得意で、拳闘士型は逆に武器を用いない近接戦闘が得意分野だ。スナイパー型は武器を用いた遠えん距きよ離り戦せんを得意とするが逆に近接戦闘は苦手だったりする。ちなみにキミの見た試合で言うと、あのサムライは剣士型だね」

「ストレンジャー型ってのは？」

　皿次が一番気になるのはそれだった。何せ自分のジョブタイプなのである。

「文字通り、変態型さ──他の三つのどのタイプにも属さない、個性的な型だよ。これは人によって特とく徴ちようが違っているから一言では説明できない。ただ言えるのは、ストレンジャー型は何かひとつのことに秀ひいでていることが非常に多いということだけだ。速さだけは圧あつ倒とう的てきに速いとか、防ぼう御ぎよ力りよくに特化してるとか……あるいは誰も持っていない特別強力なスキルを有しているとか。さっき説明したスキルだけど、非売スキルを持っているのはほとんどストレンジャー型だと言われているんだ」

「へっ、なかなかいいジョブタイプじゃねえか。俺おれにふさわしいな」

　皿次は鼻にかけた調子で言った。型にはまるのは好きじゃない。他の型にはまらない個性的なジョブタイプ。大いに結構じゃないか。

「で、俺おれはどんな能力に特化してるんだ？」

　と、皿めい次じは問いかけた。

　すると何故か一いち郎ろうは困ったような顔をしながら黙だまり込こんでしまう。何か様子がおかしいと思い、皿次は陽はる月つきにも目をやった。彼女はすました顔のままで、ぽつりとこう言った。

「なにも」

「……は？」

　言われた意味がわからず、皿次は口を開けたまま彼女を見つめてしまった。

「初期の制せい御ぎよ段階は三。これは平均数値。安全装甲セーフテイ・アーマーが伸ばしてくれるステータスにも特に目立った数値はない。何よりも……スキルなし。あえて個性的な点を挙げるとしたら、何ひとつとして良いところがないってことぐらい」

　陽月は淡たん々たんと説明した。

　一郎が箱型機械を操作して映像を消すと、苦笑いを浮うかべて近づいてきた。

「ははっ……こんな結果になるなんて私も予想外だったよ。でも過去にこんな例はないからね。あとは共鳴スキルに賭かけるしかない。もしかしたら、共鳴スキルに物もの凄すごいスキルが設定されているのかもしれない。それも駄だ目めなら……うん、もう駄目かな」

　皿次は愕がく然ぜんとした。良いところがまったくないだって？　ふざけんじゃねえ、きっと俺のことが気に食わない陽月が適当な説明をしているだけだ。そう思ってみるものの、スキルの有意性を説明された後とあっては、スキルの項こう目もくが空くう欄らんである事実は受け止めざるを得ない。

「パートナーを替えましょう。彼では無理です」

　陽月が顔を上げ、一郎に声をかけた。彼も同じことを考えていたのだろう、眼鏡を押おし上あげながら小刻みにうなずいている。しかし困り果てた顔をしながらも何故か、「うんキミ失格」という冷れい徹てつな一言は放たれなかった。

　彼はやや言いづらそうに陽月を見返して、小さく言葉を漏もらした。

「それがね……実はもう、申し込んでしまったのだよ」

「申し込み？　アマチュアリーグは自由参加のはずですが……まさか！」

　陽月の目が見開かれる。彼女がここまで驚きよう愕がくを露あらわにするのを、皿次は初めて見た。

「うん。プロへの挑ちよう戦せん試合をすでに組んでしまっているんだよ。もう対戦相手も決まっているから、今さら辞退はできない。そんなことをすれば不戦敗でダブルス・マネーの参加資格を永久に失ってしまう」

「そんな……」

　陽月は力なく両りよう腕うでをぶら下げた。一郎の言葉がよほどショックだったのだろう。皿次には何が何だかわからなかったのだが。

「スポンサーさん……あなたほど計算高い人がどうして彼の資質を見極める前から、そんな見切り発車を？　らしくありません」

「時間がないからさ。キミにはわかっているだろう陽はる月つきくん。今はもう九月後半なのだよ」

　一いち郎ろうは嘆たん息そくして言った。皿めい次じには意味不明な言葉でも、陽月にはしっかり伝わったらしい。彼女は目を伏ふせると全身を小刻みに震ふるわせた。体の内側に抑おさえ込こんだ感情が暴あばれ出だすことを、必死に耐たえ忍しのんでいるかのようだった。

　そんな彼女へ、一郎が一言、付け加える。

「さらに言うなら相手は、《仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤー》と《仮面の五色魔術師オールラウンダー》のペアだ」

「……ッ！」

　はっと顔を上げた陽月の顔に畏い怖ふとも怒いかりともつかない、歪ゆがんだ表情が浮うかんでいた。狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デスの狂きよう気きの愉ゆ悦えつともまた異なる、敵意の顔。

　その顔が見えたのは一いつ瞬しゆんだった。彼女は顔を伏せると、大広間を飛び出して行ってしまった。

　いきなりの行動に皿次は声をかけることもできず、その場に立たち尽つくした。一郎もため息を吐つくばかりで追いかけようともしない。

「彼女はああ見えてまだ子供だ。だから私の考えを知っていても受け入れられない」

「さっきからわけがわかんねえ。ルナはどうしちまったんだ？」

　陽月の去っていった入口ドアを見ながら、皿次は尋たずねた。普ふ段だんから何を考えているかわからない陽月だが、いまの一連の感情の変化と行動は特に理解できなかった。

　一郎は肩かたを落としつつ、口を開いた。

「アマチュアステージからプロステージへ上がる方法は二つ。アマチュアステージでこつこつと勝ち星を重ね続けるか、プロで活かつ躍やくするペアに挑ちよう戦せんを申し込んで勝利するか。後者は一回勝てばすぐにプロに上がれるが、その分、負ければ永久に選手資格を剥はく奪だつされるというリスクもある。普ふ通つうならそうそう挑戦するものではないんだけどね」

「どうしてあんたは申し込んだんだ？　俺おれやルナにも何の話も通してないだろ」

「時間がないからさ。今はもう九月後半だ。このプロへの挑戦は、プロの試合スケジュールに被かぶらないように調整しなくてはならない。プロは一ヶ月先の試合までスケジュールがみっちり組んであるから、必然的に挑戦は、試合の一ヶ月以上前に申しん請せいしなければならないのだよ」

「ってことは十月に滑すべり込こむのはこの時期からだと無理として、試合は十一月か……でも、何が急ぎなんだよ。十一月までにプロにならなきゃいけない理由でもあるのか？」

「ある」

　一郎は即答する。

「一年間の決算は最終日、十二月三十一日で締しめるんだ。それまでにキミ達には広告収入とバトルマネーで稼かせいでもらわなければならない。十一月にプロ昇しよう格かくが確定したとして、実際にプロステージの試合日程を組まれるのは十二月からだ。一ヶ月ならせいぜい五戦できるかどうかという程度だが……それでも狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デスの記念すべき復活だからね。かなりの収入が期待できるのだよ。私のクライアントも早くしてくれと急かすのさ」

「収入？　……そうか、そういうことだったのか」

　皿めい次じの眉まゆがつり上がっていく。彼はひとつの結論にたどり着いたのだ。陽はる月つきと一いち郎ろうの関係。そして皿次をダブルス・マネーの選手に仕立て上げようとした目的。

「てめえは俺おれたちを金のなる木の種としか思ってないわけだ。ルナの奴やつとも家族でも何でもない。ただの専属契けい約やくのウィザードってことか」

　無性に腹が立ち、声を荒あらげてしまう。しかし明確な敵意を向けられてもなお、一郎は飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさなかった。

「そのとおりだよ。私にとってはダブルス・マネーの選手への出資は金かね儲もうけの手段に過ぎない。選手に出資し、選手そのものに広告価値を付加することで多額の収入を得てきた。もともとは新しいネットワーク関連事業やコンサルティングを軸じくとした、老害の手が伸びきっていない事業で天空高等民街ユートピアになり上がったのだけどね。やはり法人のＣＥＯとして受け取れる報ほう酬しゆうには限界があった」

　企き業ぎようは大きくなればなるほど資金を集めるのも容易になり、大きな利益を生みやすい。しかしもはや法人はただ一人の持ち物ではなくなり、たとえ創始者であっても思うがままに利益をむさぼるのは難しい。親族で経営権や株かぶを握にぎりこんでいるような古い名門ならばいざ知らず、若くして成り上がった一郎には「すべてを思うままにする」ほどの地じ盤ばんは固められなかった。

　そこまで一息に説明し、そしてようやく本筋に戻もどる。

「そこで会社とは別に個人でも稼かせぐことにした──それがダブルス・マネーに広告価値を見出す企業と、広告効果の期待できる選手をマッチングさせるビジネスだ。会社の事業活動とは別の、私個人の金脈。この活動で得た利益はほとんどすべてが私の収入となり……一気に四季の名字を使う権利を買える立場に登りつめた」

　四季の権利の売買はステータスという見えない価値の取引だ。手に入れるだけでも社会的な信用度はうなぎのぼりであり、成立しない取引などなくなる。その上四季の富ふ豪ごう同士の会合にも参加でき、最上位の情報交換の機会を得られるのである。

　もちろん、たとえ権利を持っていたとしても他の三家に認められなければ、コネクションを維い持じすることができず資格だけが形けい骸がい化かしていく。現に前の『冬』は没ぼつ落らくしてからは四季の情報を得られず、半ば排はい斥せきされていた。そのため三家は一郎の『冬入り』を妨ぼう害がいしなかった。

　四季の富豪たるもの、資産は兆ちように至いたり、年間の個人収入も最低でも三百億。これに至らなければ他の四季からは見向きもされない──と、身み振ぶり手て振ぶり、一郎が演説のように語った。

　一郎はふいに眼鏡の位置を直し、皿次を睥へい睨げいした。

「私はこの四季の立場を維い持じしたい。そのためにはキミたちにはどうしても今年中にプロになってもらわなければならない」

「……もし負けたらどうするんだ？　ルナも俺も選手資格を剥はく奪だつされるんだろ。そしたらてめえの事業も失敗じゃねえか」

　皿めい次じの当然の意見に、しかし一いち郎ろうは口元に自信に満ちあふれた笑みを浮うかべた。それは陽はる月つきや皿次に対する信しん頼らい、という意味での自信ではないだろう。彼は眉まゆを歪ゆがめて、皿次を見下した。

「十一月に開かい催さいが予定される、陽月くんのプロへの挑ちよう戦せん試合。私の計算では大おお雑ざつ把ぱに億単位の広告価値が発生する。私にとっては他家に胸を張れる三百億に到とう達たつするにはそれで十分なんだ。十九連勝の間に稼かせがせてもらっているしね。プロに上がってからの数試合は、あればいいな、程度の希望でしかないのだよ」

「つまり……何が言いたい？」

「仮に失敗したら別の選手のスポンサーになればいい、ということだね。数年間、稼ぎ頭だった彼女にお情けでチャンスを与えているに過ぎないのさ。一回でもプロとの試合を執とり行おこなえば彼女には借りを返してもらえる。勝っても負けても私に損はないんだ」

　それで無茶な試合の申しん請せいを強引に決定したのか。皿次は、外げ道どう眼鏡らしからぬ浅せん慮りよな行動の理由を、いまようやく完全に理解することができた。

　皿次は、陽月のことを思った。彼女についての疑問の一部が氷解したいまでも、わからないことはたくさんある。陽月がいないいま、一郎に問とい質ただす絶好の機会のように思えた。

「ルナについて訊ききたいことがある」

「いいだろう。どうせ彼女は何も語っていないのだろう？　パートナーを知るのは大事だ」

　一郎は二つ返事で了りよう承しようした。

「あいつとてめえはどんな関係なんだ？　どうして冬ふゆ瀬せと名乗ってる？」

「彼女は養子なのさ。両親が消えてしまった、身寄りのない可か哀わい想そうな女の子だった」

「孤こ児じだったのか？」

「まあ嘘うそなんだけどね」

　皿次はその場で思わずがくっと膝ひざを折ってしまった。真ま面じ目めな話をしてるのに冗じよう談だんだとふざけんなこの野郎、と心の中で罵ののしる。一いつ瞬しゆんでも自分と似た境きよう遇ぐうだなどと考えてしまったのが恥はずかしかった。

　とはいえ、一郎の顔は真しん剣けんそのもので冗談の雰ふん囲い気きには見えなかった。

「そういう設定にしてくれと彼女の両親に頼たのまれたんだよ」

「……意味がわからねえ。どういうことだ」

「私は当時、ダブルス・マネーの選手を英才教育することを思いついてね。自分に子供がいなかったから、他人から子供を募つのったんだよ。協力してくれた人には天空高等民街ユートピアに上がれるほどの多額のマネーと、私の会社の中でも、上で暮らせるだけの収入を得られる部ぶ署しよへの入社を約束してね。そこに飛びついてきたのが陽月くんの両親というわけだ」

　皿次は愕がく然ぜんとした。つまり陽月は両親に売られたのだ。皿次と事情が違ちがうとはいえ、他人の悪意によって孤こ独どくになったのは同じだった。

「陽月くんは一度も私を名前で呼んだことがない。いつまで経ってもスポンサーさんのままさ。彼女はね、上へ行きがたがっているんだ。両親は隠かくしていたみたいだが、陽はる月つきくんはとっくに真実を悟さとっていた。彼女はダブルス・マネーで勝ち続け、天空高等民街ユートピアにいるはずの両親に会いたがっているんだ……それが愛情なのか憎にくしみなのかは知らないけどね」

　初めて聞かされた陽月の身の上に、皿めい次じは心の中に熱くくすぶる感情が渦うず巻まいているのを感じた。

「上には……いつでも行けるんじゃねえのか？　あいつは『冬ふゆ瀬せ』なんだろ。居住区域を決定づける収入は世帯年収で計算されてるはずだぜ」

「ああそれは無理だ。彼女は養子にしたし名字も与えたが、世帯は分けてあるんでね」

　初耳だった。

「なんでわざわざ？」

「私は選手に投資するだけさ。家族を募つのったわけじゃあない」

「……チッ。とことん胸むな糞くそわりぃ」

「いいじゃないか。陽月くんだってそのおかげで自立し上を目指して走り続けることができたのだから──順調だったよ。彼女も今年こそ夢を叶かなえられると信じていただろうね。ところが運命の試合に当たってしまった。キミはもう知っているかな？　たった一度の敗北のことを」

　皿次は静かにうなずいた。佳か多た理りから聞いた、陽月の今シーズンただ一度の敗戦。

「いまはアマチュア落ちしていると聞いたぜ。たった一回負けただけで、どうしてアマチュア落ちになったんだ？　たしか三十敗がラインだったはずだよな」

「そうなんだけどね。実はその一度の敗北で、陽月くんの元パートナーの女の子が入院に追い込まれてしまったんだよ。半身不ふ随ずいになってしまったんだ」

「半身不随だって？　安全装甲セーフテイ・アーマーは選手を守るんじゃなかったのかよ」

「致ち命めい傷しようから守るだけさ。本当に、ぎりぎりの致命傷からね」

　一郎の言葉に、皿次は背中が汗あせばむのを感じた。

　つまり、死にはしないが受けるダメージ量によってはその一歩手前までは行くということだ。

「アマチュア落ちの条件は三十回の敗北の他にもうひとつある……主しゆ催さい者しや側がわがそのペアの年内復帰が困難だと判断した場合さ。危険な競技だからね。もちろんこのような事態も想定されているというわけだ」

　陽月がアマチュアに落ちた背景にはそんな事情があったのか。

　そうして陽月の元パートナーは戦線を離り脱だつし、いまもまだ病院にいるのだという。

　皿次には思い当たる節があった。

「そいつ、もしかして木き崎さきって名前じゃないか？」

「ほう、陽月くんが言っていたのかい？」

　隠すつもりはないのだろう。一郎はあっさりとそう言った。

　皿次は首を振ふる。厳げん重じゆうな金庫のセキュリティのごとく堅かたく閉ざした陽月が、語るわけがない。木き崎さきは教室でもともと陽はる月つきの隣となりに座っていたらしい生徒の名前だ。今の話を聞けば、陽月の内心がちょっとはわかる。机を撤てつ去きよさせずにいたのも、皿めい次じが座ることを嫌いやがって担任にたてついたのも、すべては元パートナーへの想いからくる行動だったのだ。

「木崎美み紀き。陽月くんのパートナーに相応しい、素晴らしい才能のウォーリアーだったよ」

　一いち郎ろうは「少女」ではなく「ウォーリアー」と表現した。彼にとってはやはり陽月も木崎美紀も商売道具のひとつに過ぎないのだろう。

「しかし木崎くんもいまとなってはただの役立たず。陽月くんの足を引っ張る存在でしかない」

　残ざん酷こくな言葉だった。皿次は何とも言えない気持ちになる。会ったこともない少女への憐あわれみなど生じるはずがないし、陽月に肩かた入いれするほど親しくもない。

　しかし何故か言葉にし難い感情が腹の底にわだかまってしまうのだ。

「何せ木崎くんが入院なんてしてしまったせいで、いま、陽月くんは私に莫ばく大だいな借金を負っているのだからね」

　皿次は次の言葉を失ってしまった。そこへ得意気な調子で一郎がかぶせる。

「彼女は上を目指していると言ったろう？　本当なら彼女が私の養子に入った時点で、ダブルス・マネーにおける収入はすべて私のバンクに入ることになっていたんだ。だけど彼女は、自分の取り分を増やしてほしいと願った。彼女は稼かせぎ頭がしらだったからね、私もやぶさかではなかったよ。ただし報ほう酬しゆうを持もち逃にげされては困るから、特とく殊しゆな契けい約やくを取りつけた」

「……特殊な契約」

「期間契約だよ。一定期間はプロステージで活かつ躍やくしなければならない……もし契約に違い反はんして逃げ出したら、彼女には多額の違い約やく金きんが発生することになっていた。もちろんわざと負けを重ねてアマチュアに落ち、その後に雲くも隠がくれすることも同時に防ぐつもりの契約だったんだが……まさかこんな形になるとはね」

「それくらい融ゆう通ずう利きかせねーのかよ。事故みてーなもんだろうが」

「融通を利かせたら契約の意味がないだろう。ではもしも陽月くんが逃げたい一心で相方にわざと怪け我がを負わせた場合はどうなる？　それはありえないと性善説を掲かかげて情じよう状じよう酌しやく量りようかい？」

「……そんな馬鹿な話はねえよ。ねえけど……」

「そういうことだ。一度契約として交わしてしまった以上、それは絶対なんだよ」

　つまり陽月はいま、富も名めい誉よも何もかもを失っているということだ。そして、一郎の無む謀ぼうな試合申しん請せいをも、彼女は甘あまんじて受け入れなければならない。圧あつ倒とう的てきな借りがあるから。陽月はまさに太い鎖くさりでがんじがらめにされているのと同じなのである。

　ざまあ見ろ、という気持ちもある。

　両親に捨てられて、ダブルス・マネーで戦わざるを得なくなり、そのダブルス・マネーでさえ敗北を喫きつし、多額の借金を背負うこととなった陽はる月つき。中セ流ン平ト民ラ街ルで暮らす人間の、逃げ切れない絶望。ぬくぬくと育った人間が地下貧民街アンダースラムに落ちる瞬しゆん間かん。それはまさしく皿めい次じの望んだ、上の人間が崩ほう落らくする瞬間のはずだった。それも、皿次の銀ぎん髪ぱつや赤目に明確な敵意を向け、無視をしたり完全に馬鹿にした態度を取ったりする、気に食わない女の絶望だ。

　この上なく甘あまい果実のはずなのだ。

　──なのにどうしてだ？　どうしてこんなにも釈しやく然ぜんとしない！

　皿次は胸に手を当て、怒いかりに眉まゆをつり上げた。自分の感情の意味不明さに苛いら立だちを覚えていた。中セ流ン平ト民ラ街ルの人間の不幸を願ったのは他ならぬ自分のはずなのに。

「っざけんなクソ野郎」

　気づけば、皿次は口くち汚ぎたない言葉を吐はいていた。

「オイ外げ道どう眼鏡。プロへの挑ちよう戦せん試合だけできればそれでいいだと？　馬鹿にするんじゃねえ。俺おれは勝つ。そしてプロで荒あら稼かせぎしてやる」

「ほう……」

　一いち郎ろうは眼鏡の奥おくの瞳ひとみを怪あやしく光らせた。

「対戦相手はあの《仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤー》のペアだ。それを聞いてもなお、キミは強気でいられるんだね。ああ……キミは彼らのことを知らないのかな？」

　皿次は眉まゆを寄せるだけだった。知るわけがないのだから。一郎は嘆たん息そくすると、重々しく口を開いた。

　その先の言葉は、ある意味、予想できていたことではあった。あの陽月が顔色を変えるほどの相手なのだから、きっとそうなのだろうと皿次は思っていたのだ。

「仮面のペアはね──半年前に陽月くんたちを打ち破り、木き崎さきくんを病院送りにした張本人。常勝無敗の死神をねじ伏ふせた、唯ゆい一いつのペアなんだよ」




　皿次は十分以上、もやもやした気持ちを抱えながら屋や敷しきの中を歩き回っていた。

　赤い絨じゆう毯たんの上を、乱暴に歩く。無数に並ぶ豪ごう華かなドアには見向きもしない。それなりに高値の物が放置されているかもと期待したり、くすねてもバレやしないだろうと邪よこしまな気持ちを抱いだいたりも一切しない。彼の頭と心はただひとつの言葉にならない何かで満ちていた。

　冬ふゆ瀬せ陽月。気に食わない女だ。不幸にでも何でもなってしまえと思う。しかし皿次と同じく両親を失い、己の力で全てを奪うばい尽つくすことで上へ上がろうとしてきたのもまた、彼女なのだ。映像越しとはいえ、狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デスとしての顔を見たからこそ言える。陽月と皿次はきっと性格の深い部分は似ているのだと。

　べつにあいつが不ふ憫びんだとか思っているわけではない。断じて違ちがう！

　彼は自分に言い聞かせながら、陽月にかけるべき言葉を模も索さくして、無む駄だに屋敷内をうろついていた。

　やがてその言葉に思い当たると、彼はまっすぐに陽はる月つきの部屋でもあり自室でもある部屋へと向かった。逃にげるように離はなれを飛び出した彼女は、きっと部屋に戻もどっているはずだ。

　ひとつの扉とびらの前で立ち止まる。茶色のドア。金色のノブ。彼がこの屋や敷しきに忍しのび込こんで最初に開いたドアだった。皿めい次じがゆっくりとドアを開けると、そこに立っていたのは無防備な背中をさらした陽月で。




「……ん？」




　その声は皿次の口から発せられた言葉ではなくて。思えばあのときから陽月は気に食わない女だった。そんな最低の女は、様々な事情を抱かかえて、皿次の知らない、けれど皿次と似たような志でがむしゃらに戦ってきた過去があったのだ。

　風ふ呂ろ上あがりだろうか、陽月は黒くろ髪かみをバスタオルで拭ふきながら、水気の残る滑なめらかな背中をさらして立っている。細く流りゆう麗れいな背中から臀でん部ぶにかけてのラインには無む駄だがなく、洗練された戦う者の強さを感じさせた。

　一いち郎ろうの話を聞いて飛び出した後、彼女はシャワーを浴びていたようだ。気分転てん換かんのつもりだったのかもしれない。

　首だけを傾かたむけて背後の皿次を見つめる陽月に、彼は不敵な笑みを浮うかべてみせる。

「おいルナ。俺おれは決めたぞ」

　邸てい内ないをさんざん歩き回って探していた言葉──言い訳を、皿次は口にした。

「決めた。俺はダブルス・マネーに全てを賭かけている連中の夢を奪うばい尽つくし、全てを手に入れる。そのために絶対にプロステージに上がるつもりだ」

　陽月がぽかんと見つめていた。突とつ然ぜん何を言い出すのだ、とでも訊ききたいのだろうか。しかし皿次は用意した言葉を発するのに精せい一いつ杯ぱいで、頭が回っていなかった。もちろん言葉に嘘うそはない。嘘はないが、隠かくしている感情はある。そのせいで皿次はだいぶ空回りしていた。

「いいか、これは俺の都合だ。てめえの事情なんか知ったこっちゃねえ。お前はおとなしくこの俺のサポートだけしてりゃあいいんだよ」

　ぶっきらぼうに言い放った。皿次は陽月を見ていられなくて、顔を逸そらしてしまう。誰だれかのために行動するなんて、考えただけでも背中がむずがゆくなる。結果的に陽月のための行動になってしまうことが歯は痒がゆかった。

　言い訳を用意しなければ、とてもじゃないが、やり過ごせない。

　陽月はしばらく呆ぼう然ぜんと皿次を見つめていた。やがて、その顔がほんのりと赤くなっていく。湯のせいではないだろう。体は湯上がりで冷えていくばかりのはずなのに、相反するように彼女の顔は赤くなっていくのだ。

「な、なに顔を赤くしてんだ。勘かん違ちがいするんじゃねえ。べつにお前のためじゃない」

「……話があるのは、いいんだけど……」

　ぷるぷると彼女の肩かたが震ふるえている。そして、彼女の手がふいに皿めい次じのほうへ伸ばされた。

　ぽち、と。彼女は手に持ったリモコンを操作した。

　その瞬しゆん間かん、皿次はがくんと膝ひざを折った。首を急激に引っ張られたように床ゆかに引き寄せられ、そのまま倒たおれ伏ふしてしまう。

「はッ？　──がふッ！」

　床に押おしつけられた目の端はしで、皿次は陽はる月つきの火ほ照てった素足を睨にらみつけた。

　──こ、この女……マグネットリードで床に押し倒しやがった！

　皿次の一生に一度あるかないかの（認めたくはないが）同情の念を踏ふみにじった陽月は、眉まゆをつり上げた厳しい相そう貌ぼうで彼を見下ろした。

「せめて服を着させて」
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　まさに弾だん丸がんの雨だった。

　高層ビルの立ち並ぶ都会に断続的な銃じゆう声せいが響ひびき渡わたる。地面が弾はじけ、窓ガラスが砕くだけ散ちる。これが本物の都市で展開されている光景だったならば、たちまち国家規き模ぼの大問題である。

　しかしこの都市は本物ではない。半液体金属によって構成されたフィールドがプログラムの指令によって姿を変えた、偽にせ物ものの都市だった。偽物とはいえ弾丸の凄すさまじい威い力りよくだけは本物だ。ビルの狭はざ間まに身を隠かくしながら、皿めい次じは鉄の雨が地面を叩たたく様を覗のぞき込こんだ。

　両りよう腕うで両りよう脚あしの安全装甲セーフテイ・アーマーはすでに拡張され、ぼろぼろに傷ついていた。試合開始と同時に敵に突つっ込こみ、弾丸の雨あられの制裁を受けたのである。安全装甲セーフテイ・アーマーの致ち死しダメージ判定により自動防ぼう御ぎよ機能が働いたものの、全身を貫つらぬくような激しい痛みだった。

　皿次は手負いの獣けもののように物もの陰かげに佇たたずんで息を潜ひそめるしかなかった。

　都市フィールドはまさに正史に見る新しん宿じゆくや渋しぶ谷やの光景そのものだった。現代では建物の多くがクリアブルーの壁へき面めんで覆おおわれているが、いま、ここから見えるのは灰色めいた壁かべばかりだ。もちろん人の行き来は皆かい無むで、人の集まる街をモチーフとしていながらに無人という、妙みような寂さびしさを感じさせるフィールドだった。

　彼の視線の先。広い大通りの向こう側には誰だれの姿もない。試合開始直後は、そこに敵のウィザードが立っていたのだが、彼はすぐにどこかへ移動してしまった。デッドラインの半径二十メートル以内をぎりぎりまで使って、機動的に敵を攪かく乱らんする戦略なのだろう。相手ウォーリアーに至っては建物の中に入ったらしく、どこかの屋上から弾丸を撃うち込こんできている。目に見えない位置からの狙そ撃げきに、皿次はなすすべなく立ち止まっていた。

　──習うより慣れろ、だ。早速だけどキミたちにはアマチュアで実戦経験を積んでもらう。

　一いち郎ろうのにやけ面を思い出し、皿次は舌打ちした。言われたときには、「さっさと強くなるのが目的なんだから実戦上等だ！」と息巻いていた。しかし……

「おいルナ！　なんか援えん護ごする気はねえのかよ！」

　皿次は大通りの反対側を振ふり返かえり、そこに佇たたずむ陽はる月つきへと声を張り上げた。

　陽月の格好はずいぶんと洒落しやれていた。デニムのミニスカートにラフなシャツの上にジャケットを羽は織おっている。一見普ふ通つうの女の子めいたファッションだが、額のブレインリーダーは異様だった。手には、彼女の背せ丈たけほどもありそうな銀色の鎌かま。禍まが々まがしく反り返った刃はの部分に五枚のカードが貼はりつけられている。

　死神と呼ぶには普通の女の子の格好だった。一郎曰いわく、陽月がアマチュアステージとはいえ久々に試合を行ったことで、アマチュアの試合としては異例なほどの観客動員数と動画閲えつ覧らん数すうが記録される見込みがあるらしい。そのため、陽月への広告効果を期待した企き業ぎようが、こぞって新商品のＰＲに彼女を利用しようとした。彼女がいま身に着けているのは、すべてスポンサー企き業ぎようの製品である。それらの契けい約やくを一いつ括かつして管理しているのが一いち郎ろうだった。

　これはいまに始まったことではなく、陽はる月つきが過去に戦っていたときからずっと続いてきた、一郎の事業のひとつなのだ。陽月は今も昔も、企業の広こう告こく塔とうだった。

「わたしにいまできることは何もない」

　陽月の非情な返答。皿めい次じは高らかに舌打ちした。

　対戦相手は登録名《ファイアーガン》と《メタリックヒストリー》の中年二人組だ。

　ファイアーガンは遠えん距きよ離り型がたウォーリアーで、制せい御ぎよ段階が一四。かなりの身体能力のようで、ふっくらとした巨体に似合わず、上空、ビルからビルへと軽々と移動していた。

　一方、メタリックヒストリーは細身の理知的な顔立ち。最初に公開された五枚のカードはほとんどが銃じゆう火か器きを創造しての遠距離攻こう撃げき魔ま術じゆつだった。

　とにかく乱射。それがこのペアの戦い方らしい。試合の前情報によれば、十年間もの間、アマチュアステージで幅はばを利かせているベテランペアとのことだ。厄やつ介かいな相手である。

「お前の得意技は俺おれを強化することと、相手を弱体化させることじゃねえのかよ！　あいつらの動きを止めやがれ！」

　皿次は叫さけんだ。説明によれば、陽月は太陽と月の二属性を持っている。太陽属性の魔術にはウォーリアーの能力を引き上げるものが多く、月属性の魔術には対たい称しよう的てきにウォーリアーの能力を下げたり妨ぼう害がいするものが多い。

　たとえば彼女が公開した《フレアエンジン》は、素早さを上げる魔術だ。他にも《月光の誘ゆう惑わく》は相手の制御段階を三段階落とす魔術だし、《幻げん惑わく》はウォーリアーの視覚を妨害する魔術だという。

「《幻惑》か《月光の誘惑》を使えばいいだろうが！」

「無理。あれは対象を取る魔術だから──視認できる範囲に敵がいないと当たらない」

　陽月は涼すずしげに言ってのけた。とてもじゃないが敗北しかけている者の態度ではない。

　さっきからファイアーガンはビルの上を飛び回って、頭上からサブマシンガンやライフルの掃そう射しやを浴びせていた。メタリックヒストリーも自らのデッドラインの内側で物もの陰かげに隠かくれているらしく、姿が見えない。

「くそっ！　なら《フレアエンジン》だ！　俺を速くしろ！」

「無む駄だでしょう。敵の制御段階は一四。あなたは三よ。《フレアエンジン》で高められるのはせいぜい制御段階一〇相当の速さ。全然足りてない」

「それじゃ……アレを使え！　《太陽と月の女神の気まぐれ》──お前の勝ちパターンだったんだろ！」

　皿次は本気で、もうそれしかないと思っていた。いくら初試合で制御段階が低くても、気まぐれによって制御段階で優位に立てれば、勝機は芽め生ばえるはず……！

　しかし、陽はる月つきは静かに首を振ふるだけだった。

「なんでだよ！」

「アレは美み紀きだからできた戦略……皿めい次じだとリスクがゼロにならない」

　陽月の言葉に眉まゆをひそめる。一体どういうことだ？　ランダムに効果が発動する魔ま術じゆつなのだから、木き崎さき美紀だろうが皿次だろうが、良い結果が出る確率に差はないはずだ。

　そんな疑問に思いふける余よ裕ゆうを、しかし相手は与えてくれなかった。ズガガガガッ、という耳をつんざく音と同時に、足元の地面がポップコーンのように細かい塵ちりを跳はね上あげた。あわてて前方へと転がり、これを回かい避ひする。

　──違ちがう。こりゃあ回避させられたんだ。

　皿次は悟さとった。ファイアーガンは、試合開始からずっと楽しんでいる節がある。簡単に勝つつもりはないのだ。そう思い至った理由はきちんとある。

　それは、陽月を一度も攻こう撃げきしていないこと。ウィザードを戦せん闘とう不能にするか、あるいはデッドラインの外へ追いやれば勝利というのがダブルス・マネーである。相手ウォーリアーとの間に圧あつ倒とう的てきな戦力差があるのなら、ウィザードをさっさと始末するほうがよっぽど早い。それなのにあえて、反はん撃げきもできずにいる皿次を狙ねらい続つづけているのだ……この状じよう況きようは、ファイアーガンが皿次たちを狩かることを楽しんでいる証しよう拠こだ。

「あいつら調子に乗りやがって……おいルナァ！　てめえ勝つ気はねえのかよ！　《太陽と月の女神の気まぐれ》を使え！」

「駄だ目め。これはあなたの経験を積む試合でもある。あの魔術を使って勝ったとしても、そんなものはただの運。運で勝利を掴つかんだって、何にもならない」

「じゃあ諦あきらめろってのか！　ふっざけんじゃねえぞ！」

「そんなこと言ってない！　落ち着いて。相手が姿を現すのを待って。そうすればわたしが魔術でサポートするから」

「ンな悠ゆう長ちようなこと言ってられっかよ。こっちはさっきから弾だん丸がん受け続けて、いい加減イライラも頂点なんだよなァ！」

「あっ……」

　皿次は、陽月の制止を無視して、大通りをまっすぐに突つっ込こんだ。その先には青白いデッドラインが薄うすぼんやりと弧こを描えがいている。メタリックヒストリーは隠かくれていると言っても所しよ詮せんはデッドラインの内側でしか動けない。ならば、その中に突っ込んで、相手を追いつめるまでだ。ファイアーガンとの制せい御ぎよ段階の差は縮められないが、ウィザードの制御段階は常に一。メタリックヒストリーなら今の皿次でも倒たおせるはずだ。

　弾丸の雨に穿うがたれて、穴だらけになった地面を駆かけ抜ぬけ、皿次は路地の一角に入った。袋小路になっている暗がりの奥おくに、細身の男が、頭に手を当て、背筋を反らして立っている。気取ったモデルのようなポーズだった。彼がメタリックヒストリーである。

　細身の中年の頭にも、陽はる月つきと同じブレインリーダーが巻かれていた。

「金属ほど美しいものはない。キミもそう思わないかね？」

　メタリックヒストリーは高らかに語った。芝しば居いがかった仕草はどこかナルシズムを感じさせる。

「滑なめらかなフォルムに冷たい肌はだ触ざわり。そして金属のひとつひとつにはたしかな歴史が刻まれている。たとえばこの半液体金属。これは人類が到とう達たつした金属の最高形と言えるだろう。しかしこれが発見されるまでに様々な歴史があった……かつてはアマルガム法を用いて金や銀を抽ちゆう出しゆつしていたのだ。水銀中毒の危険を冒おかしてまで、人間は金銀を求めた。そして金属の化合によりもっともっと有効な金属を発見しようと努力してきたのだ。青銅、砲ほう金きん、リン青銅、アルミニウム青銅、真しん鍮ちゆう……ああ、真鍮はもっとも素晴らしいもののひとつだ。亜あ鉛えんの割合によって色合いが異なり、赤みを帯びていき──」

「おいコラ」

　メタリックヒストリーの長い演説を、皿めい次じはぶった切った。このまま放っておけばいつまでも金属の歴史を語り続けていそうだった。

「なんだね。いま良いところなのに」

「てめえ、そのクソ長いセリフに何か意味でもあるのか？」

「あるとも！　この私の金属の薀うん蓄ちくを知らしめる崇すう高こうな目的がある！」

「殴なぐる。絶対に殴る。なんだか知らんがめちゃくちゃうぜえ」

　皿次は拳こぶしを握にぎりしめ、メタリックヒストリーへと跳とびかかった。そのとき、金属オタクのウィザードの口に笑みが刻まれた。

「──皿次！」

　遠くで陽月が叫さけんでいた。しかしもう遅おそい。

　皿次はぎょっとした。頭上。左右正面を塞ふさいでいる袋小路の壁かべ。まさに四方八方に、サブマシンガンが取りつけられていた。銃じゆう口こうはしっかりと皿次のほうを向いている。

「見事に引っかかってくれたね──《弾だん丸がん乱らん舞ぶ》発動だ」

　メタリックヒストリーが気き障ざったらしく宣言すると、無数の銃口が一いつ斉せいに吼ほえた。弾はじけるようなノズルフラッシュと掃そう射しや音おん。これらを感知したときにはすでに、皿次の体は吹き飛ばされていた。

「ガアアアアアアアアッッ」

　無様な悲鳴をあげて、皿次は袋小路の入口にまで飛ばされてぶっ倒たおれた。安全装甲セーフテイ・アーマーが殻からのように皿次の体を守ったものの、致ち死し寸前のぎりぎりの痛覚が全身に伝わり、彼は強く歯を食いしばった。

「く……そ……」

　かろうじて立ち上がり、メタリックヒストリーに向き合う。敵の攻こう撃げきはこれで終わりのはずだ。これ以上魔ま術じゆつカードを使えば、メタリックヒストリーはデッドラインを割る。いまの攻こう撃げきでコストを消費したのだろう。青白い光の円は、すでに袋小路の近くにまで狭せばまっていた。

「俺おれは、まだ生きてるぜ……今度はこっちの番だ！」

　皿めい次じが一歩を踏ふみ出だそうとした、そのときだった。

「ヒャッホーウ！　ところがどっこい。これは二対二の勝負なんだぜッッッ！」

　いやに陽気な声が響ひびき渡わたった。

　皿次の周囲に大きな影かげが広がる。はっと頭上を見上げると、ファイアーガンが二に挺ちようのマシンガンを構えて落下してくるところだった。

「！」

　完全な奇き襲しゆう。これを避よけきれるだけの経験も、制せい御ぎよ段階も、皿次にはない。

「ハッハー！　気持ちイイーッ！」

　落下しつつ、ファイアーガンは二挺のマシンガンを乱射した。いたずらに連射された弾だん丸がんのいくつかが体をかすめ、皿次に脳のう髄ずいを焼かれるような激痛が走る。

「ガ……あ……ッッッ────」

　後半はまったく言葉にならなかった。悲鳴すら出ない。無数の弾丸が全身を貫つらぬき、頭の片隅でこれが蜂はちの巣になるということか、といやに冷静に思った。

　ファイアーガンはずんと地面を陥かん没ぼつさせて着地した。高層ビルの最上階から飛び降りたにもかかわらず、ぴんぴんした様子だった。彼はがはははと声に出して笑った。

「ふう、プライベートのイイ憂うさ晴ばらしができたわ。もう満足した。とびっきりの大技で決めてやるから覚かく悟ごしなッ！」

　ファイアーガンが中指を突つき立たてて言うと、袋小路からゆったりと歩み出てきたメタリックヒストリーが、一枚のカードをリーダーに読み込ませた。

「《チャージガン》発動」

　彼は口の中で小さくつぶやく。すると、青白いデッドラインが一気に縮んだ。コストだ。

　地面がぐにゃりと歪ゆがみ、みるみる巨大なシルエットを形成していく。形状は拳けん銃じゆう。地下でも見られたスライド式だ。しかしその大きさは拳銃というよりはむしろ大たい砲ほうだった。銃じゆう身しんの前部は棒ぼう状じようの器具で支えられ、地面に設置した回転式の砲ほう台だいに繋つながっていた。

　ファイアーガンが巨大なグリップを握にぎり、ぐいんと砲台を回転させて皿次の胸へと照準した。

「吹き飛べええええッッッ！　ヒャッハァー！」

　銃じゆう口こうに光の粒りゆう子しが集まっていく。銀色の巨大拳銃が熱を帯びたように赤く染まる。空気が熱で震ふるえ、視界を歪ませた。

　皿次は横よこ跳とびで銃撃の軌き道どうから逃のがれようとした。しかし柔じゆう軟なんに回転する砲台が、動き回る彼にぴたりと張りつき、照準を外さない。

　逃げられない！　一いち縷るの望みを託たくして陽月のほうを見やる。彼女は焦あせったように一枚の魔術カードをリーダーに読み込ませていた。何をしたのかはわからない。しかしそれに賭かけるしかなかった。

「チャージガンンンンンン──ぶっ放しいいいいいいいッッ！」

　ファイアーガンの高らかな叫さけびと同時だった。銃じゆう口こうから巨大な光の弾だん丸がんが放出される。灰色の地面を深く抉えぐり、建物の壁へき面めんをくり貫ぬきながら、光の塊かたまりが皿めい次じに迫せまった。光はたちまち皿次の体を包み込んだ。

「────────ッッッッ！」

　断だん末まつ魔まの叫びだった。

　吹き飛んだ皿次の体は、ガラス窓を破は壊かいし、建物内の仮想オブジェを破壊し、反対側の壁面を破壊した。二つほどビルの中を貫かん通つうさせられた後、皿次の体は大通りに投げ出され、盛大に背中からぶっ倒たおれてしまう。

「あ──う？」

　仰あお向むけに倒れながら、皿次は目をぱちくりさせた。

　視界の端はしで、二つの高層ビルが粉ふん塵じんを巻き上げながら倒とう壊かいしていくのが見えた。その光景からも、皿次がかなりの距きよ離りを吹き飛ばされ、相当なダメージを負っていることがわかる。

　しかし──何故か、体に一切の痛みを感じていない。正確には最後に大通りに投げ出されたときに受けた衝しよう撃げきで、少しばかり痛かった。だがチャージガンによるコンクリートさえ蒸じよう発はつさせかねない高圧力の光と熱の一いち撃げきを受ければ当然感じるであろう、熱さや、その他の肉体的な損傷が一切ないのである。

　安全装甲セーフテイ・アーマーのダメージ緩かん和わ機能かとも思ったが、すぐに違ちがうと思い直す。チャージガンの一いち撃げきはどう考えても致ち死し相当ダメージだ。安全装甲セーフテイ・アーマーが軽減するのは、死なない程度にぎりぎりのラインまでであり、その直前までの痛みはしっかり伝わるようになっている。

　それに──さっきの断末魔の声は、皿次のものではなかったのだ。

「あれは……女の声だ」

　皿次は身を起こし、首をめぐらせた。すると意外にもすぐ近くに陽はる月つきの姿があった。どうやらチャージガンの一撃で、彼は陽月のすぐ側まで飛ばされたらしい。

「な……どうしてお前が？」

　皿次は目を見開いた。そこにあった光景が信じられなかったのだ。

　陽月は試合開始後の初期位置に倒たおれ伏ふし、気絶していたのである。

　さっきの断末魔はたしかに冬ふゆ瀬せ陽月のものだったのだ。

「攻こう撃げきを食らったのは俺おれだろ？　何がどうなってやがるんだ」

　皿次が駆かけ寄より、彼女の体を抱だき起おこした。様々な企き業ぎようの新製品を身に着けた、己の個性などひと欠片かけらもない服装の少女。彼女の体は思いのほか、軽かった。両手両りよう脚あしの安全装甲セーフテイ・アーマーは赤黒く焦こげていて、凄せい絶ぜつな熱を浴びせられた後のようだった。
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　気絶している彼女の手から、一枚のカードが落ちる。それを拾い上げ、皿めい次じは文面を読んだ。

《太陽と月の女神の献けん身しん》──ウォーリアーに与えられるダメージを全て自分に移うつし替かえる。

「んだよこれ……なんでこんなもん使ったんだよ」

　皿次の問いかけに、陽はる月つきは答えられるはずもない。死神は気絶したまま何も語らない。この競技はウィザードが負けさえしなければ、負けはない。逆にウォーリアーが敗北したところで不利はあっても負けは確定しないのに。

　陽月の真意はわからない。しかし結果的に彼女が皿次をかばったのは事実だった。

『陽月選手の安全装甲セーフテイ・アーマーが戦せん闘とう続行不能を判定しました！　よって勝者は、ファイアーガン＆メタリックヒストリ────ッ！』

　そして、思い出したように響ひびき渡わたった実じつ況きようの声が、皿次たちの敗北を告げたのだった。




「あっはっは！　ひどい試合だったね！」

　試合終了後。陽月の意識が戻もどり、競技場を後にした二人の前に黒くろ塗ぬりの高級車が停まった。そこから颯さつ爽そうと降りた一いち郎ろうが、腹立たしい笑顔とともに彼らを迎える。

「笑い事じゃねえ」

　頬ほおを膨ふくらませ、じと目で一郎を睨にらみつける。彼の恨うらめしい視線をひょいとかわして、一郎は相変わらず愉ゆ快かいそうに両手を打った。

「いいのさ。アマチュアステージとはいえ、初戦でいきなり勝てるほどダブルス・マネーは甘あまくない。言ったろう？　この競技は人生の縮図なのだと」

　いきなり勝てるほど人生は甘くない。皿めい次じにもわかっているつもりだ。しかし、だからと言って敗北を甘かん受じゆできるほど彼は穏おだやかではない。

「ずいぶんとカリカリしているね……あ、もしかしてキミも掲示板を見たのかな？」

「中セ流ン平ト民ラ街ルのクソ共。自分が戦えるわけでもないくせに偉えらそうなこと連呼しやがって」

　皿次は地面に唾つばを吐はいた。陽はる月つきが控ひかえ室しつのベッドで体を休めている間、彼は携けい帯たい複合端たん末まつで試合についての情報を検けん索さくしていたのだ。試合のフィードバックをして次に活かそうと思ったのだが、検索結果の一番上に出てきたのは試合の感想を大人数で書き込む掲示板だった。

『死神の復活戦だからアマチュア戦ながらに期待して観戦したんだが、なんだあのパートナー。弱すぎ（笑）』『っていうか地下出身者かよ。低学歴はＷＷＷＭダブルス・マネーでも活かつ躍やくできねーのな』『突つっ込こむことしかできねえのかよあの底辺出身の馬鹿銀ぎん髪ぱつは』『制せい御ぎよ段階三とか（笑）スキルなしとか（爆ばく笑しよう）』『ルナちゃんのデニムスカートハアハア』──などなど。後半の変態は例外として、ほとんどが皿次を罵ば倒とうする書き込みだった。

「どうやら主しゆ催さい者しや側がわは新人のキミの二つ名を、もう決めたらしいよ。なんでも《底辺世界の愚者アンダー・ジ・イデイオツト》だとか」

「完全に馬鹿にされてるじゃねえか！」

「そうかい？　いいじゃないか」

　食ってかかる皿次をいなして、一いち郎ろうは車の中へと二人を誘さそった。陽月と皿次を後ろの席に乗せて、一郎は運転席に乗り込む。エンジンをかけ、彼は振ふり返かえった。

「底辺世界の住人であるキミが、中セ流ン平ト民ラ街ルの人間の夢を奪うばい尽つくす。そこにこそ意味があったのだろう？　ならこれでいいじゃないか。キミはもう十分に底辺の存在として認知してもらえた。これからだ。これから、存分に見返してやればいい」

「──ハッ。言われなくてもそうするつもりだよ」

　皿次はふてくされた表情で言い放った。

「ふふっ、良い意気込みじゃないか。まあ今回の試合は、陽月くんの復活戦ということもあって、アマチュアの試合としてはかなりの注目度だった。なかなかの広告効果が出てね、それなりの収入が見込めた」

「けっ、どうりで機き嫌げんがいいと思ったら……そういうことか」

「いやいや。もちろんキミたちの頑がん張ばりを労ねぎらう気持ちもあるよ？」

「嘘うそくせえ」

　一郎の満面の笑みほど信用できないものはない。

　緩ゆるやかに車が発進する。夜の街が急速に視界の彼方へ消えていく。皿次はソファに身を預けて、大きく息を吐き出した。安全装甲セーフテイ・アーマーを身に着けて試合をすると全身がとてつもない疲ひ労ろう感かんに覆おおわれてしまう。まだ制せい御ぎよ段階三とはいえ、普ふ段だん抑よく制せいしている身体能力を引き出していることに変わりはないのだ。

　彼は目だけで、陽はる月つきの星空に照らされた横顔を見つめた。外の景色を眺ながめるその顔には起き伏ふくがなくて、相変わらず何を考えているのかわからない。

　選手控ひかえ室しつで目を覚ました陽月に、皿めい次じは訊たずねていた。どうしてもう後がない状じよう況きようになっても《太陽と月の女神の気まぐれ》を使わなかったのか。運で勝っても意味がないにしても、陽月自身がダメージを受ける《太陽と月の女神の献けん身しん》を使うよりかはよっぽどマシだったはずだ、と。だいたいお前は俺おれのことが気に食わないんじゃなかったのか、どうしてかばうような真ま似ねをしたんだ、と。しかし陽月は一切、その理由を語らなかった。

　今この瞬しゆん間かん、陽月は一体何を思っているのだろうか。そう思って見つめていると、陽月がふいに皿次を振ふり返かえった。思いがけず黒のキャンディ型の瞳ひとみと目が合い、あわてて目を逸そらす。

「今日の試合には広告収入が発生しているから、わたしたちにも報ほう酬しゆうがある。これはすべてあなたのスキルの購こう入にゆうに使いましょう」

「ア？　てめえにンな権限あんのかよ。借金まみれのくせに」

「たしかに違い約やく金きんの発生で、実質的には借金をしていることになる。でも今のところは分割で返済していくのを許されているから、以前の貯金は残っているの」

　つまり陽月のバンクに貯まっているマネーは、本質的には一いち郎ろうから借りている状態ではあるが、いまのところは陽月の意思で使うことが許されているというわけか。血も涙なみだもない男だと思っていたが、猶ゆう予よを与えるあたり、一郎にも案外人の心があるのかもしれない。まあおそらくは、ただ広告価値の高い選手を簡単に手放したくないだけだろうが。

「今回の報酬を合わせて、だいたい二千万くらいある。必要なスキルを揃そろえるくらいなら、それだけあれば十分──」

「──おいおい勝手に話を進めるんじゃねえよ。なんでスキルを買う前ぜん提ていになってんだ」

「スキルのないストレンジャー型なんて、戦いようがまるでない。せめて《加速》や《腕わん力りよく強化》の一般的なスキルを身に付けて、地じ力りきを上げないと」

　陽月の言うことは理解できる。

　スキルは、ウォーリアーの力を示すステータスの一種だ。今日対戦したファイアーガンは、試合前のスキル公開フェーズによれば、《弾たま数かず無限》と《視力補正》のスキルを持っていた。遠えん距きよ離り攻こう撃げき型がたのスナイパー型ウォーリアーに相応しいスキルだ。もし《弾数無限》がなければ装そう填てんの隙すきに皿次に接近されていただろうし、《視力補正》がなければビル上からの正確無比な射しや撃げきはできなかっただろう。マシンガンのような連射型の銃は、遠距離射撃用のライフルなどと異なり、どちらかと言えば短中距離用の武器なのだから。

　それほどまでにスキルはウォーリアーの能力に深く影えい響きようするのだ。

　しかしそれを理解した上で、皿次は首を横に振った。

「ふざけんな。金は一いつ銭せんたりとも使わねえ」

「……何を意地になっているの？」

　陽はる月つきが眉まゆをひそめた。まさか断られるだなんて思っていなかったのだろう。彼女は左右背はい反はんのピアスを揺ゆらし、身を乗り出すようにして語った。

「現在プロで活かつ躍やくしている人たちは、みんなそうやってレベルアップしてきた。投資をし、勝利によるさらなる報ほう酬しゆうの獲かく得とくを目指すの。そういうものなの」

「──で、そのプロの中で天空高等民街ユートピアへ行けたのは何人なんだよ」

　低い声で指し摘てきすると、陽月はぐっと言葉を詰つまらせた。皿めい次じはソファにもたれかかると、目を閉じてさらなる指摘を続ける。

「お前、俺おれを馬鹿だと思ってるだろ？　たしかにお前の言う方法が常識なのかもしれない。そうしたほうが無難に勝てるのかもしれない。だがなァ……その無難な方法で戦って、上へ行けてるのはほんの一ひと握にぎりなんじゃねえのか」

　陽月は言葉を返せないようだった。

「プロステージのバトルマネーは高額だ。スポンサー付きの選手には広告収入もある。なのに年間四十勝もしないと上へ行けないってのはどういうわけだ？　簡単だ──お前らプロの連中は、勝つために投資しすぎなんだよ」

「投資の……しすぎ？」

「俺より頭のいいお前なら知ってるだろ。いまの行政が出す年収計算は実利益なんだよ。会社員だったら単純に受け取った年収額が年収と見なされるが、お前らみたいに個人でスポンサーをつけて金を稼かせいでる奴やつらは個人事業主と同じ。総収入から、収入を得るために消費した経費を差し引いて、最終的な年収が計算されてんだよ。そうじゃねえと簡単なマネーローンダリングであっさり収入額を水増しできるからな。昔はもうちょっと違ちがう計算方法だったみたいだが、電子マネーでシステム管理されてるいまでは、ざっくりそんな計算だ──ってことはどういうことかわかるよな。試合で勝つために金を使えば使うほど、ユートピアは逃にげるんだ」

　陽月は驚きよう愕がくしたように口を開いていた。彼女の顔に珍めずらしく浮うかんだ感情の動きに、皿次は新しん鮮せんな気持ちになった。こいつも、肩かた肘ひじ張らなきゃ色々な顔ができるんだな、と。

「その金はプライベートで使えよ。俺は絶対に試合のためには使わねえ」

　彼は吐はき捨すてて、窓の外へと目をやった。

「まったくキミは、金のことについては頭が働くようだね」

　運転席で一いち郎ろうが呆あきれたように言った。ミラー越しに外げ道どう眼鏡の苦笑が覗のぞけて、皿次は不快そうに舌打ちした。

　──とはいえ。このままじゃいけないことは彼にもわかっていた。制せい御ぎよ段階を上げるなり、陽月と共鳴して共鳴スキルを発現させるなり、手を講じなければ勝ちはない。

　窓の外、夜の街の賑にぎやかな様を見やる。地下貧民街アンダースラムでも夜は賑やかだが、それとはまた違う、特とく殊しゆ電光による煌きらびやかな装そう飾しよくやどこかの店から漏もれた粒りゆう子しのように細かなデジタル音声であふれ返っていた。

　そんな別世界の光景に思考を委ねながら、彼はこれから先のことを考えていた。




　　　　２




　クラスメイトたちは意外と寛かん容ようだった。

　佳か多た理りのはからいも大きかったのかもしれない。みんな口々に初試合なのだから仕方ないと、皿めい次じのことも陽はる月つきのことも批ひ判はんしなかった。ただ、試合前と比べると皿次たちを取り巻く人数は明らかに減っており、態度に示さないまでも失望した生徒はいるのだろう。

　今日も今日とて無む為いに一日を過ごし、放課後が訪れる。

　まばらに生徒達が帰宅していく中、皿次はふと教室前方の入口が気になった。その方向から誰だれかに見られているような気がしたのだ。地下貧民街アンダースラムでは常に危険が身近にあったから、不ふ穏おんな視線にはすぐに反応してしまう。

　しかしその場所に怪あやしい人物はいなかった。

　ただ、たおやかな物もの腰ごしの女生徒が立っているだけだった。腰こし元もとまで流れ落ちる長い黒くろ髪かみ。男としては小こ柄がらな皿次や佳多理よりも、少しばかり高い身長。芯しんの強そうな切れ長の鋭するどい目。

　大和やまと撫子なでしこという表現がしっくりくる、凜りんとした佇たたずまいだった。

「あ、会長だ。ごめんハルちゃん、皿次くん、僕もう行くね。次の試合もがんばってね！」

　それまですぐ側で会話していた佳多理が、その女生徒の姿に気づくなり、そそくさと彼女へ駆かけ寄よった。背の低い佳多理とその女生徒が並ぶと、まるで姉弟のようだった。ちょうど女生徒の大きめの膨ふくらみの上あたりに佳多理の頭がある。

「誰だあの女」

　皿次はぶしつけに女生徒へとあごをしゃくる。無礼な仕草に嫌けん悪お感かんでも抱いだいたのか、わずかに柳りゆう眉びを歪ゆがめて陽月は答えた。

「三年生で生徒会長の五ご条じよう明あけ美みさん。御陵みささぎくんは生徒会役員だからきっと迎えに来たんでしょ。よく見る光景だけど」

「……あ？　なにカリカリしてんだ」

「べつに」

　陽月の視線は冷たく、言葉にもやや棘とげがあった。嫌きらっているのであろう皿次に対してならわからなくもないが、佳多理に対してそんな反応を示すのは初めて見る。彼女はカバンを手に颯さつ爽そうと立ち上がると、皿次の脇わきをすり抜ぬけて廊ろう下かへ出た。

「おい待てよ。なに一人で帰ろうとしてんだ」

「これから用事があるの……あなたは先に帰ってて」

「用事って？」

「あなたには関係ないでしょう」

　冷たく退しりぞけて、彼女は廊ろう下かを歩き始めた。

　皿めい次じの脳裏にあるアイデアが閃ひらめき、にやりと唇くちびるを歪ゆがめた。俺おれを一人にしたのが運の尽つきだったな。てめえらのところからさっさとおさらばしてやるぜ。

「当然、わたしが帰る頃ころに家にいなかったら、問答無用で、ドカン」

　消えたと思っていた陽はる月つきが、廊下から顔だけを出して無む慈じ悲ひに宣告した。

「わ、わかってんだよ。てめえに命握にぎられてることくらいよぉ！」

　自由を得るというささやかで淡あわい妄もう想そうぐらい許してほしいものだ。彼女は無慈悲な宣告だけを終えて、さっさと行ってしまった。

　素直に帰ろうか、と思ったが、やはり少しばかり気になることがあった。陽月が寄り道をするなんていままでなかったことだ。一体どこへ行ったのだろうか。皿次を一人にするリスクを考えないあたり、大事な用事のように思える。皿次はため息をつき、教室を見回す。もうほとんどの生徒が教室から消えていた。佳か多た理りと生徒会長の五ご条じよう明あけ美みの姿もない。仕方ないので適当に女生徒を一人つかまえ、訊きいてみることにした。

「おいお前。ルナ──陽月の奴やつがどこかに用があるらしいんだが、どこに行ったと思う？　何か心当たりはねえか？」

　その女生徒はデビュー戦の無様な敗北を見てもなお、皿次と陽月を応おう援えんし続けてくれている寛かん容ようなクラスメイトの一人だった。彼女はしばらく考え込んでから、ぽんと両手を合わせた。

「総合病院じゃないかな？　たまに、木き崎さきさんのお見み舞まいに行ってるって聞いたことあるよ」

「総合病院、ね」

　大まかな場所を口頭で教えてもらい、ルーズリーフに正確な住所を書いてもらう。大きくて白い、四角の建物。特とく徴ちよう的てきなのですぐにわかると言われた。なら歩き慣れない中セ流ン平ト民ラ街ルでも問題なくたどり着けるだろう。地下ではさんざんサバイバルに生きてきた。大だい丈じよう夫ぶだ。

　皿次はとりあえず方角だけはちゃんと聞き出し、女生徒に礼も言わずに教室を出た。突つき放はなすような冷たい態度に怒おこるかと思ったが、背後から聞こえてきたのは黄色い声だった。何故か皿次の辛しん辣らつな態度を別の感受性で受け取ったらしい。中セ流ン平ト民ラ街ルの女はどいつもこいつもよくわからない。

　一度高い場所から教えられた方角を確認してみよう。そう思って、彼は屋上へと足を向けた。地下貧民街アンダースラム特有の赤い目は、二つの機能がある。

　ひとつ目は暗視。空の明るさが光球の設定で瞬しゆん時じに切り替わる地下の環かん境きように慣れた人々の目は、網もう膜まくが処理する光の情報を瞬時に切り替えられるように発達したらしい。少し意識すれば暗い中でもすぐに物を見られるようになるし、逆に明るすぎたら光を絞しぼって、色しき彩さいを落ち着かせることもできる。

　二つ目は遠くまで見通せる視力だ。これは地下の人間全員の特とく徴ちようではない。まばらなコミュニティに所属していた人間特有の能力だ。他勢力からの襲しゆう撃げきに備えて高所からの見張りを行い続けてきた結果、相当な視力や注意力が身に付いた。命がかかっているのである。本気でやってきたことは体に染みつくものだ。

　皿めい次じは上への階段を上がった。微び妙みように螺ら旋せんを描えがいたクリアブルーの階段へ足を踏ふみ出だすにつれ、何をやっているんだ自分は、という思いに駆かられる。陽はる月つきからは帰れと言われたのだ。しかし彼は、彼女の言いつけを破って、陽月を尾び行こうしようとしている。

　──うぜえ。べつに気になってるわけじゃねえ。

　ただ、何も己のことを語らない彼女を、その中身を少しでも覗のぞいてみたいだけだ。人の秘密を知りたい気持ちは、奪うばいたい気持ちに通じるものがある。手に入れたときの快感は凄すさまじい。それと同じだ。断じて、彼女の胸の内そのものに価値があるわけではない。

　自分に言い聞かせながら階段を上がり、やがて屋上ドアの手前の踊おどり場ばに差しかかろうというときだった。

「……な」

　皿次は息を吞のんだ。ここに来てはいけなかったか。瞬しゆん時じにそう思った。何故なら、屋上へ出るドアの前にはすでに二人の先客がいたからだ。二人は皿次の姿に気づいていない。それもそうだ。その二人は互たがいに顔と顔とを密着させ、胸と胸とを密着させ、そして両りよう脚あしを絡からませあっていたのだから。

　金きん髪ぱつの美少年と長い黒くろ髪かみの美女。二人は抱だき合あい、深く深くキスをかわしていた。

　佳か多た理りと、生徒会長の明あけ美みだった。夢中で互いの唇くちびるをむさぼり合い、悩なやましい水音を響ひびかせていた。背中に回した腕うでで強く抱きしめ、さらに体を押おしつけていく。幼い頃ころから知っている佳多理が、恍こう惚こつとした表情で明美を見つめていた。

　──こりゃあ、見ちゃいけないものを見たな。

　皿次は黙だまって踵きびすを返した。佳多理は五ご条じよう明美と付き合っていたのだ。陽月の言葉を思い出し、ようやく合が点てんがいった。




　結局皿次は別の階段から屋上へ上がる気も失せてしまい、そのまま学校を出た。高所から確認せずともクラスメイトの教えに従って歩けば総合病院に着くはずだ。そう簡単に迷子になるものか。俺おれは地下で嫌いやと言うほどサバイバルな生活を送ってきたのだから、と。

「……どこだここは」

　数分後、彼は迷子になっていた。

　地下貧民街アンダースラムにもそこそこ大きい街はあるが、建物の数は中セ流ン平ト民ラ街ルよりもずっと少ない。彼にとって地上の都会は、似たようなビルが林立する複雑怪かい奇きな迷宮だった。それでもクラスメイトのくれた手書き地図を参考に、どうにかこうにか総合病院を探し当てた頃ころには、もう空が赤々と染まっていた。白くて大きな四角という相そう貌ぼうは、どこか豆とう腐ふや消しゴムを思い出させた。これほどに大きな病院は地下貧民街アンダースラムには存在しなかった。治ち療りようを受けられなかったり、技術力の高い医者がいなかったりと下は悲ひ惨さんな状態だ。この病院は地上がどれほど恵まれているのかを象しよう徴ちようしていた。

　ロータリーを無作法に抜ぬける。一いち郎ろうに渡されていた冬ふゆ瀬せの身分証をスキャンし、自動開かい錠じようされたドアをくぐった。病院のロビーに足を踏ふみ入いれると、看護師や患かん者じやがちらちらと視線を向けてくるのがわかった。誰だれもが銀ぎん髪ぱつと赤目を気にしているのだろう。中にはまれに、先日のアマチュア戦を観ていた者もいるかもしれないが、いたとしても少数派だろう。

「木き崎さき美み紀きって女の病室はどこだ？」

　皿めい次じは受付の女性事務に遠えん慮りよのない普ふ段だんの調子で言い放った。女はひいっと震ふるえ上あがると、ぷるぷるしながら病室番号を口にした。

「あ？　なんで震えてやがるんだ。チッ……わけわかんねえ女ばっかだ」

　病室へ向かおうと受付を離はなれると、背後からぼそぼそと声が聞こえてきた。「な、なんなのあの子、もしかして患者さんにカチコミ？」「怖こわッ！　めっちゃ雰ふん囲い気き出てるんですけど！」といった内容だ──あいつら俺のことを何だと思ってやがる、と彼は舌打ちした。皿次自身は今のやりとりで高圧的になったつもりはなかった。が、染みついた態度が自然と出てしまい、それが受付の女たちにとっては怖おそろしく思えたのだろう。まったく難しい。

　エレベーターで十二階に上がり、木崎美紀の病室にたどり着く。この階は足や腕うでなどに障しよう害がいのある者が集められているようで、廊ろう下かには余さず手すりが据すえつけられており、すれ違ちがう患者はよたよたと歩いているか自動車くるま椅い子すを使っているかのどちらかだった。

　痛ましい姿から逃とう避ひするように皿次は目を閉じた。奪うばう側の人間でも奪われる側の人間でも、運や運命という絶対の略りやく奪だつ者しやからは逃のがれられない。中セ流ン平ト民ラ街ルに生まれ、何事もない平和な暮らしを約束された人間も、こうして不幸に陥おちいることだってあるのだ。

　何故だろう、ざまあ見ろと思えない。陽はる月つきの身の上を知ったときもそうだった。地上の人間の不幸を願って、すべてを奪うために地下から這はい出でてきたはずなのに。

　思考を振ふり切きるように乱暴にドアを開け、木崎美紀の病室に足を踏ふみ入いれた。

「はい。どちら様……えっ？」

　病室はシンプルな作りだった。装そう飾しよくのない白い壁かべに透すけたカーテン。窓際のベッドには少女が腰こしかけ、皿次のほうをぎょっとした顔で見つめている。傍かたわらのサイドテーブルには花か瓶びんに活けられた黄色の花が小首を傾かしげていた。

　映像で観たものと同じ、猫ねこのようなつり目を見つめ返す。そこには当時の、挑ちよう戦せん的てきで凶きよう悪あくな輝かがやきは残っておらず、ただ不安げな色を帯びていた。わかっている。その目に映っているのはきっと、銀色の髪かみと赤い目なのだろう。

「お前、木崎美紀か？」

「そうだけど、あなたは──はじめまして、だよね」

「はじめまして、だな。ここに冬ふゆ瀬せ陽はる月つきは来てないか」

　ずかずかとベッドの脇わきまで歩み寄り、手近な椅い子すを引き寄せて腰こしを下ろした。すると瞬まばたきしていた木き崎さきがふいに相そう好ごうを崩くずした。猫ねこ目めが細い弧こを描えがき、強さよりも可愛らしさが先立つこともないとは言えなくもない。

「ハルならさっき帰ったとこだよ。入いれ違ちがいだね……それにしてもキミ、図々しいねえ。初対面の女の子の病室に入り込んできて、当たり前みたいにタメ口で声をかけて、挙あげ句くの果てに居座る気満々で座るなんてさ」

「……お前も初対面の男を前にして、よく笑えるな」

「ま、ネタバレしちゃうとあたしは初対面でもないんだな。ネットワーク放送の動画でね、この前の試合を見たからさ」

「偶ぐう然ぜんだな。実は俺おれも、お前のことは映像で見たことがあるんだ」

　何故か張り合う形になった謎なぞの応おう酬しゆうに、木崎は屈くつ託たくなく笑った。皿めい次じも可お笑かしさがこみあげて、吹き出しそうになってしまう。

「キミがハルの新しいパートナーか。うん、生のキミのほうがずっと面白い」

　木崎はおもむろに皿次の銀ぎん髪ぱつに手を伸ばした。反射的に構えてしまうが、木崎の表情にも手つきにも敵意が感じられなかったので、すぐに緩ゆるんでしまう。細い指がそっと銀糸を撫なでていき、やがて人差し指と親指を曲げ、ぐっと力がこもる。バチン。思い切り指で額を弾はじかれて、皿次は仰のけ反ぞった。

「ッ！　──こ……このっ……なにしやがんだてめぇ！」

「いやー、キミがハルを寝ね取とった相手かと思ったらムカついちゃって。めんごめんご」

　きゃはは、と八重歯の覗のぞく無む邪じや気きな笑みを浮うかべた。

「試合は残念だったね。キミはちょっと無む謀ぼうに突つっ込こみすぎだよ。いやあでも、なんていうか、ハルがこういうタイプのパートナーに当たるのは運命なのかな」

「どういうことだ？」

「あたしもキミと似たタイプなんだよね。とことん突っ走るの。でもハルがきちんとフォローしてくれてたから負けずにいただけ。主しゆ催さい者しや側がわからはセーフティ・アサシンって二つ名をつけられてたんだよ。死神から絶対の安全を約束された暗殺者だ、ってね」

　映像で見た木崎の戦い方は、とにかく猪ちよ突とつ猛もう進しんだった。敵に突っ込み、安全装甲セーフテイ・アーマーで強引に敵の反はん撃げきを受け止め、敵を圧あつ倒とうする速さと威い力りよくでもって制圧する。酷こく薄はくな笑みを崩さずに。陽月が司令官ならば木崎は直接敵の体を切り刻む兵隊だ。

　しかしそんな彼女の戦い方が、皿次は嫌きらいじゃなかった。どこか鏡を見ているような親近感を覚えていた。

「お前の戦い方は嫌いじゃないぜ。俺もああいう戦いが一番気楽だ……でもな、あの女、俺がいくら求めても《太陽と月の女神の気まぐれ》を使いやがらないんだよな。お前には使ってたのによ。一体どういうつもりなんだか」

「あ、それは当然じゃないかな。ハルはたぶん使わない。でも気にすることはないよ。キミが悪いんじゃなくて、仕方のないことだから。いまのあたしにだって、あの魔ま術じゆつだけは絶対に使わないんじゃないかな」

「そりゃあどういうことだ。プロステージにいた頃ころはガンガン使いまくって、それで勝利を重ねてきたんだろうが」

「いやいやいや、あれはあたしに《幸運》があったからこその戦略だったわけよ」

「《幸運》？」

「そ。当時はあたしだけが持ってる非売スキルだったの。《秘ひ匿とく》スキルっていう自分のスキルを非公開にするスキルもインストールしてたから、半年前までは主しゆ催さい者しや側がわしか《幸運》スキルの存在を知らなかったぐらいレアなスキルだったんだよね」

　つまり、木き崎さきもまた皿めい次じと同じくストレンジャー型のウォーリアーだったのだろう。唯ゆい一いつ無む二にのスキルが彼女の特化した点だったのだ。

「《幸運》スキルの能力はその名のとおり、『ランダムな要素を持つ魔術やスキルが発動したとき、自分にとって一番有利な結果になる』っていうもの」

「なっ……それってつまり、《太陽と月の女神の気まぐれ》が確実に都合のいい内容になるってことか？」

「そそそ。それでね、あの魔術カードとあたしのスキルはコンボになるって、ハルが。もちろん誰だれも《幸運》スキルの存在を知らないからさ、対処も遅おくれて、プロステージの誰もを圧あつ倒とうできたんだ。《太陽と月の女神の気まぐれ》なんてさ、太陽と月の両属性を持ってるウィザードじゃないとほぼデッドライン全部消費しないと使えない魔術なんだよね。それでいて効果が自軍に悪あく影えい響きようが出るかもしれないランダム要素。使えないクズカードだって、誰も見向きもしない魔術だったんだけど……ハルはそんな不ふ遇ぐうなカードの使い道を見出したんだ」

　唯ゆい一いつ無む二にの太陽と月のウィザード。そして、誰もその存在を知らない《幸運》スキル。欠かせない二つが揃そろって初めて最強だったのだ。

「ま、それもあの試合までだったんだけどね。仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤーのことはもう聞いてる？」

「ああ。お前らを打ち破った、初めてのペアなんだろ」

「そそそ。あいつらはやばかった。強いなんてもんじゃない──ありゃ反則だよ」

「そんなにやばいのか。お前とルナの二人でも歯が立たないくらいに？」

「だからごらんの有様なわけでさ」

　木崎はおどけたように肩かたをすくめた。仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤーの試合はまだ見ていない。どのような戦い方をするペアだったのだろうか。

「仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤーは厄やつ介かいなストレンジャー型だよ。奴やつは、他人のスキルを盗ぬすむ」

　虚こ空くうを睨にらみつけて彼女は言い放った。

「盗ぬすむ？」

「そうだよ。あいつは相手ウォーリアーに触ふれて、盗みたいスキルの名前を口にするだけでそれを奪うばうことができるんだ。《技能強奪スキルロブ》──奪われたウォーリアーは永遠にそのスキルを失い、逆に奴はそのスキルを永遠に自分のものにできる」

「なんだそりゃ！　そんなんアリかよ！」

　スキルの有用性は理解している。だから、そのスキルの凶きよう悪あく性せいも理解できた。皿めい次じはスキルがひとつもないことがハンデになっているが、逆に仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤーは試合をするたびにスキルを調達できる可能性があるというのだ。

「やってらんないよね。奴やつも《秘ひ匿とく》スキルを持ってるから、いくつのスキルを持っているかわからないんだけど……噂うわさだと、もう持ってないスキルなんてないんじゃないかって言われてる。《幸運》みたいな、まだ発見されていないレアスキルが残っているなら話は別だけどね」

　静かに語る木き崎さきを見て、皿次はひとつのことに思い至った。

「まさかお前も……奴に《幸運》を奪われたのか？」

「そそそ。ハルが《太陽と月の女神の気まぐれ》を使おうとした、その瞬しゆん間かんにね。おかげで奴だけ制せい御ぎよ段階五〇まで強化されて、あたしが一になっちってさ。ぼっこぼこにされたよ……正直、怖こわかった」

　彼女の猫ねこ目めに翳かげりが差した。寒そうに両りよう腕うでで体を抱だきしめ、震ふるえる。

「あいつ、あたしから何もかもを奪うつもりでかかってきていた。仮面の中の顔は見えなかったけど、たぶん、笑ってたよ」

　そうして木崎は病院送りにされてしまったのか。皿次はいたたまれない気持ちになった。当然のことだとわかっている。社会は奪うか奪われるかだ。より強い者が弱い者から奪う。その構図はダブルス・マネーでも同じはずだ。だから木崎がスキルを奪われ、殴なぐられ続つづけたのも仕方のないことなのだ。

　わかっているのに、どうしてか胸の奥おくがきりきりと痛む。中セ流ン平ト民ラ街ルの空気に毒されたのだろうか、最近はこんなことばかりだ。

「まあそんなわけでさ。ハルはもうあの魔ま術じゆつは使わないよ、たぶん。べつにハルが悪いわけじゃないのに、自分のせいであたしが歩けなくなっちゃったって背負い込んでるんだよね」

「あいつが、そんなことを？」

　無表情で冷淡な陽はる月つきには似合わない。しかし彼女はファイアーガン＆メタリックヒストリーとの対戦の際に、己を犠ぎ牲せいにする魔術《太陽と月の女神の献けん身しん》を使った。最後まで、かつて最強を誇ほこった《太陽と月の女神の気まぐれ》を使わずに。

　陽月はランダムの悪戯いたずらで皿次の命を危険にさらしたくないと思っているということなのか。

　他者から奪うことを悦よろこんでいた死神は、奪われたことですっかり丸くなってしまったのか。

「ん、待てよ。なんか引っかかるな」

「どしたん？」

　皿めい次じは今の話に違い和わ感かんを覚えた。木き崎さきの語る運命の試合の経過は正しいのだろう。しかし、どうにも納得のいかない部分があるような気がする。

　しばらく考え込んだあと、皿次ははっと顔を上げた。

「そうだ《秘ひ匿とく》スキル！　お前もそれを持ってたんだろ？　だから他の選手たちは《幸運》スキルが存在することを知らずに、対たい抗こう策さくを立てられずにいた。たしか実じつ況きようや観客にもスキルの内訳が秘匿されるはずだから、《秘匿》スキルを持つウォーリアーは本人がしゃべらない限り自分のスキルの内容がバレることはないはずだ。なのにどうして誰も知らないはずの《幸運》というスキル名を、奴やつは口にすることができたんだ？」

　これは些さ細さいなことのようで重大事である気がした。ところが木崎はそれについても熟知しているのか、穏おだやかな表情で答えた。

「たぶん、事前調査だろうね。あいつらはあたしたちのことを何らかの手段で調べたんじゃないかな。なぁに特別なことじゃないってば。対戦相手の研究をするのは当然のことだし。当時のあたしらは天てん狗ぐになってたのよね。負けるなんて思ってもみなくて、奴やつらのことなんてこれっぽっちも興味がなかった……だから負けた。ただそれだけ」

　木崎はあっさりとそう締しめくくった。皿次はまだ納得していなかったが、本人が納得している以上、いくら言葉を重ねても仕方がない。具体的に奴らがどうやって《幸運》スキルの情報を手に入れたのかを考える価値はあると思うのだが、木崎に終わった試合を蒸むし返かえすのは酷こくかもしれないと判断した。

「そうだ……キミにひとつ聞きたいことがあるんだけどさ」

「あン？」

　木崎の顔が街を埋うめ尽つくす紅葉の色に染まった。布ふ団とんの上で落ち着きなく指を組んでいる。どことなく言いづらそうに、必死に言葉を紡つむいでいく。

「ハルと同じクラスになったんだよね？　さっきハルからも聞いてさ。それでさ……あの、佳か多た理りくん、っているでしょ？　……彼、元気？　あたしのこと、なんか言ってた？」

「佳多理？　んー、あー、まあ普ふ通つうに元気だな。俺おれの負け試合なんかに価値なんざねえのに、うるさいくらいに試合の話をされてうんざりしたよ」

「あははっ、佳多理くんらしいなぁ。なーんだ、元気そうで良かった」

　猫ねこ目めの少女が少女らしく笑うと、縁えん側がわで背を伸ばす本物の猫のようだった。そして同時に思う。木崎が入院する前の学校では、木崎と陽月と佳多理が三人で一いつ緒しよに過ごしていたのだろうな、と。この表情から察するに、木崎は佳多理に気があったのかもしれない。保護欲をかき立てる美少年だから、理解できなくもなかった。

　しかし彼は──生徒会長の五ご条じよう明あけ美みと濃のう厚こうなキスをしていたのだけど。

「もー、ハルったらあたしが佳か多た理りくんのこと訊きくと複雑そうな顔をして何も答えないからさ。てっきり何かあったのかと心配しちゃったよ」

　ぐさり、と胸に深く鉄てつ杭くいが刺ささる思いだった。木き崎さきが佳多理を好きなのはほぼ間ま違ちがいなさそうだ。しかし彼女が佳多理の動向を気にしているということは、佳多理は最近、ほとんど見み舞まいに来ていないということだ。佳多理がそんな薄はく情じような奴やつではないことは、親友の皿次がよく知っている。ただ、五ご条じよう明あけ美みと付き合っていて、そのせいで来られないことも十分考えられた。

　可か哀わい想そうに──と、憐れん憫びんの情を向けてしまいかけて、皿めい次じははっとした。またか！　くそっ、俺おれはどこまでブレれば気が済むんだ！　と、彼は自分の頭を小こ突づきたい思いに駆かられた。

　そのとき、ポケットの中で震ふるえる感かん触しよくが生じた。携けい帯たい複合端たん末まつをポケットから引ひき抜ぬき、受信を確認すると、陽はる月つきからのメールだった。少しばかり嫌いやな予感を感じながらメールを開くと、そこにはあっさりとした一文が。

『どかん』

「うあああああああああ待てやコラ！」

　すっかり忘れていたが陽月は入いれ違ちがいで帰ったと木崎は言っていた。そして、学校で陽月は帰宅したときに皿次が家にいなければ……と爆ばく破は予告をしていたではないか。

　皿次はあわてて陽月へとコールしながら、椅い子すを倒たおして立ち上がった。驚いた顔の木崎へとビシッと手を挙げて言い放つ。

「すぐに帰らないと殺されちまう。じゃあな！　それと……何にもしゃべりやがらねえルナの代わりに、また色々と教えてくれよな」

　そう言うと、木崎は無む邪じや気きな笑顔でうなずいた。

「おう！」




　家に帰ると仏ぶつ頂ちよう面づらの陽月に迎えられ、気まずい夕食を囲んだ。今日は試合がないのであとは寝ねるだけだが、その時間がいつもよりもさらに長く感じた。

「一体どこに行っていたの」

　と陽月が珍めずらしく自分から声をかけてきたので、皿次は包つつみ隠かくさず説明した。陽月の後を追って総合病院へ行ったこと。途と中ちゆうで道に迷った結果、陽月とは行き違いになってしまったこと。木崎と会話したことも含ふくめて話した。べつに隠し事をする気はなかったからだ。すべてを聞き終えると、彼女は深いため息とともに紅茶のカップに口をつけた。

「あまりわたしのことを嗅かぎ回まわらないで」

「うるせえ。べつにお前のことが気になってるわけじゃない。ただ、あまりにもお前が何にも語らないから、こっちは情報不足なんだよ。仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤーの能力だって、木崎が説明してくれなきゃ俺は何も知らないままだったんだぞ」

「何を語ろうが語るまいが、わたしの勝手でしょう」

　つんとすまして言い放つ。腹立たしい態度だ。

「チッ、くそ忌いま々いましい女だな……こんな首輪がなけりゃぶっ飛ばしてるのに」

「わたしに三回もぶっ飛ばされたくせに」

「うるせえ！　最初の一回は目くらましで他の二回はマグネットリードじゃねえかよ！」

「ふん」

「ケッ」

　彼ひ我がの間に険悪な空気が流れる。これでは共鳴どころの騒さわぎではなかった。

「チッ、木き崎さきのほうがよっぽどイイ女だったぜ。佳か多た理りもあれくらいの女に好かれてんのにもったいねえ奴やつだよ」

　陽はる月つきへの悪態のつもりで吐はいた言葉だった。だから、佳多理を引き合いにしたことに特段意味などなかった。しかし陽月が食いついたのはその部分だった。

「……皿めい次じ、もしかして美み紀きに御陵みささぎくんの話をした？」

「あ？　べつに。ただ、元気してるかって聞かれたから普ふ通つうに元気だよ、っと」

「御陵くんが生徒会長と付き合ってるかもしれない……って話はした？」

「いんや。まあ俺おれも佳多理とあの高身長女のことは知ってたけど、わざわざ暴ばく露ろする気も起きなかったしな」

「……そう」

　陽月はうつむいてしまう。

「どうした？　なんか佳多理の話をしてマズイことでもあるのか？」

「マズイも何も……美紀は、入院前は御陵くんと付き合っていたの」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのかわからなかった。佳多理が、木崎と？　しかし佳多理は今日の放課後、生徒会長の明あけ美みと熱いキスを交わしていたではないか。

「木崎の様子からして、佳多理の奴やつ、見み舞まいに行ってねえだろ？　もしかして入院してからそれっきりなのか？」

「ええ。それっきり。気がついたら当たり前のように生徒会長と彼が付き合ってるって噂うわさが学校に流れていた」

　陽月は静かな口調で言った。自分自身のことを語るとき以外は、とても饒じよう舌ぜつである。柳りゆう眉びは鋭するどくつり上がり、ありありと怒いかりが見て取れた。教室で明美が佳多理を迎えに来ていたとき、やたらと苛いら立だっていたように感じたのは気のせいではなかったのだ。

「しかしなんであいつが……そんな二ふた股またみたいな真ま似ねをする奴じゃないだろ」

　皿次はショックを隠かくせなかった。幼い頃ころからの親友なのだ。地下にしては裕ゆう福ふくな家庭で育ったからかもしれないが、彼は心優しい少年だった。皿次が露ろ店てんでりんごを盗ぬすんだら、自分の小こ遣づかいを後でこっそり店主に渡しに行くような奴だった。それがまさか簡単に女を乗のり換かえるような奴に成り下がっていたなんて。

「美み紀きが試合で負けて入院してから、会わなくなって、それ以来、自然消しよう滅めつだと思う……なんて美紀には言えないけれど」

「あいつはまだ続いてるつもりなのか」

「たぶん……きっと御陵みささぎくん、美紀に幻げん滅めつしたんだと思う」

「幻滅？」

「ええ。彼、幼いところがあるでしょう？　美紀と付き合っていたのも、きっとダブルス・マネーのスター選手だってことで、好奇心とか憧あこがれが先行していたんだと思う。だから、惨ざん敗ぱいして、選手復帰も困難な彼女には興味を失くしてしまったのかも」

　皿めい次じは愕がく然ぜんとした。

　陽はる月つきはふたたびティーカップを手に取り、音も立てずに啜すする。

「──だから、恋愛なんて面めん倒どう。人との関わりなんて、最低限でいいのに」

　ぽつりとつぶやいた彼女の言葉。皿次はこればかりは大いに同感だった。他人との関わりなんざ最低限で構わない。そんな排はい他た的てきな意見が他人と合わさるという皮肉を思いながら、皿次は陽月に続くように紅茶に口をつけるのだった。




　　　　３




　全身を鎖くさりで縛しばられながら皿次は、遠くで陽月が蹴け飛とばされて紅べに色いろのデッドラインの外へと転がっていく姿を見ているしかできなかった。

　今日も今日とてそんな無様な敗北を喫きつした二人は、観客のブーイングの中、アマチュア用の競技場を後にした。連戦連敗。手も足も出ずに敗北する試合が続いた。原因は明白で、皿次の圧あつ倒とう的てきな力不足である。スキルも持たず、突とつ出しゆつしたステータスもない。そして困ったことに陽月の魔ま術じゆつと言えば、ウォーリアーを強化したり弱体化させたりするものが主力である。つまり、相手ウォーリアーと実力が拮きつ抗こうしている場合にこそ価値の高い魔術であり、皿次がもっと強くならない限りフォローし切れないのだ。

　とはいえまったく進歩がないわけでもない。ここ数日の連戦により、皿次の体は安全装甲セーフテイ・アーマーに慣れ始めていた。もっとも、制せい御ぎよ段階が三から七に上がったところで、他のウォーリアーはほとんど制御段階一〇前後なのだけど。

　観客はだんだんと愛想を尽つかし始はじめ、陽月の試合とはいえ、もうアマチュアステージは観戦しないと掲示板で宣言する声も多々見られ始めていた。

　競技場を出た二人は、夜の遊歩道を、肩かたを並べて歩いていた。もちろん無言である。いつもは一いち郎ろうが出迎えてくれるのだが、今日は天空高等民街ユートピアでの会議が長引いているだとかで迎えに来られないらしい。やがて三方向の分かれ道に差しかかる。高たか見み高校へ続く道と、病院へ続く道、そして帰路の三つだ。立ち止まった陽月が、ぽそりと言葉を漏もらした。

「……あなたはがむしゃらに向かっていきすぎだと思う。もっとわたしの言うことを聞いて」

「チッ……偉えらそうなこと言うんじゃねえよ」

　言い方が癇かんに障さわり、皿めい次じは感情的に言い返してしまう。

「後方から魔ま術じゆつカードでせこせこやるしかねえ奴やつが偉そうな口利きくなよ。実際に戦ってんのは誰だれだと思ってんだ」

　その言葉に陽はる月つきははっと胸を衝つかれたような顔をした。そして、傷ついた犬のような弱々しい表情でうつむいてしまう。月の光の下、三日月のピアスが儚はかなげに揺ゆれた。

　そして、皿次は自分が吐はき出だした言葉の意味に気づく。彼女は、《太陽と月の女神の気まぐれ》の効果が、結果的に木き崎さきを傷つけたことを後こう悔かいしている。実際に戦ってるのは誰だ。皿次のこの言葉は、彼の意図よりもずっと深く陽月の胸を抉えぐったはずだ。

　あわてて言いい繕つくろおうとして、思い直す。どうして俺おれがこんな奴に気を遣つかわなければならないのだ、と。もうよせと制止する自分と、ここまで来たら引き下がれないと暴走する自分がせめぎ合い、後者が勝ってしまった。

「だいたいよぉ、ウィザードなんてこんなもん誰でもできるんじゃねえか？　ただカードを読み込ませてプログラムを起動させるだけだろ。オイ、貸してみろよ」

　皿次は陽月の荷物を引ったくり、カバンの中からブレインリーダーと一枚の魔術カードを取り出した。

「あ……駄だ目め」

　伸びてくる彼女の白い手を回かい避ひし、皿次はブレインリーダーを額に巻きつけた。その瞬しゆん間かん、ブレインリーダーが起動し、皿次の脳内情報にアクセスする。

『新規装着者の記き憶おく情報を同期します』

　電子音声が流れる。すると瞬しゆん時じに皿次の脳内に、これまでの人生の記憶が連続写真のように再生された。思わず顔をしかめる。そこには微ほほ笑えましい思い出が少しと、もう二度と思い返したくもない光景がたくさんあった。やがて皿次の脳内情報の認証が完了したのだろう、ブレインリーダーは『同期完了。新規ユーザーの登録を完了しました』と発声し、静かになった。

「これを着けてカードを読み込ませれば、俺だってウィザードになれるんだ。本当、ウィザードなんて楽なもんだよなァ？」

「駄目──危ない！」

「こうやってカードをスライドすれば一発なんだろ？」

　陽月の制止を無視して、皿次はカードをリーダーに滑すべらせた。ん、危ない？　寸前で何やら物ぶつ騒そうなことを言われたような気がしたが、もう遅おそかった。

「な──なんだこれッ？」

　脳が締しめつけられるような痛み。そして脳内に文字の奔ほん流りゆうが起こった。縦じゆう横おう無む尽じんに走った無数の記号のような意味不明な文字が前から後ろへと超高速で流れていく。まるで文字のプールに飛び込み、全身を包み込まれているかのような錯さつ覚かく。情報の洪こう水ずいが脳内を冒おかし、目が血走り、裏返っていくのを実感する。

「グ……あ……あ……ッ？」

　腹を痛いぐらいにつかみ、シャツをくしゃくしゃにして、膝ひざをつく。ぐわんぐわんと脳みそをかき回されたように視界が揺ゆれる。胃からこみ上げてくるものを、どうにもならない逆流を、欲求のままに地面に吐はき出だした。吐き気が止まらず、背中が痙けい攣れんする。

　文字と記号の奔ほん流りゆうが収まってからも、皿次はしばらく立ち上がることができなかった。

「はあ、はあ……なんだ……なんだこれ……」

「ごめんなさい、言っていなかったわたしが悪い……ブレインリーダーに魔ま術じゆつカードを読ませると、プログラムの実行キーを脳内処理しなければならないの。キーはランダムで毎回変わるのだけど、それを解読するために長い暗号を瞬しゆん時じに脳内解読しなければならない。たしかにあなたの言うとおり、暗号の解読法さえ憶おぼえれば誰だれにでもウィザードになれる。適性があると言えば、頭の回転がそれなりに速い、ということくらい」

　皿めい次じは地面についた手を、砂ごと握にぎりしめた。手の中にざらざらした感覚を感じながら、吐き気とともにどうしようもない悔くやしさがこみ上げてきた。

　弱かったのは陽はる月つきじゃない。魔術カードを使うのにも、苦労はあったのだ。大体、競技の性質上、ウィザードは安全装甲セーフテイ・アーマーからの補正をほとんど受けられないまま、敵の最終目標として絶対に狙ねらわれるのである。何が安全か。さっきの試合だって敵はウォーリアーの皿次を鎖くさりで縛しばると、彼のことなど見向きもしないで陽月を殴なぐりに行ったではないか。

　そんなことも理解せずに、自分の弱さを棚たな上あげして陽月を責めてしまった。それも、彼女自身の心の奥おく底そこに大事に保管されていたであろう、過去の自責を刺し激げきするように。

「それ、返して。ここ掃そう除じしたら、帰ろう？」

　言われたとおりにブレインリーダーを外し、カードとともに陽月に手渡す。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　冷たい感かん触しよくが額に触ふれた。陽月が身をかがめて、皿次の額に手を当てていた。襟えり足あしの短い黒のショートヘア。前で分けた髪かみの間から覗のぞく白い相そう貌ぼうが、夜よる闇やみの中でも、夜よ目めの利きく皿次にははっきりと見て取れた。黒く吸い込まれそうなキャンディ型の瞳ひとみが皿次の赤い目をじっと見つめている。そこに浮うかんでいる感情は、敵意でも哀あわれみでもなかった。地下時代、皿次が風か邪ぜをひいて床とこに伏ふしているとき、看病してくれた長おさの顔と同じだ。

　どうして彼女はそんな顔をするのだろう。銀ぎん髪ぱつと赤目を見て、嫌けん悪お感かんを示していたはずなのに。陽月は、皿次が地下出身者というだけで彼を嫌きらっていたのではなかったのか。

「顔、近ちけえよ」

　皿次が目を逸そらしてぽそっとつぶやいた。

「え……あっ」

　言われてようやく陽はる月つきは気がついたらしい。額に手を当てたまま彼女は、いつの間にか鼻がくっつくぐらいに顔を近づけていたのだ。息がかかるほどの間近にあった双そう眼がんが大きく見開かれ、頬ほおに微かすかな体温の色が生じる。

「あ……あまり馴なれ馴なれしくしないで」

「近づいてきたのはてめえだろうが」

　吐はき捨すてるように言った瞬しゆん間かん、不思議な痛みが胸の奥おくをきりりと締しめつけた。

　今、一いつ瞬しゆんだけ……陽月と距きよ離りが近づいたことを、喜んでいる自分がいなかったか？

　そう思いかけて、皿めい次じは面白くない感情を放り捨てるように、思い切り髪かみをかきむしった。

　そんな感情はどうでもいい。自分は個人的な感情から陽月と近づきたいのではない。試合に勝つためには共鳴しなければならない。共鳴のために、陽月とは険悪じゃないほうが良いに決まっている、そうだ、そういうことだ。と、彼は自分に言い聞かせた。




　翌日の放課後、皿次は陽月に「必ず帰るから」と告げて総合病院へと赴おもむいた。陽月は当然渋しぶい顔をしたものの、皿次の本気を表情から見て取ったのだろう、承しよう諾だくしてくれた。

　受付の女性の挙きよ動どう不ふ審しんな対応と患かん者じやたちのぶしつけな視線を意に介さず、まっすぐに木き崎さきの病室へと向かう。

　木崎は窓際のベッドで上半身を起こし、テレビを見ていた。ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネーのプロステージの試合である。現役時代の姿からは想像もできない儚はかなげな所しよ作さ。いまここにいるのは、死神の従者というよりはむしろ薄はつ幸こうの少女である。

「よお」

　簡潔に言葉をかけると、木崎は機き敏びんな仕草で振ふり向むいた。驚かせてしまったのかもしれない。彼女は瞬まばたきすると、にかっと歯を見せて笑った。

「本当に馴れ馴れしいね、キミ」

　自分でもそう思う。木崎と会うのはまだ二回目だというのに、どこか数年来の友人のような錯さつ覚かくがあった。彼女の気さくな態度はとても接しやすいのだ。皿次はベッドの近くに椅い子すを寄せて、以前と同じようにどっかりと腰こしを落ち着けた。

　木崎は猫ねこ目めをきゅっと引き、いたずらっぽい流し目を向けてきた。

「ぬふふ。足あし繁しげく美少女の病室に通うだなんて。キミもこの美み紀きちゃんの虜とりこなのかな」

「それはねーわ」

「うっわ超冷静な返し！　つまんねー」

　けらけらと陽気に笑う木崎。動くのなら、足をばたばたとばたつかせていたところだろう。ひとしきり笑うと、彼女はふいに猫目を引ひき締しめた。

「──んで？　あたしに訊ききたいことがあるんでしょ？」

　木崎はずばりと的を射い抜ぬいてきた。茶ちや髪ぱつのセミロングが元気に揺ゆれる、猪ちよ突とつ猛もう進しんで野生的な少女。現役時代の凄すごみこそ消え失せてしまっているが、感性の鋭するどさは健在のようだった。

　もちろん皿めい次じは、木き崎さきとただおしゃべりするためにこの場所へ来たわけじゃない。

　白いベッドのシーツに手をつき、その柔やわらかい質感に額を押おしつけた。土下座のようなポーズ。プライドも意地もかなぐり捨てた負け犬の仕草だった。

「頼たのむ。俺おれに……勝ち方を教えてくれ」

　視界は白いシーツのみ。木崎がどんな顔をしているのかもわからない。きっと呆あきれているか唖あ然ぜんとしているか、あるいは無様な姿をせせら笑っているか。そのどれでも構わない。しかしこんな無様な行こう為いに及およんででも、陽はる月つきとペアを組み、十九連勝という黄金時代を築きずき上あげた木崎美み紀きに戦い方を伝授してもらいたかった。アマチュアステージでデビューしてから数戦、一度も勝てずに苦く汁じゆうをなめ続けた。この状じよう況きようから脱だつ出しゆつしたかったのだ。

「お前はどうやってルナと共鳴したんだ？　戦いで勝つためには、どうすればいいッ」

　しばらく沈ちん黙もくが降りた。やがて皿次の銀色の頭に、手の感かん触しよくがあった。はっとして視線を上向けると、木崎が穏おだやかな表情で彼の頭を撫なでていた。窓から差し込む橙だいだい色いろの光に浮うかび上あがる木崎美紀は、いつもの無む邪じや気きさとは違ちがう雰ふん囲い気きをまとっている。女神……いや、もっと単純な……そう、母親のような。

「キミはよくがんばってるよ。あたしだってスキルがなかったり、敵との間に制せい御ぎよ段階の開きがあったら怖こわくて仕方ないのに……キミは果か敢かんに立ち向かってるじゃん」

「でもよ、空回りなんだよ……駄だ目めなんだ。全然上手くいかねえ」

　不思議と弱音がすらすら出てきた。陽月相手ならばきっと、意地になって強い言葉を放っているだろう。しかし木崎に対しては素直に言葉が漏もれた。普ふ段だんの生活の距きよ離り感かんの違い。あるいはこれが木崎の持つ魅み力りよくのひとつなのかもしれない。

「とにかくハルのことを信じて、彼女の言葉に耳を傾かたむけてみなよ。結構、ぶつかり合ったりしちゃってるんじゃないの？」

「それはあいつがだな！」

「ほらほらほら、そういうの駄目」

　指し摘てきされて、皿次はぐうの音ねも出なくなる。木崎は遠い目で、昔を懐なつかしむように言った。

「でも、あたしもそんな感じだったな──すごく好戦的だって、眼鏡野郎にも言われたっけ。ハルがもっと落ち着いて戦えってうるさかったんだこれが。勝ってるうちは良かったよ。あたしの《幸運》とハルの《太陽と月の女神の気まぐれ》がある限り、あたしは好き放題に暴走できた……でもね、負けて初めて気がついたんだ。ダブルス・マネーは攻守双そう方ほうのバランスが取れていなければ勝てない競技なんだって。相手の動きや狙ねらいを見極めるためにも、頭を冷やしてきちんと戦せん況きようを見なくちゃいけない……あはは。いまさら理解しても遅おそいんだけどね」

　自分のつまさきを見つめながら語る仕草はどこか寂さびしそうだった。しかしそんな様子は一いつ瞬しゆんだけで、すぐに明るい笑顔に戻もどる。

「ハルもそれを理解しただろうから、いまの彼女ならきっと、《幸運》に頼たよるまでもなく、もっといい戦いができるんじゃないかな」

　皿めい次じは木き崎さきの声に聞き入っていた。

　彼女は本当に芯しんの強い女だと思う。敗北し、半身不ふ随ずいに追いやられて、そして初めて何かを見出したのだ。悲しみに暮れるでもなく、怒いかりに狂くるうでもなく、ただ己の姿を省みて、素直に敗因を受け止めて前へ進む。簡単なようでいて難しいことだと思う。

　皿次が深刻に表情を沈めていると、木崎の手がぽんぽん、と銀色の頭を撫なでた。

「とはいえ、ハルに歩み寄れないのは、キミのせいってわけじゃないとは思う」

「あ、あんまり触さわるんじゃねえよ……俺おれのせいじゃないって、どういうことだ？」

「そのままの意味だよ。二人が共鳴できなかったり、仲良くなれないのは、キミよりもむしろハルの方に問題があるってこと」

「んなことねえよ。あいつは俺が暴走するのを止めたり、極力、協力して戦おうとしてた。全部ぶち壊こわしてたのは俺だ」

　そう言って、皿次はどうして自分が陽はる月つきをかばうような言動を取っているのかと、心の中で首をひねった。とはいえ言葉に嘘うそはない。陽月はブレインリーダーを使って魔ま術じゆつを使い、その度にあの怒ど濤とうの暗号を解読していた。あれほど脳を酷こく使しする思考活動と並行し、皿次に気を遣つかったり魔術カードで自らを犠ぎ牲せいにしたりしていたのだ。彼女にどうして非があると言えるのだろう。陽月のことは気に入らないが、彼女を責めるのは男としてのプライドが許さない。

「いやいやいや。ハルの態度はぎこちないんじゃないかなー。キミが嫌きらっちゃうくらいには、ハルはキミに対して嫌いやな態度を取ってると思うよ」

　まるで現場を見てきたかのような言い回しだ。木崎の言葉に皿次は、これまでの陽月とのやりとりをフラッシュバックさせた。銀色の髪かみと赤い目を見て、眉まゆをひそめた陽月。いくら話しかけても無視を通したり、冷たくあしらう陽月。思い出すとむかむかしてきた。

「ハルがキミに対して辛しん辣らつになっちゃうのはね──その髪と、目のせいなんだよ」

　木崎は真しん摯しな顔で言い切った。皿次はその言葉に、ああやっぱりなとうなずいた。

「気づいてたよ。あいつも他の中セ流ン平ト民ラ街ルの奴やつらと同じだ。地下出身者の俺を侮ぶ蔑べつの目で見てたんだろ？　ンなことは俺が一番よくわかってんだよ」

　言い切った言葉は空くう虚きよな響ひびきだった。こんな自じ嘲ちよう的てきな言葉を、木崎はどんな顔で受け取ったのだろうか。そう思い、彼女の顔を見ると、そこには想像していなかった表情が浮うかんでいた。

　猫ねこ目めが刃は物もののごとくつり上がり、頬ほおには血の色がありありと浮かび上がっている。現役時代の死神の従者の凶きよう暴ぼうな面とまでは行かないが、それはたしかに怒りの表情だった。

「キミ……ハルの悪口は許すよ。あたしも言いたいことある気持ちはわかるし。でもさ、そういう侮ぶ辱じよくは見過ごせない。本気でそんなナメたこと言ってんなら、ぶちのめす」

　皿次は人知れず唾つばを吞のみ込こんだ。とてつもない迫力だった。病院のベッドに半身を起こしただけの少女からこれだけの殺気が放たれるなんて、誰だれが想像できるだろう。木き崎さき美み紀きがかつて陽はる月つきと黄金時代を築いたプロ選手だったのだと、初めて身をもって実感した。

「ハルが、そんなくだらない差別感情なんか抱いだくわけない。勝手に決めつけんな」

「け、けどよ、じゃあどうして俺おれの髪かみと目が気になるんだよ。こいつは地下の人間の特とく徴ちようだぜ。この部分をぶしつけに睨にらむってことは、つまり差別感情を持ってるってことだろうが！」

「だからそれが誤解なんだってば──ハルが、銀髪と赤目に苦手意識を持ってるのは、全然別の理由なんだよ」

　彼女は血が滲にじむのではないかと心配になるくらいに強く唇くちびるを噛かみ、虚こ空くうを睨みつけた。

「ハルもわかってるんだよ。キミにつらく当たったって何にもならないことぐらい。でも、それでもあの記き憶おくを払ふつ拭しよくできなくて、どうしても自然体でキミと接することができないんだ」

「あの……記憶？」

「あたしたちから全てを奪うばった謎なぞの男。仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤー──彼の、仮面に隠かくれていない髪の色が……銀色だったから」

「なん……だって……？」

　銀色の髪。それはつまり地下貧民街アンダースラム出身者だということだ。中セ流ン平ト民ラ街ルの人間が地下の人間に差別感情を抱いていることは周知の事実だ。だから、地上の人間はあえて銀ぎん髪ぱつに染めようとはしない。むしろ白髪しらがが増えてきたら意図的に黒く染め直すことが多いくらいだという。つまりファッションとしての銀髪はほぼありえず、仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤーが、皿めい次じと同じ地下出身者である可能性は非常に高くなる。

「ルナは俺を見て、仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤーを連想してるってことか？　だから好意的にもならねえし、微び妙みような距きよ離り感かんを保っている……そういうことなのか？」

「うん。少なくともハルは、ただ地下出身者というだけで相手を差別するような子じゃない。それは絶対。何年もパートナーやってたあたしが言うんだ、間ま違ちがいないよ」

　だから共鳴できない責任のほとんどはハルにある、と木崎は続けた。

「ハルが負の記憶を乗り越えられない限り、コミュニケーションも上手くいかないし、共鳴もできないんじゃないかな」

　陽月の感情は八つ当たりもいいところだ。憎にくむべき相手と同じ髪色だからって皿次に辛しん辣らつに当たるなんて筋が通っていない。しかし、そこまで考えて皿次は自分自身に問いかけてしまう。

　──じゃあてめえはどうなんだジェイファ、と。

　皿次が中セ流ン平ト民ラ街ルの人間全ぜん般ぱんを憎んでいたのはどういう理由だったろう。彼の両親を詐さ術じゆつで陥おとしいれ、踏ふみ台だいにし、地上へと上がって悠ゆう々ゆうと暮らしている奴やつがいた。自らも搾さく取しゆされる側であるにも関わらず、さらなる底辺を踏みつけることで優越感を感じる劣れつ悪あくな中セ流ン平ト民ラ街ルの人間を知っていた。そんな奴らが許せなかった。安あん穏のんと暮らしている中セ流ン平ト民ラ街ルのクズ共から夢を奪い、すべてを奪い、叩たたき落おとしたかった。

　しかし皿めい次じが憎にくんでいたのもまた、中セ流ン平ト民ラ街ルの中でも一部の人間なのではないのか？　虫眼鏡で一部だけを拡大して、全体を憎んでいたのは皿次も同じだ。仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤーと同じ地下貧民街アンダースラム出身の皿次を憎んだ陽はる月つきを、どうして糾きゆう弾だんできる？　できない。できねえよなぁ。

「そうかよ……そういうことだったのかよ……」

「ちゃーんと話してみな？　ハルってさ、きちんと心を開いてくれれば、すごくいい子だよ」

「ははっ……そう、なのかもな」

「ふふっ。道は開けそう？」

　木き崎さきが無む邪じや気きに首を傾かしげた。皿次は彼女の頭を力強く押おさえつけると、わしゃわしゃと不器用にその頭を撫なでまくった。

「うわわわ。何すんのさ！」

「お返しだ馬鹿野郎──世話になったな。おかげで俺が進むべき道が見えた気がするぜ」

　髪かみをかきまぜられて頬ほおを膨ふくらませていた木崎が、ぱっと笑顔を咲かせた。彼女は彼女で、陽月と皿次の行く末に気を揉もんでいたのだろう。自分が半身不ふ随ずいの大変な状じよう況きようだというのに、ずいぶんと博愛的な心がけだ。

　皿次は口元に勝ち気な笑みを刻んだ。

「待ってろや。すぐに勝利の一報をくれてやる」




　病院からの帰りがてら、薬局に寄ってヘアマニキュアと店員に薦すすめられて保護クリームを購こう入にゆうした。髪を染めるのに脱だつ色しよくが必要ないため、表面をコーティングする形になるだろうと店員が説明してくれた。また、染めるときには新聞紙や手袋、時計に鏡にヘアクリップなどもあるとスムーズに事を運べるとアドバイスしてもらう。

　薬局のビニール袋をぶら下げて帰宅した皿次を見て、陽月はきょとんとしていた。皿次は開口一番こう言った。

「髪を染める。新聞紙と手袋、あと持ってたらヘアクリップをよこせ」

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた陽月だったが、やがて我に返ると、頭上に疑問符を浮うかべた。

「染めるのはあなたの自由だし、好きにすればいいと思うけど……いきなりどうしたの？　名前を変えるときだって、そんなの必要ないって言ってたじゃない」

　陽月はきっと、皿次が差別感情に負けて染せん髪ぱつしたいと言い始めたのだと勘かん違ちがいしているのだろう。でもそうじゃない。たしかに佳か多た理りのように銀ぎん髪ぱつと赤目を隠かくそうとしなかったのは、ありのままの自分でいるためだ。しかしそんなつまらないプライドのために陽月と共鳴できず、試合に勝てないと言うのなら。

「俺は勝ちたいんだ……勝つためなら、この髪へのこだわりなんざ捨ててやる」

「な……もしかして、聞いたの？　美み紀きに」

「ああ。お前は俺の銀髪が嫌いやなんだろ。地下出身者への差別感情なんかじゃなく、負けたときの記き憶おく、木き崎さきを病院送りにされたときの記憶が、お前を苦しめてるんだろ」

「……わたしのために、染めるの？」

「ふざけんじゃねえ。誰だれがてめえのために行動するかボケ。俺おれのためだ！　俺が、この俺が、勝負に勝つために染めるんだよ。勘かん違ちがいするんじゃねえ」

　陽はる月つきは呆ぼう然ぜんと突つっ立たっていた。が、やがて肩かたの力が抜ぬけたように笑みをこぼした。

「呆あきれた。こんな会ったばかりのよくわからない女の子のために、信念を曲げるなんて」

　あ、と皿めい次じは声に出してしまわなかったか心配になり、口を手で覆おおってしまった。思いがけず陽月の顔に浮かんだ新しん鮮せんな表情──笑顔。その無防備で氷の解けた顔に、不覚にも心がざわめいてしまいそうだった。

「あなたの本気はよくわかった……ごめんなさい、わたしのせいなのに、気を遣つかわせて」

　目の前にいる少女は誰だ。一いつ瞬しゆん、皿次はわからなくなる。今日はやけに素直すぎやしないか。あの冷たくて人の話をすぐに無視して他人を馬鹿にしきった少女はどこへ行ったのだろう。

　きちんと向かい合って話せば、陽月はただの愛らしい少女だった。

　──愛らしい、と言えなくもないと百歩譲って表現してやらなくもない、少女だ。

　皿次は言い訳がましく心の中で訂てい正せいした。

「皿次が信念を曲げることは、ないよ……わたしも、あなたのことをきちんと見つめずに、髪かみの色だけで過去の憎にくい敵の姿と重ねてしまった。本当にごめん……あなたにも、あなたの生きてきた人生があって、いまのあなたがあるのにね」

　皿次は怪け訝げんに眉まゆを寄せた。陽月の言動に違い和わ感かんを覚えたのだ。彼女の言葉はまるで……皿次の人生を直接その目で見てきたかのようではないか。

　疑問の答えを考えようとした思考は、しかし陽月の突とつ然ぜんの行動によって中断された。

「な──」

　すぐ近くからほのかに香かおるペパーミント。

　陽月の手がさぐるような慎しん重ちようさで、皿次の服の裾すそをつかんでいた。

[image: ]

「な……なにして……やが……」

　ふりほどくのは簡単だった。女の弱い力による遠えん慮りよがちなひとつまみなんて、ほんの少し体をよじるだけで拒きよ絶ぜつすることができた。

　なのにできなかった。

　今までの陽月からは想像もできないしおらしい仕草。力をこめずとも、首に巻かれたマグネットリードの強制力に頼たよらなくとも、それは圧あつ倒とう的てきな力で皿次を束そく縛ばくした。

「あなた、壮そう絶ぜつな人生を送ってきたのね……あなたが奪うばう側に回れと考えるようになったのもうなずけるかもしれない」

「ど、どういうことだよ……何を言ってるんだ？」

「ブレインリーダーには装着者の記憶を保存する機能があるの」

　陽はる月つきが部屋の隅すみに置かれた器具へと視線を向けた。頭にハチマキのように巻く、ベルト状の機械。ウィザードが魔ま術じゆつカードを使用する際に装着するもの。そして先日、皿めい次じの脳内に大量の暗号情報を流し込んで、嘔おう吐とさせた道具。

「記き憶おくを保存する？」

「そう。あれを身に着けたとき、記憶情報との同期を始める、みたいな電子音声が聞こえなかった？」

　皿次は思い出す。言われてみればたしかにそうだった。電子音声の後、今までの記憶が連続写真のごとくフラッシュバックしたはずだ。

「あのフェーズでブレインリーダーは、装着者の記憶を保存しているの。ブレインコンピュータは、人間の脳とリンクするとき、演算能力を最適化するためにあらかじめその人の記憶をキャッシュとして保存しておく──簡単に言うと、その人の経験や記憶を利用して、すでに憶おぼえている事こと柄がらを省略してプログラム実行できるってこと。たとえばフィールドの形状をきちんと記憶しておけば、魔術の座標指定をするときに、わざわざその部分を目もく視ししなくてもいいんだけど、それはブレインリーダーと人間の記憶が同期しているからで」

「いきなり何の話だ？」

「だから……あなたの記憶が、わたしのブレインリーダーに保存されてたの！」

　どこか拗すねたような口調で陽月は言った。

　その言葉にようやく皿めい次じは思い至る。皿次はたしかに一度、陽はる月つきのそれを装着した。そのときすでに皿次の記き憶おく情報はブレインリーダーに保存されていたのだ。そしてその後、陽月がブレインリーダーを装着してみると……。

「お前、俺おれの記憶を覗のぞいたのかよ！」

「わざとじゃない！　わたしもすっかり失念してて……でも、ごめんなさい……覗いたことには変わりない」

　皿次の服に今度は強くしがみつきながら、陽月は表情を暗くした。

「でも、あなたは本当に、本当に奪うばわれて生きてきたのね」

「……言うな」

「小さい頃ころにご両親が騙だまされてなけなしの貯金をなくし、一家心中の憂うき目めに遭あって……でもあなただけは燃え盛る自宅から逃にげ延のび、裏社会の情報を統とう括かつするコミュニティの長おさに拾われて。騙し、騙され、奪い、奪われ……何年も何年も、孤こ独どくに生きてきた」

「言うなっつってんだろ！」

　思わず陽月の体を突つき放はなしていた。やめろ。抉えぐるな。そんなこと他人に知られて、同情を買いたくなんてない。

　しかし陽月は言葉を止めない。急速に溶とけた雪が起こす雪崩なだれが止まらないように、陽月の言葉は流れ続けた。

「本当は妬ねたましかったんだよね。中セ流ン平ト民ラ街ルで暮らす人々が。だから不幸にしてやりたくて仕方がなかった」

「やめろ！　よく知りもしねえくせに、わかったような顔で語ってんじゃねえぞコラ！」

　陽月に歩み寄り、その胸倉をつかむ。彼女の体は軽々と持ち上がった。陽月はされるがままになっている。マグネットリードで簡単にあしらうことができるのに、彼女はそうしなかった。

「知ってるよ、知ってる……わたしと、似てるから」

「──ッ！」

　胸の奥おくが詰つまるような息苦しさに襲おそわれる。

　皿次自身も感じたことがあったはずだ。陽月が両親に売られ、孤独に生きてきたことを知ったとき。たしかに彼は、陽月と自分の境きよう遇ぐうが似ていると感じた。

　皿次は木き崎さきや一いち郎ろうの話を聞き、陽月はブレインリーダーのメモリを読み取り……互たがいにまともな会話を交わしたこともないまま、互いのことを知ったのだ。決して何も知らない他人じゃない──互いのことを熟知している他人だ。

「わたしはわたしで、自力で仮面のトラウマなんて払ふつ拭しよくしてみせる……だから皿次はいまのままでいいよ。プライドを曲げて髪かみを染める必要なんてない。その銀髪は……あなたが、一人でも地下貧民街アンダースラムで強く生きてきたんだっていう、矜きよう持じの証。そんなの、たかがわたしなんかが曲げていいわけがない」

「ルナ、お前……」

「わたしもがんばる……だから皿めい次じも、わたしの声に耳を傾かたむけて。一いつ緒しよに、勝てるようにがんばろう？　ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネー……これはペアで戦う競技なんだから。一人で戦うのはやめよう？　お互たがいに」

　べつにお互いの過去を知ったからと言って、陽はる月つきのこれまでの態度やマグネットリードを用いての暴挙が帳消しになるわけではない。陽月にとっても、不ふ可か抗こう力りよくとはいえ二度も風ふ呂ろ上あがりの全ぜん裸らを見られたことや暴言を吐はかれまくったことがチャラになるわけではない。

　だけど。皿次と陽月はこのとき、初めて、自分自身についての会話を交わした。コミュニケーションの初歩の初歩。あまりにも小さすぎる第一歩をようやく踏ふみ出だしたのだった。




　　　　４




　翌日の夜。

　アマチュアステージのランダムマッチ。競技場は、アマチュアの試合としては異例の集客数を誇ほこり、ざわめいていた。観客たちの目的はたったひとつの対戦カードだった。

　陽月と皿次のペアとファイアーガン＆メタリックヒストリーとの再戦である。数日前に皿次と陽月が惨ざん敗ぱいした相手であり、リベンジマッチなるか、と実じつ況きようは試合前から大いに煽あおっていた。

　しかしそれだけならば、いくら狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デスの試合だからと言って、ここまでの集客は見せなかっただろう。問題はニュースサイトやネットワークテレビのニュースで大々的に流れた情報だった。

『狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デスこと冬ふゆ瀬せ陽月のペアが十一月にプロへのチャレンジマッチ。相手は因いん縁ねんの仮面の二人組。プロステージへの復帰なるか！』

　という煽りにしか見えない情報がお茶の間に一いつ斉せいに流れたのである。当然、一いち郎ろうの差し金による宣伝だった。ダブルス・マネーのファン達は様々な憶おく測そくを展開しており、プロへの挑ちよう戦せんを決めたということは、陽月が何かしら勝利への糸口をつかんだのだとまことしやかに囁ささやかれている。何か新しいことをしてくれるかもしれない、そんな期待が、この何の変哲もないアマチュアステージの一戦にも向けられているのだった。




「なーんて、まだ共鳴すらできてねーんだけどな」

　対戦フィールドに入場した皿次は熱気高ぶる実況や観客の様子に苦笑した。彼の隣となりに並んだ陽月は、両耳のピアスを揺ゆらして皿次の顔を覗のぞき込こむと、小さく微ほほ笑えんだ。

「でもきちんと作戦は立てた。大だい丈じよう夫ぶ。わたしと、あなたなら、できる」

「へっ。あの金属オタクにガンマン気取りのクソ野郎め。この前は蜂はちの巣にしてくれやがったからな……拳こぶしのマシンガンで百倍返しだくそったれ」

　皿めい次じたちの入場から遅おくれて、反対側のゲートから二人の中年男性が現れる。丸っこい体と、西部劇を彷ほう彿ふつとさせる帽子が印象的なファイアーガン。そして細身の長身と幅はば広ひろの安全装甲セーフテイ・アーマー、モデルのような気取った立ち姿が気き障ざったらしいメタリックヒストリーだ。

　ファイアーガンの手には二に挺ちようの拳けん銃じゆうが握にぎられており、腰こしにはマシンガンとライフルが刺ささっている。ダブルス・マネーの試合は基本的に手に持てる範囲であれば道具の持ち込みが許可されている。そうでないと武器使用型のウォーリアーに不利だからだ。ただし銃にあらかじめ弾だん丸がんを装そう填てんすることは許されていない。《弾たま数かず無限》スキルを持つファイアーガンではあるが、最初の一回だけは装填しなければならないはずだ。

　何の因果か今回もまた都会フィールドだった。閑かん散さんとした大都市の只ただ中なかで、四人の選手達が対たい峙じする。

『それでは魔ま術じゆつカード公開フェーズ！　互たがいに試合に使用する全てのカードを公開するぞ！』

　実じつ況きようの声が頭上のスピーカーからガンガン聞こえてくる。同時に、フィールド上方にテレビ画面と同じようなスクリーン映像が浮うかび上あがった。上下五枚ずつの、合計十枚のカードのイラストが並んでいる。

　陽はる月つきの五枚はこうだ。

《幻げん惑わく》──対象のウォーリアー一人かウィザード一人に一定時間幻覚を見せる。《フレアエンジン》──対象のウォーリアー一人の速さを一定時間上じよう昇しようさせる。《月光の誘ゆう惑わく》──対象のウォーリアー一人の制せい御ぎよ段階を三段階落とす。《太陽と月の女神の献けん身しん》と《太陽と月の女神の気まぐれ》についてはすでに皿次もよく知っていた。

　メタリックヒストリーの魔術カードは今回もまた、銃じゆう火か器きを創造しての攻こう撃げき系けいの魔術ばかりだった。金属属性のウィザードなのだろう。その火力に圧あつ倒とう的てきな自信があると見える。

　次に実況の案内にしたがってウォーリアーのスキル公開フェーズに移行した。もちろん皿次のスキルはなし。観客が落らく胆たんする顔がありありと目に浮うかぶ。そしてファイアーガンのスキルは前回と同じく《弾数無限》と《視力補正》であった。

　制御段階の公開では、皿次が七、ファイアーガンが一四だった。かなり開きがある。

　すべての前準備が終わり、皿次と陽月は表情を引ひき締しめた。ファイアーガン＆メタリックヒストリーにも緊きん迫ぱくした空気が走る。両ウィザードの足元から、それぞれ青白いラインと紅べに色いろのラインが波は紋もんのように拡がり、半径二十メートルの円を形成した。

『それじゃあ準備はいいかな──試合開始ッ！』

　その宣言と同時に、一いつ瞬しゆんだけ、すべての音が消え去る。実況の声も観客の声せい援えんも届かなくなる。ダブルス・マネーの競技フィールドは観客席とは遮しや断だんされており、観客から選手達の様子は覗のぞけるものの、選手側からは観客の姿が見えない。そして試合が開始すると、実況の声も何もかも届かなくなるのである。これは不正を防止するためだ。以前に陽月が言っていたように、魔術カードの中で「対象を取る」ものに関しては、ウィザードが視し認にんしていなければ当てられない魔ま術じゆつなどもある。昔には観客席を利用した不正なども蔓まん延えんしていたらしく、防止策が取られたのだという。

　試合開始直後、皿めい次じは──対戦相手に向かって全力で駆かけ出だした。

「ハッハー！　また馬鹿の一つ覚えみたいに突つっ込こんでくるのかよ！　いい的だぜぇッッ！」

　きっとそれは観客も感じているだろう。底辺世界の愚者アンダー・ジ・イデイオツトが懲こりずに正面から突っ込んでやがる、この馬鹿めが……と。

　しかし今回は皿次の独断ではなかった。綿めん密みつな作戦に基もとづいた行動だ。

　ファイアーガンが銃じゆうに弾だん丸がんを装そう填てんしようと動く直前、陽はる月つきが二枚のカードを同時にブレインリーダーにスライドさせた。流れるような美しい所しよ作さで、右手を振ふり抜ぬく。

「──《月光の誘ゆう惑わく》と《フレアエンジン》を発動」

　すると、陽月の体から煌きらびやかな光が二つ、放たれた。片方の光は皿次の体に、もう片方の光はファイアーガンに。まさに光の速さで吸い込まれていく。

「魔術を二枚同時に使う……そんなことができるのか？」

　メタリックヒストリーが頬ほおを引きつらせた。

　疑問ももっともだろう。ブレインリーダーに魔術カードを読ませると、プログラムを発動させるキーとして暗号を解読しなければならない。二枚同時に読み込ませるということは、二つの暗号を同時に解読したことになるのだ。

　これは陽月の驚異的な頭の回転速度が為なせる技だった。

　陽月の《フレアエンジン》によって加速を得た皿次は、一気に速度を上げる。前回の試合では突っ込む間に敵の装填が終わっており、射しや撃げきによる迎げい撃げきを受けてしまった。ファイアーガンは一度装填すれば、あとは無限に弾たまが生成されるため、その必要がなくなる。だから今回の作戦は単純だ──相手が最初に装填する前に叩たたき潰つぶす。

　ファイアーガンは《月光の誘惑》により、動きがほんの少し鈍にぶっていた。装填に通常よりも手間取ることになる。その一秒、あるいは小数点以下の時間差が勝負を決する。

　──やっぱり、まだ足りない。間に合わない。ファイアーガンの装填前に彼の元に達するには、あと少しの加速が必要だ。

　心の中で陽月の名前を叫さけぶ。彼女のほうを振り返る余よ裕ゆうなんてない。しかし、そのとき彼女が何をしたのか、皿次には手に取るようにわかった。

　皿次の体が急激に加速した。背中から突き飛ばされるような驚異的な反発力を受けて、皿次は一気にファイアーガンに肉にく薄はくした。丸々とした男の目に驚きよう愕がくの色が浮うかぶ。皿次はその顔面に向けて、ありったけの力を込めた拳こぶしを叩たたき込こんだ。

「ぎゃふッ！」

　無様な声をあげて、ファイアーガンが地面に転がった。その手から装填しかけていた拳けん銃じゆうと外れていた弾だん倉そうがこぼれ落ち、散らばった。皿次はファイアーガンの丸い腹の上に馬乗りになり、肉にく食しよく獣じゆうの笑みを口元に刻む。

「つかまえたぜぇ……体のわりにちょこまか動き回りやがって。ぶちのめす」

「あ、ありえねーっ！　なんだよいまの動き！　魔ま術じゆつカードも使わずにあんな加速ありえねーだろおいおい！」

「こいつだよ」

　皿めい次じは首を傾かたむけて、ファイアーガンの目に鈍にび色いろの輪をさらした。一いち郎ろうに捕とらえられたその日に装着させられ、陽はる月つきに主しゆ導どう権けんを握にぎられるきっかけとなった道具、マグネットリード。

　陽月は最初に説明した。マグネットリードの機能は、それを装着している者を引き寄せることと──逆に、突つき放はなすこと。そして効力の有効範囲は半径百メートルである、と。

　そしてダブルス・マネーの試合は「手に持てる範囲で持ち込みが自由」である。

　陽月はいま、皿次に対してマグネットリードの機能で突き放したのだ。そうすることによって加速が上乗せされ、結果的にファイアーガンの装そう填てん前まえに到とう達たつすることができたのである。

「なあお前、致ち死し相当ダメージがどれだけ痛いのか、知ってるか？　お前がさんざん撃うちまくってくれたおかげで数十回くらいその痛みを味わったんだよなァ、俺おれ──でさ、思ったわけだ。拳こぶしでも、致死相当ダメージに到達できるのか……ってな。なァ、あんたはどう思う？」

　ファイアーガンの顔が急激に青ざめた。

「ひっ、す、ストップ」

「するわけねえだろボケ！」

　ありったけの怨えん恨こんを込めたパンチをお見み舞まいする。安全装甲セーフテイ・アーマーが顔面への直ちよく撃げきから身を守るのにも構わず、皿次はその上から何度も何度も殴なぐりまくった。ファイアーガンの肉感たっぷりの顔が歪ゆがみ、唇くちびるが切れて真っ赤に染まっている。やがて彼の両りよう腕うでから力が抜ぬけ、だらりと地面にたれた。

「ケッ、張り合いがねえ」

　皿次はファイアーガンを無力化すると、馬乗りになったままメタリックヒストリーへと顔を向けた。ひっと喉のどを鳴らして、細身の金属オタクが後ずさる。そして一枚のカードをリーダーに滑すべらせた。

「《自動小しよう銃じゆう》発動！」

　地面を形成する半液体金属の塊かたまりが盛り上がり、瞬しゆん時じに横長の銃じゆうの形を成した。読んで字のごとく、自動小銃を創造する魔術である。

「ふ、ふふふ。銃弾に使われるのは最も美しい金属のひとつである真しん鍮ちゆう！　変形しにくい真鍮は至上の貫かん通つう力りよくを発揮する。さあ我が弾だん丸がんをその身に──」

「《幻げん惑わく》」

　メタリックヒストリーの隙すきだらけな長なが台詞ぜりふにかぶせるように、陽月の凜りんとした声が響ひびいた。

　すると、いきなりメタリックヒストリーがあらぬ方向へ銃を乱射し始める。

「なななな、なんだこれは！　この野や蛮ばんな地下猿えん人じんめ、妙みような技を……貴様はスキルなしではなかったのか？　何故こんなことができる？」

　自動小しよう銃じゆうが左右のビルを片かた端はしから破は壊かいしていく。鏡張りの壁かべが弾はじけ飛とび、街路樹の枝が撒まき散ちらされる。

　これが陽はる月つきの魔ま術じゆつカード、《幻げん惑わく》の力だった。メタリックヒストリーはいま、分身した皿めい次じの幻げん影えいに惑まどわされているのである。

「お前らはな、結局のところ、二対二じゃねーんだ。一対一対二なんだよ……だから十年もアマチュアやってるくせに、共鳴もできねーしプロにもなれねーんだ」

　本物の皿次は、メタリックヒストリーの死角から接近した。

「魔術カードに銃じゆう火か器きでの攻こう撃げきカードしか用意してねえのは、てめえもファイアーガンも、ただ銃を乱射して憂うさ晴ばらししたかったからだろ。なら存分に撃うてよ。偽にせ物ものの俺おれを好きなだけ撃てばいい──だが俺は、本物のてめえをただ一発、殴なぐらせてもらう！」

　死角。視線の反対側から皿次の腕うでが伸び、メタリックヒストリーの下あごを捉とらえた。倒たおれ込こんだ彼の後頭部を踏ふみつけ、皿次は冷たい声音で言い放った。

「さあ楽しい楽しいお遊ゆう戯ぎだ。気絶しちまうくらいに楽しいんじゃねえか？」

「ぐ、ぐぐ……調子に乗るなよ。弾だん丸がん乱──」

「使えるもんなら使ってみろや。てめえの体ごと蜂はちの巣だぜ？」

「──ッ」

　メタリックヒストリーは、魔術カードを握にぎった手を止めた。《弾丸乱舞》は以前に皿次を四方八方から撃うち抜ぬいた強力な魔術だ。しかし皿次はいま、メタリックヒストリーとほぼ体を重ねている。座標指定して皿次を対象にすれば、当然、メタリックヒストリーもただでは済まない。

「つまり……殴りたい放題ってことだ」

　メタリックヒストリーの手から自動小銃をもぎ取り、遠くへ放り投げる。完全に無力化した金属オタクに向かって、皿次は勢いよく拳こぶしを振ふり下おろそうとした。そのとき。

　突とつ如じよとして吸い寄せられるような重力が発生し、皿次は地面にキスをした。したたかに鼻を打ち、皿次は泣き面を上げて叫さけんだ。

「ルナ！　てめえ何しやがんだ！」

　いまの不自然な重力は間ま違ちがいなくマグネットリードの力だった。メタリックヒストリーをぼこぼこにしようと思った矢先だというのに、陽月は一体何を考えているのか。

「駄だ目め。ウィザード相手なら、わざわざ気絶させなくても、デッドラインの外へ投げ飛ばせばいいでしょう？　わたしはあなたの過去は受け入れるし、協力して勝負に勝ちたいとも思える……でも、これだけは譲ゆずれないの。人から必要以上に奪うばっては駄目。そんなことしてると、いずれまた……奪われてしまうから」

　皿めい次じは目が良い。だから遠く離はなれた、紅べに色いろの円の中心に佇たたずむ陽はる月つきの表情もしっかり見えた。彼女は唇くちびるを噛かんで、つらそうにうつむいていた。

　彼女を苛さいなむ後こう悔かい。木き崎さきとともに嬉き々きとして他人から奪うばい続つづけたために訪れた、奪われる瞬しゆん間かん。そこから得た信条だけは、いまだに皿次とは相容れないのである。

「今回だけだぞ」

　皿次は舌打ちすると、メタリックヒストリーの襟えり首くびをつかみ、怯おびえきった彼の体を肩かたに担いだ。これが安全装甲セーフテイ・アーマーの身体能力増強の恩おん恵けいなのだろう。メタリックヒストリーの体が軽く感じられ、皿次は悠ゆう々ゆうと歩くことができた。

　そして、青白く輝かがやく敵のデッドラインの端はしに立ち、舌打ちをひとつ。

「この前はめちゃくちゃ痛かったんだぜ……それを不問にしろってんだ、ルナの奴やつ。ふざけんじゃねえって思うよな。だけど前回一番痛い目にあったのは、チャージガンのダメージを全部引き受けたあいつなんだ。そのあいつが必要以上に殴なぐるなって言ってる──安心しろよ、今回だけは俺に反はん抗こうする権利なんてねえんだ」

　言い切ると、皿次はぞんざいにメタリックヒストリーの体を円の外へと放り投げた。




　二に律りつ背はい反はんの死神と底辺世界の愚者アンダー・ジ・イデイオツトの初勝利は瞬またたく間に広まった。ネットワーク上の掲示板では皿次を批ひ判はんしていた者が手のひらを返したり、逆に余計に嫌けん悪お感かんを募らせたり、反応は様々だった。

　一いち郎ろうはご機き嫌げんそのもので、試合後、高級ホテルの最上階レストランを飛び込みで予約してくれた。皿次も悪い気はせず、人生で初めての、中セ流ン平ト民ラ街ルでも最高級の食事を体験することとなった。

　陽月も食卓で笑顔を見せ、まだ互たがいに信条の齟そ齬ごはあるものの、まともに会話ができるようになっていた。

　しかし、皿次に不安が残っていないわけではない。陽月もまた、笑顔の裏に彼と同じ不安を隠かくしているのだろう。

　──二人はまだ共鳴できていない。プロなら誰だれでもできる、共鳴。制せい御ぎよ段階を極端に上じよう昇しようさせ、発現するまでは誰にもその内容がわからない共鳴スキルを手に入れられる。プロである仮面の二人組に勝つには必ひつ須すであるだろうに、互いに認め合ったいまでさえ、共鳴できないのだ。

　十一月のチャレンジマッチへ向けて、ギャラリーの熱気が高まっていくのと正反対に、皿次と陽月は忍しのび寄よる死神の気配に怯おびえるような、妙みような寒気を覚えていた。
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　週が明けた月曜日、久々の教室に足を踏ふみ入いれた皿めい次じと陽はる月つきは、早速クラスメイトたちに取り囲まれてしまった。口々にファイアーガン＆メタリックヒストリーとの試合の結果を讃たたえ、興こう奮ふんに輝かがやく瞳ひとみで感動を伝えてくれた。

　皿次は口でこそ、うぜえ散れ散れと言うものの、口元には笑みを隠かくしきれていなかった。認められることがこんなにもこそばゆいだなんて、考えたこともなかった──いやべつに嬉うれしいわけではない。断じて違ちがう。と、何だかもうお決まりになりつつある自分への言い訳を胸中で唱えた。

「人気者はつらいねー」

　人の波を掻かき分わけて席にたどり着いた二人を、にこにこ笑顔の佳か多た理りが迎えた。彼は相変わらず線の細い美少年然としており、その無害な笑顔を振ふりまいている。

　木き崎さきのことや五ご条じよう明あけ美みとのキスを思い返し、皿次は一いつ瞬しゆんだけ頬ほおを引きつらせてしまう。そんな表情の変化に気づいたふうもなく、彼は興奮した面持ちで詰つめ寄よってきた。

「ねえねえ、この前の試合では共鳴してなかったよね。ていうか今まで一回も共鳴してないよね。どうして共鳴しなかったの？」

「しなかったんじゃなくてできねーんだよ。まだ一回もしたことねーんだ」

「そうなの？　ふーん……でも共鳴してないと、チャレンジマッチ、きつくない？」

　佳多理もお茶の間に流れた情報を拾ったらしい。親友に心配をかけたくなくて、皿次は虚きよ勢せいを張った。

「仮面の二人組だっけか。あんなん共鳴なんてしなくても俺おれたちの敵じゃねえよ」

「え、それはさすがに……ってことはまだ共鳴スキルが何なのかもわかってないんだよね。本当に大だい丈じよう夫ぶかな。相手はたぶん、共鳴すると制せい御ぎよ段階四〇弱くらいだと思うんだけど」

「四〇……」

　途と方ほうもない数字だった。皿次の制御段階は現在、七。五倍しても足りないくらいだ。一四のファイアーガンですら、ビルの最上階を渡わたり歩あるけるほどの機き敏びんさを発揮していたのだから、その三倍近くの制御段階を持つスナッチャーは一体どれほどのものなのか。

「それとも共鳴以外に何か勝算とかがあるの？　だったら問題な──」

「御陵みささぎくん」

　佳多理の言葉を陽月の冷ややかな声が遮さえぎった。

　皿次は不思議な気持ちで陽月の顔を見やり、目を瞠みはった。陽月が真しん剣けんな面差しで佳多理を睨ねめつけている。彼女は出会ったばかりの頃ころの皿次に対するような冷たい目をしていた。そんな目を佳多理に向けてるのは、皿次の知る限り初めてだった。

　もしかしたら木き崎さきときちんと正面から話し合って別れたわけではなく、自然消しよう滅めつのような曖あい昧まいな別れ方をしたこと。そして木崎に別れを告げないままに放置し、五ご条じよう明あけ美みと付き合い始めたことを怒おこっているのかもしれない。

　しかし、それにしては陽はる月つきは今まで、佳か多た理りの恋愛事情に気づいていながらも表面上は友達を装っていたはずなのだが。他に何か態度を変容させる理由でもあるのだろうか。

「ごめんなさい。これ以上は誰だれにも話せないの。企き業ぎよう秘密みたいなもの」

「そんなー、つれないなぁ……なんだよぅ、そんな怖こわい目をしなくてもいいじゃんよー」

　陽月の冷たさを感じ取ったのだろう、佳多理は苦笑を浮うかべた。

「佳多理」

　そのとき、教室後部のドアから涼すずやかな声が聞こえた。決して大きな声でなかったにもかかわらず、クラスにいた誰もがその方向を向いてしまう。

　そこには五条明美が立っていた。皿めい次じよりもやや高い身長。だぶつきがちな長なが袖そでのボウブラウスをきちっと着こなし、チェックのスカートからは黒いストッキングに包まれた脚あしが艶なまめかしく伸びていた。クールかつコケティッシュな雰ふん囲い気きをまとった生徒会長は、佳多理のほうを見つめると、胸の前で小さく手を上げる。

「会長！　どうしたんですかー？」

　佳多理がぴょこぴょこと小動物みたいに明美へと駆かけ寄よった。

「生徒会で処理しなければならない仕事が発生したのよ。緊きん急きゆうでね。先生にはもう一時間目公欠の連絡が行っているから、佳多理も急いで準備しなさい」

「はーい」

　佳多理は素直に従った。彼がいそいそと自分の席に戻もどり、カバンを漁あさって筆記用具を取り出していると、明美がふいに皿次たちへと顔を向けた。そして、背筋をぴんと伸ばしたまま、足音も立てずに静かな所しよ作さで二人の席へと近づいてくる。

「ダブルス・マネーの試合を拝はい見けんしたわ。冬ふゆ瀬せ皿次くんに、冬瀬陽月さん。プロへのチャレンジマッチ、是ぜ非ひ、がんばってちょうだい。この高たか見み高校生徒会の長として、生徒の精力的活動は全力で応おう援えんさせていただくわ」

「……どうも」

　陽月が硬かたい声音で返した。社交辞令や礼を知らない陽月ではない。それなのに何故か彼女の態度には礼れい儀ぎが欠けつ如じよしていた。

「あまり話す機会もない私がいきなり話しかけたから、驚かれてしまったかしら……とにかく私どもはあなた方に期待しているのよ。失望させないでね」

　そう言い残すと、準備を終えた佳多理を引き連れて、明美は教室を出て行った。明美の姿が消えると、教室内はざわめきを取り戻した。主に五条明美についての噂うわさや佳多理を羨うらやむ声だ。噂と言っても悪いものではない。五条家は中セ流ン平ト民ラ街ルの中でも上流家庭であるといった類だ。

「生徒会長の母はもともと春はる凪なぎ家けの令れい嬢じようという話。五ご条じようは、春凪家が経営している会社の幹部。天空高等民街ユートピアの富ふ豪ごうと結婚させたがっていた両親の反対を押おし切きり、中セ流ン平ト民ラ街ルの五条家に嫁とつぎ、いまの彼女がいるのだとか」

　皿めい次じがぼんやりと廊ろう下かを見つめていると、陽はる月つきが説明してくれた。

「ずいぶんと詳くわしいな」

「これでもわたしは『冬ふゆ瀬せ』だから。四季の家いえ柄がらの事情はよく聞かされるの」

「四季……そうか、春凪！」

　ええ、と陽月はうなずいた。春夏秋冬の四文字だけは、四つの家がそれぞれ権利を持っているため他の誰だれも名字にすることができない。つまり春凪家というのは一いち郎ろうに匹ひつ敵てきする大富豪ということになる。

　五条明あけ美みはその親しん戚せきということか。

「ちなみに御陵みささぎ家けも春凪家が経営する企業の幹部。わたしが以前に、彼はそれなりの家柄の出身だって言ったの、憶おぼえてる？」

　言っていたかもしれない。最初に佳か多た理りを見たとき、皿次は思わずレビンという本名で呼んでしまった。そのときに陽月は皿次の知人だなんてありえないと断言したのである。

　そこでふと皿次は首を傾かしげた。待てよ、おかしい。というかどうしていままでおかしいと思わなかったのだろう。

　佳多理の正体は地下貧民街アンダースラム時代に皿次の親友だった、レビンである。これは本人が明かしたのだから間ま違ちがいないはずだ。しかし陽月は彼を、本当の御陵家の人間だと信じ切っているし、佳多理本人はれっきとした春凪家の親戚筋である五条明美と恋仲だ。この連なりは一体何だろう。佳多理が中セ流ン平ト民ラ街ルに昇のぼったときに作った名前が、たまたま名門の名字とかぶってしまったのだろうか。しかし御陵などという、字で書くのも面めん倒どうそうでなおかつパッと思いつくとは思えない名字が被り、なおかつ五条家のお嬢様とお近づきになるなんて出来すぎた話だ。

「……まだ信じられないけど」

　陽月が小さくつぶやいた。

「え？」

　皿次が聞き返すと、陽月は首を振ふった。

「確証がないのにいい加減なことは言いたくない」

「な、なんだよまた隠かくし事ごとかよ」

「ごめんなさい。でも……これはあなたにとってすごく酷こくなことかもしれないから」

　陽月は再び秘密をその胸に抱かかえているようだった。以前と違ちがうところと言えば、きちんと対話の上で秘密の存在を明らかにし、言葉で謝罪まで述べていることだ。数日前の彼女の態度を思えば劇的な変化だった。

　だから皿次もいたずらに追及したりはしなかった。

「わーったよ。べつに興味なんてねーっての」

　陽はる月つきとはとりあえずは和解した。しかし彼女はまだ秘密を抱かかえているし、過去の記き憶おくを払ふつ拭しよくできていない。そこを乗り越えない限り、きっと共鳴もできないのだと直感していた。




　放課後に病院へ向かおうと思ったのは、陽月のことを相談したかったのが半分、初勝利の報告を届けてやりたかったのが半分だった。幸いにも陽月は陽月で用事があったらしく、学校が終わると皿めい次じに家に帰っててとだけ告げてどこかへ行ってしまった。

　もうすっかり歩き慣れてしまった平和な街並み。クリアブルーの清潔な建物や手入れの行き届いた街路樹を見て、皿次は自分がどうしてここにいるのかを忘れそうになる。

　最初はただひたすらに中セ流ン平ト民ラ街ルの人間を憎にくんでいた。あのときの皿次は、そこで安あん穏のんと暮らす人々がどういう人間なのか、まったく理解していなかった。地下貧民街アンダースラムから上へ上がった人間や、上から落ちてきた人間から伝え聞く断片的な情報でしか知り得なかった。

　それなのにどうして明確な敵意を持つに至ったのかと言えば、それはやはり両親を破は滅めつに追いやった詐さ術じゆつの男のせいだろう。顔も名前も思い出せない男。彼は、皿次の中での中セ流ン平ト民ラ街ル人のサンプルモデルだった。陽月にとって仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤーが地下貧民街アンダースラム人のモデルだったのと同じだ。人は自分の知り得る最悪の人間をモデルに、それと同系統の人間を一いつ緒しよくたにする。

　──間ま違ちがいだったのかもしれねえ。そんなこと、信じたくはねえけどよ。

　中セ流ン平ト民ラ街ルには陽月がいる。木き崎さき美み紀きがいる。クラスの人間ももはや悪人には見えない。たとえ皿次が冬ふゆ瀬せの姓せいを有しているから差別感情を向けられていないだけだとしても、一度それなりにかかわってしまった人間を悪とは思えないのだ。

　幼なじみであるというだけの理由で、中セ流ン平ト民ラ街ルの人間となったレビンを敵視せず、好意的に受け入れたのと同じである。

　己の理念に揺ゆらぎながら、彼は木崎の病室を目指した。

「あン？　──なんだお前、こんなとこで何やってんだ」

　病室の手前で立ち止まる。そこにいつもはなかったものがあったからだ。

　自転車の車輪よりも大きな車輪が二つ、ゆったりとした椅い子すにくっついている。ひじ掛かけの部分には十字ボタンと青と赤のタッチセンサーが並んでいた。自動車椅子である。車椅子の背からセミロングの茶ちや髪ぱつが覗のぞいていた。皿次の声に茶髪が振ふり返かえる。

「やっと来たなー。考え事でもしてたの？　めちゃめちゃ時間かかったじゃん」

　車椅子に座った木崎は、いつもと同じ猫ねこ顔がおでにっと笑って見せた。

「こんなトコで何やってんだよ。怪け我が人にんは大人しく引っこんでろ馬鹿野郎」

　本当は動いて大だい丈じよう夫ぶなのかと、木崎の体が心配だったのだが、そんなことは言えない。というかそんなこと思ってもいない！　ともあれ、そんな葛かつ藤とうがついつい悪態をつかせてしまう。

　皿次の心中をどこまで察しているのか、木崎は歯を見せて笑うと、さんきゅ、とつぶやいた。

「知ってる？　あたしの病室からは入口がよく見えるんだ。あんたが真ま面じ目めくさった顔で歩いてくるトコもばっちりくっきり」

　彼女は人差し指と親指で丸を作って、そのぽっかり空いた穴を覗のぞき込こんだ。

「ケッ、覗きみてえな真ま似ねしやがって。というか俺おれが来るってわかってたんなら、なおさら病室でじっとしてろよ。なんで外出しようとしてんだ」

「ちょっと散歩したいと思ってさ。たまには中庭でおしゃべりするのもおつっしょ？」

「……おしゃべりじゃねえ。勝つためのアドバイスを聞きにきてんだよ」

　けらけら笑う木き崎さきに、皿めい次じは肩かたをがっくり落としながらそう言った。

　ともあれ中庭に出たいと言う木崎の希望に従って、二人はエレベーターに乗り込むと一階に下りた。木崎は普ふ段だんからよく車くるま椅い子すで病院内を散歩しているらしく、通りすがりの看護師や患かん者じやたちはまたキミかという顔で彼女を見ていた。次に、仏ぶつ頂ちよう面づらで隣となりを歩く皿次の姿にぎょっと目を見開き、「気をつけるのよ美み紀きちゃん！」なんていう声まであがる。俺は野や獣じゆうか何かか。と胸中で突つっ込こんでから、ああでも元々はただの犯はん罪ざい者しやだから大差ないな、と思い直した。

　中庭に出ると、そこは広々とした緑の空間だった。柔やわらかな芝生しばふを踏ふみ行ゆくと、青々と茂しげった木々が立ち並ぶ。この秋の季節に青さを保っているということは人工樹だろうか。と、そこまで考えかけて、皿次は思い至る。そうだ、中セ流ン平ト民ラ街ルには一定以上の面積の敷しき地ちを持つ者には、緑化義務が課せられているのだった。一いち郎ろうの邸てい宅たくがそうであるように、この大きな総合病院もまた、緑化義務の対象なのだろう。

　そんな緑の空間の真ん中で、木崎は大きく背筋を伸ばし、胸を膨ふくらませた。

「う───……んん。やっぱり気持ちいいなぁ、外の空気は」

「お前の病室臭くさいもんな」

「それすっごく失礼な誤解を生む発言じゃないかな！　そりゃあ、消毒液のにおいとか、薬っぽいにおいとか、ぶっちゃけると最悪なにおいだけどさ！」

　木崎はぷうっと頬ほおを膨らませると、車椅子を操作して、木こ陰かげへと移動した。そんなこと言ってるとアドバイスしてやんないからな、とのたまう木崎。それでは適わないと皿次は口をつぐみ、彼女に続いて木陰に入った。木崎と目線を合わせるように木のベンチに腰こしかける。

　まず何から話そうか、皿次が逡しゆん巡じゆんしていると、

「何はともあれ……初勝利おめでとう、愚か者イデイオツト」

　先回りするように木崎は拍はく手しゆした。思わぬ不意打ちに、皿次の表情に一いつ瞬しゆんだけ喜色が浮うかびかけて、あわてて表情を引ひき締しめた。

「当然だっての。俺とルナが本気を出せばあんなもんだ」

「動画を観たけど凄すごい奇策だったね。相手が油断してたとはいえ、普ふ通つうは最初の装そう填てんが終わる前に接近するなんて、思いついても実現できないのに」

「……あ、あんまり素直に褒ほめるなよ。調子狂くるうな」

　あまりにストレートな賛辞には照れてしまう皿めい次じだった。

　木き崎さきは少しだけ愉ゆ快かいそうに笑うと、落ちるように憂うれえた顔になる。女心は何とやらと言うが、木崎の豊かな表情変化はまさに秋の空だった。

「でも、あれが通用するのは同じアマチュアステージの敵までだね。プロステージの連中……特にあの仮面の二人組には通用しないんじゃないかな」

「わかってたつもりだが」

　途と方ほうもない。何せ仮面の二人組は、最強ペアだった陽はる月つきと木崎を破ったのだ。それも木崎の独自のスキル、《幸運》を奪うばい去さるという常じよう軌きを逸いつしたやり方で。

「とはいえ、キミはちょっとだけ戦いやすいかもしれないけどね」

「戦いやすい？　そりゃどういうことだ」

「あの仮面の男の何が怖こわいって、《技能強奪スキルロブ》っていう相手のスキルを奪うスキルなわけで」

　皿次はぴんときた。

「スキルのない俺には《技能強奪スキルロブ》の意味がない！」

「そそそ。奴やつにとってはイレギュラーな存在かもね、キミは。ただ正直、だからって有利になるとは思えない。だいたい、《技能強奪スキルロブ》なんか使わなくても奴は強いよ。何せ、あらゆるプロのウォーリアーから、あらゆるスキルを奪ってるんだ。どこまでスキルを集めたのかは知らないけど、少なくともショップで買えるようなスキルならコンプリートしたんじゃないかな」

　片やスキル絶無で制せい御ぎよ段階は七。片や両手の指で数えられないスキルの数を誇ほこり、制御段階は四〇前後。もしも地下のストリートファイトのように賭かけが行われるとすれば、どちらにベットしたくなるかは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「そしてさらに困ったことに、厄やつ介かいなのは仮面の男だけじゃないんだこれが」

「そういやあまり話題に出てこないが、仮面の二人組のウィザードのほう……仮面の五色魔術師オールラウンダーだっけか？　そいつはどうなんだよ、強いのか」

「デタラメかな」

　あまりにもあっさりした返答だった。

「仮面の五色魔術師オールラウンダーが話題になりにくいのは、彼女が活かつ躍やくするまでもなく、スナッチャーが試合を決めちゃうことが多いから。だけど彼女だって凄すさまじいウィザードだよ」

　木崎の言葉で、皿次はようやく仮面の五色魔術師オールラウンダーが女であることを知った。つまり仮面の二人組は男女一組のペアなのである。

「ハルが太陽と月のレアウィザードだとすれば、彼女は正反対──」

「一属性に特化したウィザードなのか？」

「じゃなくて。太陽と月以外の、すべての属性を持ってるってこと」

　すべて。つまり、火、水、森林、金属、土の五属性が備わっているというのか。

「な、なんだそりゃ。そんなんアリなのかよ！　だって、太陽と月の二属性だって珍めずらしいんだろ？　それを五属性って……」

「まあ、ハルが珍めずらしいのは、単に二属性を持ってるってことじゃなくて、太陽と月が同時に属性として含ふくまれにくいって事情もあるんだけど……それでも奴やつの五属性は異常値ね。オールラウンダーという二つ名の由来はそこにあるんだけど。しかもそれに加えて、奴はどんなバックアップがあるのか知らないけど、物もの凄すごい資金力でさ。一般のペアじゃ手が届かないようなレアで強力な魔ま術じゆつカードを買い集めているって噂うわさ」

　聞けば聞くほど隙すきのないペアだった。背筋に走った震ふるえが武む者しや震ぶるいだなんて言い訳をする気も起こらない。これはまぎれもなく怖おそれだ。

　木き崎さきの澄すんだ視線が皿めい次じへと注がれる。そして、どこか呆あきれたように肩かたをすくめた。

「キミが勝利するには、ハルと共鳴するしかない──そのためのアドバイスを、あたしからもらいたかったんだろうけどさ。あたしに言わせりゃ、こんなトコに来る暇ひまがあるんだったら、正面からハルと話し合いなよ。それが一番の近道じゃないかな」

　皿次ははっとした。木崎の言うとおりかもしれないと思ったのだ。皿次が木崎に頼たよろうとしているのは、彼女が元々陽はる月つきのペアだったからだ。彼女の戦い方、彼女が共鳴に至った方法、それらを聞いて皿次はどうするつもりだったのだろうか。答えは明白だ。参考にし、トレースしようと考えていた。だが木崎はそんな皿次の考えに警けい鐘しようを鳴らしている──そんなことじゃ共鳴なんてできないぞ、と。

　どうして陽月と正面から話そうとしなかったのだろう。簡単だ。皿次は誰だれにともなくつぶやいていた。

「自信がなかったって、ことなのかもな」

「自信？」

　木崎がちょこんと首を傾かしげた。

「ルナの奴、また何か隠かくし事ごとをしてるみたいなんだよ。過去のことは互たがいに知ったし、最初に比べたら長い時間会話することもできる……でも、あいつがまだ秘密を抱かかえてたり、根本的な信条に違ちがいがあると、どうしようもなく不安になっちまうんだ。だからあいつの心の中をさ、お前と話すことで掘ほり下さげたい……そうやって逃にげてるんだよな、俺おれは」

「根本的な信条ねぇ」

「あいつは極端に相手から奪うばうことを避さけている。俺は逆だ。とことん奪う側に回らなきゃ、いずれ奪われると考える。正反対なんだよ」

　この信条の違いが共鳴を妨さまたげる要因になっているのだろう。そう思って話した。だが木崎はしばらくぽかんと皿次の顔を見つめたあと、大声で笑い出した。

「なっ、そこ笑うところじゃねえだろ！」

「あはははは！　あー、めんごめんご。いや、キミって純じゆん粋すいだなーって思ってさ」

　足の自由が利けば笑い転げていただろう。彼女は目の端はしに浮うかんだ涙なみだを指で拭ぬぐいながら、皿次に向かって指を差した。

「キミたちの信条ってどこも食くい違ちがってないじゃん。『奪うばわれたくない』ってのが共通認識でしょーが。違う？」

「な……」

　あまりにもあっさりした物言いだった。しかし、違うとは答えられない。

「あたしに言わせりゃどっちも間ま違ちがってんだよ。奪う側に回るのはどう考えても正しくないし、かと言って奪わなければいいってのはただの希望的観測であって、奪われなくてすむ方法にはならねーの。つまりさ、奪われたくない、じゃあそのためにどうする──その本当の答えに、二人ともまだたどり着いてねーってことなのよ」

　木き崎さきは胸を張って、偉えらぶった調子で続けた。

「あたしの意見は簡単だ。『奪われたくなければ力を持て』──財力だろうが権力だろうが、最後まで対たい抗こうしきる不ふ屈くつの精神力だろうが何でもいい。力のある者は奪われない。自分が奪うか奪わないかってのは、その先に初めて生まれるものだよ……キミはさ、ハルのこと好き？」

「……ッ！　す、好きなわけねーだろ！」

「否定するの？　じゃあ質問を変えよう」

　びしっと眉み間けんに指を突つき刺さす木崎。皿次はうっと喉のどを詰つまらせた。

「ハルを売った両親のことは好き？　彼女の不幸の元げん凶きようであるスポンサーは好き？　そして、彼女を追いつめ、心の傷を負わせた仮面の二人組のことは……好き？」

「んなわけねーだろうが！　どいつもこいつもぶっ殺したくなるほど嫌きらいに決まってる！」

「ん。つまりキミはハルが好きってことさ」

「はァ？　なんだそのトンデモ理論はっ」

「敵の敵は味方ってわけじゃないけどさ。そもそも直接キミと関係があるのって、スポンサーくらいじゃない？　なのにどうしてキミが彼らを嫌いになれるのかって言ったら、ハルを不幸にした奴やつらだからでしょ？」

「それ……は……」

　否定できなかった。陽はる月つきの両親の姿を見たことはない。仮面の二人組の行いも、正当な試合の上での行動だ。本来なら皿次が責める道理はない。

　木崎ははーっと大きく息を吐はいた。首を傾かたむけて、皿次の顔からややずれたあたりを見つめた。

「ほらね。冬ふゆ瀬せ皿めい次じは単純明快。正しよう真しん正しよう銘めいの味方だってさ。納得したかい、ハル？」

「……は？」

　間ま抜ぬけな声が漏もれてしまった。木崎のずれた視線は、ずれていなかったのだ。彼女は皿次ではなく、その向こう側にいる誰だれかに声をかけていた。振ふり返かえると、人工樹の陰かげからもうすっかり見慣れた人ひと影かげが歩み出てくるところだった。

　額をさらした前分けの黒くろ髪かみ。白い顔に端たん正せいな顔立ち。両耳で左右対たい称しように揺ゆれる、太陽と月のピアス。気まずそうに目を逸そらし、もじもじと膝ひざ頭がしらを擦こすり合あわせている。普ふ段だんはクールな大人の女性のような振ふる舞まいだが、いまここにいる彼女は、年相応のあどけなさを感じさせた。

　陽はる月つき。皿めい次じのパートナーにして、皿次と同じように孤こ独どくと戦いの中で生きてきた少女だ。

　何でここにお前がいる、と言いたげな皿次の表情から察したのだろう、陽月が目を逸らしたまま早口で言った。

「用事があると言ったでしょう。これが、用事」

「なっ、てめえまさかっ、いままでの会話、全部っ」

「うん……聞いてた」

　皿次は愕がく然ぜんとした。陽月本人に面と向かって話すにはクソ恥はずかしいようなことを臆おく面めんもなく語っていたような気がする。いますぐ分ぶん裂れつして、己をぶん殴なぐりたかった。それが不可能だというのなら、もう一度ファイアーガンたちと試合をしてぼこぼこにするのもいいかもしれない。とにかく暴力でもってこの恥ち辱じよくを払ふつ拭しよくしたい衝しよう動どうに駆かられていた。

「あたしに相談してたのはキミだけじゃないってこと。ハルってば心配性なんだよ。皿次のことを信用したいけど、まだ自信が持てないってさ。キミも相当自分を表現するのがへたくそだもんね。ハルも本当にキミが味方でいてくれるつもりなのか、気になって仕方なかったんだ」

「み、美み紀き。あんまり余計なこと言わないで」

「言わせろよなー、バーカバーカ。ったく二人してあたしのこと伝でん書しよ鳩ばとみたいに使いやがってさー。ラブラブすんなら二人で話せっての」

「な、何を馬鹿馬鹿しい。わたしはそういう感情じゃない」

「俺おれだってちげーよ馬鹿！」
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　顔を真っ赤にして反論する二人を見て、けらけらと笑う木き崎さき。電子制せい御ぎよの車くるま椅い子すを操作し、器用にくるりと一回転すると、彼女は遠い笑顔を浮うかべた。

「そういやキミのこと名前で呼んだことなかったね。皿めい次じ──それともジェイファがいい？　あたしの代わりにハルを支えてあげて。あたしじゃもう何の役にも立ってあげられないから」

「美み紀きっ、そんな言い方っ」

「ハル！　あんたもちゃんと前に進め！」

　駆かけ寄よろうとした陽はる月つきの足を、木崎の一いつ喝かつがその場に縫ぬい止とめた。呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす陽月の体を強く押おす。陽月の体がよろめき、皿次の隣となりに押おし戻もどされた。

「先生から聞いてるよ。あたしの席、撤てつ去きよさせずにずーっと残しといてくれてたんだって？　ハルの気持ちは嬉うれしい。でもそんなの逃にげてるだけじゃん。《太陽と月の女神の気まぐれ》を使えないのだって、あたしの負け姿が忘れられないからなんでしょ。でも駄だ目めだよ。そんなんじゃ絶対に勝てない。そして今度は……後がないんだよ」

　木崎の言葉の意味は重い。陽月には文字通り、もう後がないのだ。一いち郎ろうに多額の借金を負っている今、プロへのチャレンジマッチで敗北して選手資格を永久に剥はく奪だつされれば、陽月にはもう大金を稼かせぐ手段がなくなり破産を余よ儀ぎなくされる。それは地下貧民街アンダースラムへの降格を意味する。たとえ地下でも破産経験者ともなると信用は底。金も借りられないし、まともな職に就けるかどうかも怪あやしい。女である陽月がたどり着く場所と言えば……考えるのも憚はばかられる。

　もちろん皿次だって他ひ人と事ごとじゃない。負ければ全てが終わりだ。

「奪うばってやるとか奪いたくないとか、そんな心持ちはどっちでもいい。だけど、明確な力を持たなきゃ駄目だよ。後ろなんて見てたら、絶対に壁かべは越えられないんだからね──あたしも、佳か多た理りくんのことはちゃんと忘れる。つらいけどね。これでお互たがい様さまじゃん。ハルも忘れろ！」

　陽月の太陽の部分。それはきっと木崎が側にいたからこそ、保たれていたのだろう。皿次はそう思った。木崎がいなければいま頃ごろ陽月は孤こ独どくに押しつぶされて、月の顔しか持たない、負の力しか生み出さないウィザードになっていたのかもしれない。

　皿次は、木崎という親友を持てた陽月を妬ねたましく思い、今では陽月の隣りん席せきは自分なのだという優越感とも安心感ともわからない不思議な感情を渦うず巻まかせた。




　病院を去り、皿次と陽月はあてもなく街中をさまよっていた。高たか見み高校の制服姿の二人は、はたから見ればどんな関係に見えるだろう。カップルか兄妹か姉弟か。いずれにしても不自然なほど会話のない、険悪な雰ふん囲い気きに感じられるかもしれない。

　中セ流ン平ト民ラ街ルの空は赤から青へと変化し始めている。秋の空は急激に色を落とし、肌はだに触ふれる空気もひんやりと冷たい。遊歩道を抜ぬけ、ダブルス・マネー競技場前の広々とした公園へと足を踏ふみ入いれる。二人は赤と緑、人工樹と自然の木々の混在する景色を眺ながめながら歩いた。

「どうして俺おれが信用できなかったんだよ。あのとき、互たがいの過去を認めて、協力して、初めて勝利をつかんだじゃねえか。何が不安だったんだよ」

　ふいに皿めい次じは口にした。病院で木き崎さきが言っていた、陽はる月つきの抱かかえていた不安。皿次が本当に味方なのかどうか。どうしてそんな疑いを抱いだいたのだろうか。

　陽月は太陽のピアスを揺ゆらして、皿次を見つめる。反対側から月のピアスが覗のぞく。彼女の太陽の裏にはいつだって月が潜ひそんでいた。

「あなたって、馬鹿でしょ」

「ぐっ……てめえ、何でそう雰ふん囲い気きをぶち壊こわすような……ッ」

「だって馬鹿でしょ。わたしはあんなに冷たくしたのに、わたしの境きよう遇ぐうに同情したり、《太陽と月の女神の献けん身しん》を使ったことを怒おこったり、わたしがいまここでこうしている理由を作ったあらゆる人間を敵視したり……どうして馬鹿みたいに優しいの？」

　喉のどを詰つまらせそうになる。優しい？　誰だれが？　この俺がか？　あまりに馬鹿馬鹿しいと一笑に付すところだ。ほんの少し前の皿次だったなら、きっとそうしていた。不快だと唾つばを吐はいたかもしれない。だがいまは違ちがった。背筋にむずむずとかゆみが生じるだけだ。

　馬鹿はお前だろうが！　俺はただの盗人ぬすつとだぞ。素す性じようもわかんねえクソガキだろうが。そんな奴やつの過去に同情したり、《太陽と月の女神の献身》で自分を犠ぎ牲せいにしてまで助けたり、馬鹿みたいに優しいのはてめえのほうだろうが！　──そんな皿次の言葉は声にならなかった。

「どうしてそんなに態度と行動が裏腹なんだろう、どういう生き方をしてきたらそういうふうに考えるようになるんだろう、どうしてどうして……考えてたら、止まらなかった。あなたの過去をもっとじっくり見てみたい、そんな邪よこしまな気持ちさえ芽め生ばえた」

「ルナ、お前まさか……」

「ごめん。ブレインリーダーの記き憶おくメモリ、まだ消してないの。あの晩からずっと、わたしの睡すい眠みん音楽」

「な……な……な……」

　開あいた口が塞ふさがらない。胸に渦うず巻まく感情の正体は何だろうか。怒いかりか照れか落らく胆たんかあるいは、安心か。安心。どうしてそんな単語が出てきたのだろうか。

　とたんに陽月の頬ほおの火ほ照てりが引いた。いつもの冷れい淡たんな表情に戻もどり、唇くちびるを引き結ぶ。

「──でも、繰くり返かえしあなたの記憶を再生したせいで気づいてしまった」

　怖こわいくらいに温度のない声だった。思わず背筋が震ふるえる。映像の中の二に律りつ背はい反はんの死神を見たときや、木崎美み紀きの殺気を受けたときと同質の冷たい興こう奮ふんを覚えた。

「あなたの記憶の中に、ありえない人物を見た。その人物の正体、行動原理を論理的に追っていくと……わたしは半年間ずっと釈しやく然ぜんとしなかった謎なぞにたどり着くことができた」

　半年。それは皿めい次じと出会うよりも前からの疑問。どうして皿次の記き憶おくの中にその答えがあるというのだろう。

「だからわたしは疑ったの。あなたは、味方のふりをしている敵なのではと」

「おい何言ってんだお前？　全然意味がわからねえぞ」

　そのとき、陽はる月つきは口の中で、一人の人間の名前をつぶやいた。

　皿次は驚きよう愕がくに目を見開く。どうして彼女がその名前を知っているのか。そして、どうしてこのタイミングでその名前を口にしたのか。

「でも美み紀きのおかげで確信できた。悪いのは皿次じゃない──全部、『アイツ』」

　陽月の美顔にくっきりと敵意が浮うかんでいた。肌はだをぴりぴりと刺し激げきするほどの圧力を感じ、皿次は息を吞のむ。発散された空気だけでこの場の木々が枯れ果てるのではないかと思えた。

　そんな、冷たくも強い陽月の表情。狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デスの裏側を垣かい間ま見みて、皿次はこの上ない親近感を抱いだいていた。映像で見たときと同じだ。やっぱり彼女は自分と似ている。

「『アイツ』って……まさか、『アイツ』が仮面の男だって言いたいのか？」

　皿次の質問に陽月は迷いなく頷うなずいた。そして、その結論に至った仮面の男の行動原理を語る。

　信じられない。しかし陽月の言葉には説得力がある。たしかに仮面の男の正体が『アイツ』であるならば、あの疑問が氷解するのだ。仮面の男がどうして誰だれも知らないはずの《幸運》スキルの存在を知っていたのか。《幸運》というスキル名を言葉にしなければ、《技能強奪スキルロブ》による盗ぬすみは不可能であるのに。

　信じたくない。しかし、もし陽月の言葉が本当ならば。仮面の男は最低最悪のクソ野郎だ。

「おいルナ、奴やつをぶっ飛ばすのは俺おれの役目だ。場合によっては《太陽と月の女神の気まぐれ》を使え。スキルの数でも制せい御ぎよ段階でも負けてるんだ。共鳴できないなら、もう気まぐれに頼たよるしかねえだろ」

「それは、駄だ目め。あの魔ま術じゆつは使わない。あなたまで傷つけられたら、わたしは」

　弱々しく言う陽月の肩かたを、皿次は引き寄せた。

　軽く小さな体が腕うでの中に収まる。ペパーミントの刺激的な香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。陽月は拒きよ絶ぜつもせず、力を抜ぬいて抱だかれていた。

「もしお前の推測が本当なら、俺は『アイツ』をぶっ飛ばさなきゃ気がすまねえ。おい、いいか。よく聞けよ」

　一度、息を吸い込み、そして思い切り吐はき出だした。

「お前は俺を勝たせるためだけに戦え！　その結果に生じるすべての責任は俺が取る！」

　陽月の口にした、仮面の男の正体。

　それが本当ならば、この手でカタをつけなければならない。

　そうでないともう陽月に合わせる顔なんてない。皿次は痛いと言うまで陽月の細い体を抱きしめ続けようと思った。口を閉ざし、目を閉じた陽月。

　結局彼女は、いつまでも「痛い」と口にすることはなかった。
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　皿めい次じと陽はる月つきのアマチュアステージでの快かい進しん撃げきは止まらなかった。

　ファイアーガン＆メタリックヒストリーとの試合を皮切りに、立て続けにアマチュアのペアをフィールドに沈めていった。マグネットリードを利用した直角の方向転てん換かんや超加速なども大きいが、勝因はもうひとつあった。それは陽月が皿次に黙だまって小こ遣づかいで購こう入にゆうした魔ま術じゆつカードである。

　《皆かい既き日食》──太陽と月属性の魔術カードであり、全てのウォーリアーの全てのスキルを一定時間無効化する能力を持つ。普ふ通つうのウィザードがこれを使おうと思えばデッドラインを半径十五メートルも消費する魔術だが、太陽と月両方の属性を備えている陽月ならば二メートルで使用できるのだ。

「金使うなって言っただろ！　なんで使ってんだよ！」

　当然、それを買った陽月に対して、皿次は怒ど鳴なった。

　魔術カードの金額はその性能によって様々だが、下は百万円から上は五千万円を超えるものまである。《皆既日食》は両りよう陣じん営えいに平等に不利益をもたらすとはいえ、効果範はん囲いの大きさや想定される戦略の多様性が考こう慮りよされ、二千万の値がつけられていた。

　陽月の使える貯金額の、ほぼ全額だ。

　プロの試合の勝利報ほう酬しゆうは一試合あたり五百万円に、敵との実力差を考慮した係数を掛かけた値が上乗せされた金額だ。広告収入を含ふくめれば一試合で一千万近くの稼かせぎにはなるが……二試合ぶんの勝利が実質ゼロになってしまうのは大きい。

　陽月が買ってしまった魔術カードはそれほどの代物だった。

　広告主との間に一いち郎ろうが入っているのがもどかしい。広告収入は陽月クラスならば一億以上入るのだが、権利を一郎が握にぎり、利益を吸っているため、皿次や陽月の手取りは少なくなる。

　そうでなければ今回の投資なんて取るに足らないものだというのに……これだから搾さく取しゆする側はたちが悪い。などと不平不満もあるが、一郎がいなければそもそも大金を払はらえるほどの大企業と真っ当な交こう渉しようなどできない。

　そう考えれば、ある意味で一郎は正当な仕事をしているわけだが。理性でわかっても、釈しやく然ぜんとしないものはしない。

　と、そんな皿次の無言の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、陽月はさらりと反論した。

「美み紀きと組んでいたときは美紀に合った魔術の組み合わせを考えた。だから、今度は皿次に合った魔術の組み合わせが必要と思っただけ。このカード、まさにあなたのためにあるみたい」

　たしかにそうだ。スキルが元々存在しない皿次にとっては、《皆既日食》の効果は何も怖こわくない。逆に仮面の男のように大量にスキルを有している相手を無力化できる。

「それに……チャレンジマッチに負けたら、もう二度とあなたと試合ができなくなる。そんなの、嫌いやだもの」

　小さな声で続けられた言葉に、皿めい次じはすっかり噛かみつく気をなくしてしまったのだった。

　そんなこんなで新しん魔ま術じゆつカードの助けもあり、皿次の制せい御ぎよ段階はようやく一〇にまで上がったが、それ以降、制御段階の成長はぴたりと止まってしまった。

　一いち郎ろうが言うには一〇が最初の壁かべであり、そこから一五になるまでが大変らしい。木き崎さきの二八という数字は共鳴した上での制御段階だ。彼女の本来の制御段階は一七程度。そう考えると、皿次の成長速度はむしろ速いほうなのだろう。

　いまだに何故か共鳴はできていない。だけど勝利の希望だけは見えてきた。

　十一月のチャレンジマッチは、もう目前まで迫せまってきていた。
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　ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネーの競技場は地下十階、地上三十階の巨大な建造物である。地下貧民街アンダースラムにはいくつか不ふ可か侵しん領りよう域いきと呼ばれる壁かべが佇ちよ立りつしているのだが、それらはこういった中セ流ン平ト民ラ街ルの建物における地下部分だと噂うわさされていた。

　地下部分はアマチュアの競技場、地上はプロの競技場として分けられている。各フロアごとにひとつのフィールドが割り当てられ、毎日数十組の試合が開かい催さいされているのだ。地上一階と二階には公開リラクゼーションスペースや観客用の売店、選手用のショップも入っている。

　だから皿次が足を踏ふみ入いれたことがあるのは、この二階までだった。三階へと続く階段を見上げて、彼は息を吞のむ。

　三階にはチャレンジマッチ用のフィールドがあるはずだ。

　十一月の一日。土曜日の夜。一週間の内でももっとも集客できる曜日だと一郎が息巻いていた。冬ふゆ瀬せ陽はる月つきがプロへ返り咲くか、奈な落らくへ堕おちるか。中セ流ン平ト民ラ街ルの人間どもは野や暮ぼったい野次馬精神でこの試合に注目するに違ちがいない。クラスメイトたちも木き崎さき美み紀きも見ている。

　静かな興こう奮ふんとともに緩ゆるやかな緊きん張ちようが心臓を鳴らす。

　そっと、冷たい感かん触しよくが彼の手を覆おおった。

「怖こわくない。怖くない」

「……そりゃあ自分に言い聞かせてるんだろうが」

　何故なら、触ふれた彼女の手は震ふるえていた。自らの運命がこの一戦で決まるのだから無理もない。皿次は力強く陽月の手を握にぎり返かえした。

　二人は選手用通用口に入り、階段を上がっていく。そして控ひかえ室しつに入る。控え室はアマチュアステージのものとは異なり、随ずい所しよに金がかかっていた。マッサージチェアや映像端たん末まつが置かれ、着替えながらも心を落ち着けるための工夫が施ほどこされていた。

　陽はる月つきはクローゼットを開け、中身を物色し始めた。彼女には多くの企き業ぎようがＰＲ効こう果かを期待し、一いち郎ろうに広告料を支し払はらうことで自社製品を身に着けさせている。だから彼女は試合のたびに違ちがうメーカーの服を着させられ、個性も何もない姿で戦ってきた。

「……あれ？」

　クローゼットから衣装一式を取り出した陽月が首を傾かしげていた。

「どうした？」

「これ……学校の制服？」

　掲かかげて見せたのはいつも彼女が着ている高たか見み高校の制服だった。一体どういうことだ。広こう告こく塔とうとして使われ、個のない陽月を哀あわれんだのだろうか。あの金の亡もう者じやたる一郎が、そんな一いつ銭せんにもならないことをするのだろうか。

「スポンサーさんからのメッセージが残ってる」

　制服の胸ポケットに一枚の電子メモが差されていた。電子メモとは音声情報でも文字情報でも画像情報でも、好きな情報をひとつだけ記録できる日用品だ。陽月はその薄うすい情報装置を手に取り、再生ボタンを押す。

『やあ二人とも、ついに待ちに待った試合の日だね。今日の試合で私のもとには一億、いやいや、二億を越える金が入ってくる。キミたちには感謝しないとね。まあ正直キミたちが勝とうが負けようがどちらでも構わないのだが、できれば勝ってほしいというのが本音だ。だから今日は何の気き兼がねもなく、普ふ段だんの自分たちを出して欲しい──そう思って、より日常を感じられるコスチュームを今回は用意させてもらったのさ』

　皿めい次じは耳を疑った。まさか、本当に一郎は、二人のことを考えて──

『あ、もちろんそれは高見高校から広告費をひねり出すことに成功したから、だけどね。私の交こう渉しよう術じゆつもなかなかのものだろう？　私のバイタリティに感謝したまブツッ』

　最後に音声が乱れたのは、皿次が陽月の手から電子メモを奪うばい取とり、床ゆかに投げつけて何度も踏ふんで破は壊かいしたからだった。一いつ瞬しゆんでも一郎に無む償しようの愛があるなどと信じかけた自分を殺したかった。やっぱり金じゃねえか外げ道どう眼鏡が！　と罵ののしりながら踏みまくる。電子メモは微かすかに電気を発しながら、ぷすぷすと危ない煙けむりを上げていた。

「スポンサーさんらしいと言えば、らしいけどね」

　陽月が苦笑いを浮うかべていた。

『レディース＆ジェントゥルメェン！　待ちに待った今日がいよいよやってきたーっ！』

　ちょうど陽月が着替え終わり、脱だつ衣い所じよから顔を出したところで実じつ況きようの声が響ひびき渡わたった。試合開始時間が近づくと、実況が観客やテレビの前の視聴者を煽あおるのである。選手は半ばこの実況に合わせるようにフィールドへ向かうのだ。

　皿次と陽月は顔を見合わせ、フィールドへと足を踏み出した。

　結局、今日の今日まで一度も共鳴には至らなかった。まだ底の底から、心が通じ合っているわけではないのだろう。しかし、共鳴できないなりに策は練ってきた。みすみす負けるつもりはこれっぽちもない。




　フィールドは一言で表現するなら荒こう野やだった。広々とした空間には、都会フィールドのような建物はほとんど存在しない。荒あれ果はてた大地と、まれに岩が転がっているくらいか。隠かくれる場所などなく、逃にげることもできない。

　入口から数歩進んだところに一本の鉄のバーが立っている。そこがウィザードの初期位置だ。陽はる月つきはバーに近寄り、それを引ひき抜ぬくと、思い切り遠くへ放り投げた。バーはあくまでもその場所から半径二十メートルがデッドラインとなることを示すものであり、立てっぱなしにしなければならないルールはない。フィールドに使われた半液体金属のプログラムが勝手に判定してデッドラインを生成するためだ。鉄のバーはあくまで選手自身が確認するためのものだった。

　皿めい次じたちの反対側の扉とびらの中心に亀き裂れつが走った。細い一本の亀裂が徐じよ々じよに広がり、光が漏もれる。その向こうから、異様な姿の二人組が足を踏ふみ入いれた。

　仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤーと仮面の五色魔術師オールラウンダー。

　名前の通り、二人ともがその顔に仮面を着けていた。目元を覆おおい隠かくす不気味な意い匠しよう。鼻筋に引っかけ、耳元までを鈍にび色いろの鉄が覆っている。

　シークレット・スナッチャーはお世辞にも体格が良いとは言えない。皿次よりも小こ柄がらかもしれない細身を小こ洒落じやれた軍服に包んでいる。表裏が黒と赤のマントをはためかせ、颯さつ爽そうとフィールドに現れた様は貴族のようでもあった。細かくさらさらと流れる銀ぎん髪ぱつが仮面から伸びている。隠れていない口元に覗のぞくのは、ぞっとするような白い肌はだ。地下貧民街アンダースラムの民の特とく徴ちようをよく表していた。

　オールラウンダーの姿も異様さでは負けていない。細くしなやかな肢し体たいは紛まぎれもなく女性のフォルム。高身長のモデル体型のわりに大きな胸が目立つ。胸元を大きく開けた黒いドレスをまとった彼女は、まさに女王と呼ぶに相応しい。ブレインリーダーは陽月のとは異なり、額に巻かれていない。その細い首に、まるで皿次のマグネットリードのように巻かれていた。

　だが異様なのはそこではない。顔の上半分を隠す仮面。そして、腰こし元もとまで流れ落ちる髪かみの、その色。

　彼女の髪は赤、青、緑、金、茶の五色のグラデーションを描えがいていた。あまりにも派手すぎる髪色に思わず目を奪うばわれてしまう。

　相手側の派手さに比べて、皿次たちはあまりにも地味だった。味気ない制服姿の陽月と、センスもへったくれもないシャツとズボンの皿次である。唯ゆい一いつ目立つのが、陽月のロッド──死神の鎌かまをモチーフとした巨大なデスサイズなのだが、これも自分のセンスというよりはむしろこのロッドの製造元がずっと陽月に広告を出し続けているだけなのだった。

　両りよう陣じん営えいがフィールドに入り、実じつ況きようの言葉に従って試合開始前の諸手続きが始まる。

　まずはウィザードの魔ま術じゆつカードの公開である。この試合で使用できる五枚のカードを相手に公開しなければならない。

　陽はる月つきの五枚は普ふ段だんと同じである。《太陽と月の女神の気まぐれ》と《献けん身しん》、《フレアエンジン》に《月光の誘ゆう惑わく》と最近加わった《皆かい既き日食》の五枚だ。対ファイアーガン＆メタリックヒストリー戦で用いた《幻げん惑わく》は、《皆既日食》と入れ替えで排はい除じよしてある。陽月曰いわく《幻惑》はどんな幻まぼろしを相手に見せるかわからないため、ややランダム要素が含ふくまれるのだという。確実性を重視したチョイスなのだった。

　そして、オールラウンダーの魔術カードも公開された。そこに並んでいたのは皿次がいままで一度も目にしたことがないようなカードばかりだ。

「かなり上級のレア魔術ばかり。どれだけお金を使っているのかしら」

　陽月も喉のどを鳴らしてラインナップを見つめていた。

《メルティックバースト》は炎ほのおと岩の塊かたまりを出現させ、対象を攻こう撃げきする、火と土の二属性を持つ魔術。《大災害》はフィールドを湖と川の多い森林に変容させた上で不規則に大波が襲おそう魔術で、水と森林と土の属性を持つ。《機械仕じ掛かけの悪あく魔ま》はその名を冠かんしたロボットをフィールドに創造する金属魔術。《プリズン》は対象のウィザードの周囲に壁かべを出現させる、水と金属と土の三属性を持つ防ぼう御ぎよ魔術だ。

　しかしそれら四枚とは異い彩さいを放つ魔術カードが最後の一枚だ。

《大自然の怒いかり》──フィールド全体が崩ほう壊かいし、全てを吞のみ込こむ。火、水、森林、金属、土の五属性を持つ魔術である。彼女が使用した場合のコストは半径八メートルらしい。他の者ならばおそらくデッドラインを全て消費しなければ使えない魔術だろう。

　陽月と同じだ。相手にもまた、己だけの特別な武器がある。

『デタラメだよ』

　木き崎さきの言葉を思い出す。その言葉の本当の意味が理解できたような気がした。

　次にウォーリアーの制せい御ぎよ段階とスキルの公開である。しかし皿めい次じはスキルがなく、仮面の男は《秘ひ匿とく》スキルを持っているため、それ以外のスキルが公開されないことになっている。これは木崎も《幸運》スキルを隠かくすためにインストールしていた。実力が拮きつ抗こうしている者同士の戦いでは駆かけ引ひき要素の強いこの競技、《秘匿》が販はん売ばいスキルなのはある意味必然だろうか。

　制御段階は皿次が一〇。仮面の男はすでに共鳴済みらしく、四〇という数値である。

　それぞれの公開フェーズが終わり、実じつ況きようが最後の煽あおりを入れた。

『さあ、この試合はまさに因いん縁ねんの一戦です。死神の従者を叩たたき潰つぶし、一気にプロステージを席せつ巻けんした仮面のペア。二に律りつ背はい反はんの死神にとっては自らを地に落としたペアに雪せつ辱じよくなるか、といったところでしょうか！　また、仮面のペアにとっても現在三十九勝。今日勝てばなんと天空高等民街ユートピアへ上がれる年収一億がほぼ確定！　これは皮肉な巡めぐり合あわせだ！』

　今日の試合がどちらのペアにとってもターニングポイントになるのは間ま違ちがいない。

　自然と彼ひ我がの間に張りつめた空気が横たわった。

　皿めい次じは敵の視線上から陽はる月つきを隠かくすように立ちはだかる。制せい御ぎよ段階に大きな差がある場合、気をつけなければならないのは試合開始直後のウィザードへの奇き襲しゆうだ。直線ラインは絶対に死守する。

『双そう方ほう準備はいいかな？　それじゃあ──試合開始ッ』

　実じつ況きようの決まり文句を最後に、すべての音が途と絶だえた。観客の声も実況の声も、何もかもが消え失せる。怖おそれていた奇襲はなかった。仮面の男はじっと皿次たちのほうを見つめるだけで動こうともしない。

　先に動き出したのは皿次だった。敵てき陣じんへとまっすぐに走り出す。できるだけ陽月のデッドラインから離はなれた位置で戦うつもりだった。陽月が戦せん況きようの大局を観察し、適切な補助魔ま術じゆつを使ってくれることを信じる。

　皿次の特攻に、しかし仮面の男は冷静だった。腰こしを落とし、勢いよくひねる。力のこもった強力な回まわし蹴げりが向かってくる皿次を打うち抜ぬこうとした。その瞬しゆん間かん、皿次の体が後方に引っ張られ、減速する。黒の軍ぐん靴かが鼻先をかすめ、皿次はバックステップで距きよ離りを取った。普ふ通つうならば絶対に避よけられない鋭するどい蹴りだ。安全装甲セーフテイ・アーマーによって増ぞう幅ふくされた身体能力なのだろうが、カウンターのタイミングは歴戦を感じさせた。

「なるほど、マグネットリードによる変へん幻げん自じ在ざいな動きか。これはたしかに厄やつ介かいだ」

　仮面の男が芝しば居いがかったように言う。厄介だなどと少しも思っていない声だ。

「客観的に試合を観察できるウィザードが、ウォーリアーの行動に干かん渉しようできるというのは便利だね。ウォーリアーは不測の事態に気を配る必要がなく、戦いに集中できる。だったら」

　仮面の男が背後へ目配せした。するとオールラウンダーが黒いドレスを舞まわせ、しなやかな指でカードの一枚を取ると、己の首に巻かれたブレインリーダーに読ませた。

「《プリズン》」

　そして、涼すずやかな声音でそう唱えた。

　しまった、防ぼう御ぎよ壁へきを作られてしまう。皿次は舌打ちしかけて、止めた。何か様子がおかしい。オールラウンダーの周囲に壁が生成される気配がない。《プリズン》とはウィザードの周囲に壁を作ってウォーリアーの攻撃から身を守る魔術のはずなのに。不発だったのかと思った。しかしオールラウンダーのデッドラインを示す、薄うす紫むらさき色いろの円がぐっと縮むのがたしかに見えた。半径四メートルほどの少ないコストとはいえ、コストが支し払はらわれたということは発動したはずだ。

「どこを見ているのかな。こっちじゃない。あっちさ」

　仮面の男の口が半月を描えがき、あごをしゃくった。前方に注意を払いながらも、横目で背後をうかがう。そして絶句した。

　陽月の姿が見えなくなっていた。彼女が立っていた場所には、クリアブルーの三さん角かく錐すいが生えている。表面に浮うかんだ魔ま方ほう陣じんの中心にＰという文字が刻まれていた。

「あれが《プリズン》……どうしてルナのところに？」

　防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつを乗っ取って自分のほうに効果を移し変える魔術などあっただろうか？　陽はる月つきが公開した中に、そのような効果の魔術などあったか？　いや、ないはずだ。そうなると考えられることはひとつ。

「察したようね。そう、私は《プリズン》を相手ウィザードを対象にして、使ったのよ」

　皿めい次じの心中の疑問に、オールラウンダーが答えた。

　理論的には不可能ではない。カードの説明には「自分に使わなければならない」とは書かれていない。つまり相手に使っても構わないのだ。しかし陽月に防ぼう御ぎよ壁へきを作ることに何のメリットがあると言うのだろうか。

　──いや、まさか！

　皿次が気づいたのと、仮面の男の拳こぶしが頬ほおにめり込んだのは同時だった。首がもげそうなほどの衝しよう撃げき。彼の体は吹き飛ばされ、荒あれ果はてた大地を削けずり、陽月のデッドラインの内側に投げ出された。ずきずきと痛む頬と首筋を押おさえながら、足を震ふるわせながらもどうにか立ち上がる。

　頬にはダメージ軽減のために面積を拡大していた安全装甲セーフテイ・アーマーの感かん触しよく。今の拳の一いち撃げきを、安全装甲セーフテイ・アーマーは致ち死し相当ダメージと判定したのだ。これが制せい御ぎよ段階四〇の攻こう撃げきか。

　しかしいくら強きよう烈れつな打だ撃げきとはいえ、いつもの皿次だったら回かい避ひできたはずだ。いや、いつもの皿次と陽月であったなら、回避できた。

「野郎……ルナの目を奪うばいやがったのか！」

「《プリズン》は強力な防御壁を生成する代わりに、ウィザードは三さん角かく錐すいの中に閉じ込められ、外を見ることも動き回ることもできなくなるのよ。防御以外にも使い道はあるということ。うふふ。スナッチャー、これで邪じや魔まはないわよ」

「感謝いたします我が主」

　仮面の男は恭うやうやしく礼をする。そして、強く地面を蹴けった。軍服姿が瞬しゆん時じに目の前に現れる。目もく視ししきれない速さ。皿次はとっさに顔面の前に両りよう腕うでを立て、ガードの姿勢を作った。しかし腕の間を縫ぬうように、容よう赦しやのない拳が腹部を貫つらぬく。背中まで突つき抜ぬけるほどの打だ撃げきに体がくの字に折れ、《プリズン》の三角錐に叩たたきつけられた。

　胃の腑ふからこみ上げるものがあり、皿次は吐はき出だした。吐と瀉しや物ぶつではない。赤黒い血だった。目の奥おくがぱちぱちと明めい滅めつし、体が寒さむ気けに震える。

　仮面の男は皿次の頭を引っつかむと、そのまま《プリズン》の壁に彼の体を押しつけた。

「いつもならここで《技能強奪スキルロブ》を使うところなんだけどね。どうやらそうする意味もないらしい。よくもまあ、そんな体ていたらくで挑ちよう戦せんしようと思ったものだよ」

「グ……てめ……離はなせ……こら……アアアアッ！」

　悪態をついた瞬しゆん間かん、頭をつかんだ手の力が増した。万まん力りきで締しめ上あげられんばかりの握あく力りよくだ。

「これは単純に腕わん力りよくを上じよう昇しようさせるスキルだ。瞬しゆん間かん発動のスキルだから、ほんの少しの時間しか効果は持続しないけどね。こんなふうにスキルはウォーリアーにとって非常に大事な価値を持つ。それがないキミでは最初から勝てないことはわかりきっていたんだ」

「っざけん……な……ッ」

　皿めい次じは痛みに耐たえながらも、男の顔面目がけてパンチを繰くり出だした。が、そんな苦くるし紛まぎれの反撃も、彼の反対側の手によって軽々と止められてしまう。

　お返しとばかりに膝ひざ蹴げりのラッシュ。繰り返し繰り返し、鋭するどい膝が皿次の腹部を抉えぐる。衝しよう撃げきが伝でん播ぱし、背中の壁かべがみしみしと音を立て始めていた。

　仮面の男は皿次が気絶してからゆっくり《プリズン》を破は壊かいし、陽はる月つきを料理するつもりなのだろう。駄だ目めだ。このままでは負ける。状じよう況きようの見えていない陽月はマグネットリードを効果的に使うことができないし、対象を取る強化魔ま術じゆつや弱体化魔術は、目もく視しできないために使えない。皿次の体も完全にホールドされている状態だ。

「あれを使え！」

　皿次はありったけの声量で叫さけんだ。

　あれとはもちろん《太陽と月の女神の気まぐれ》である。このまま黙だまっていても負けるのだ。運任せになるかもしれないが、それでいい。勝つためにやれることは全てやる。

　壁越しに陽月の躊ちゆう躇ちよが伝わる。《太陽と月の女神の気まぐれ》は彼女の捨てたい過去の象しよう徴ちよう。木き崎さき美み紀きも含ふくめて、あらゆるウォーリアーの夢や可能性を奪うばい尽つくしてきた魔術だ。奪われることを怖おそれ、奪うことを怖れ、陽月はその魔術を封ふう印いんしてきた。

「木崎のアドバイスを無む駄だにするんじゃねえよ。いつまでも後ろを向いて、引きこもってるんじゃねえ。踏ふみしめて、行け！」

「……ッ」

　閉ざされた三さん角かく錐すいの中から二つの光が飛び出した。光は宙へ飛び出し、複雑な螺ら旋せんを描くと、まっさかさまに皿次と仮面の男へと降り注ぐ。

「《太陽と月の女神の気まぐれ》……？　愚おろかだね。まさかもう忘れたのかな、彼女は」

「ずいぶんと余よ裕ゆう綽しやく々しやくだが、いつまでもそのふざけた態度でいられると思うなよ」

「おお怖こわい怖い。でも無駄だよ。何せ僕には《幸運》スキルがあるんだ。彼女の元パートナー、木崎美紀から奪ったレアスキルがね。これがある限り女神は僕に微ほほ笑えむ以外にありえない」

「……だから言ってんだろ。いつまでも余裕でいられると思うなってな」

　皿次の言葉と同時に光が二人のウォーリアーに直撃した。愉ゆ快かいげに歪ゆがむ仮面の口元は、しかし次の瞬しゆん間かんに別の理由で歪んだ。

　制せい御ぎよ段階の数値やスキルの状態に変化が生じると、安全装甲セーフテイ・アーマーから体内を通じて脳内に信号が送られ、視界の隅すみに自分にだけ認識できるステータス画面が出てくる。「制御段階がいくつになりました」だったり、「スキルが一定時間使用不可になりました」だったりの説明がポップアップで現れるのである。

　仮面の男が表情を変えたのは、制せい御ぎよ段階に一切の変化がなかったからだ。

「これは……女神の気まぐれじゃない！」

「ルナが《幸運》スキルの存在を忘れるわけないだろ。木き崎さきはそんなに軽い存在じゃない」

　変化が生じているはずなのは、制御段階じゃない。

「スキルが……使用不可になっていく……《皆かい既き日食》か！」

　仮面の男は歯を噛かんだ。

《皆既日食》はすべてのウォーリアーのすべてのスキルを使用不可にする魔ま術じゆつ──つまり無数のスキルを有している仮面の男には最大のダメージを、スキルが絶無である皿次には最大のメリットをもたらす。しかもこの魔術はフィールド全体に作用する魔術であり、個々の対象を取らない。そのため、目もく視しせずとも、発動するだけで必ず全ウォーリアーに直ちよく撃げきするのである。

　そして、フィールド全体に作用する魔術は、もうひとつある。

「《太陽と月の女神の気まぐれ》」

　三さん角かく錐すいの中から、澄すんだ詠えい唱しようが聞こえた。

　今度が本命だ。《皆既日食》により仮面の男の《幸運》が無効化されているいま、《太陽と月の女神の気まぐれ》は皿めい次じにも敵にも公平な確率で効果が発動される。

「俺おれには失うスキルも制御段階もねえ。道連れになろうぜ、仮面様よォ！」

　皿次は不敵な笑みを浮うかべ、挑ちよう発はつした。仮面に隠かくれていない口元が微かすかに歪ゆがんでいるのが見えた。圧あつ倒とう的てきな優位に立っていたはずが、同等の立場まで引きずり落とされてしまうかもしれないのだ。気持ち良くはないはずだ。

　三角錐の中から二条の光が上空へと昇のぼった。それは二人の女神のシルエット。黒衣の金きん髪ぱつ美女と白衣の赤せき髪はつ美女。彼女たちは踊おどるように空中を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回り、微ほほ笑えみを湛たたえながら地上の愚ぐ者しや達へと急降下してきた。二条の光。蓋がい然ぜん的てきな審しん判ぱんが下される。

　皿次は片方の光を受け入れた。安全装甲セーフテイ・アーマーが急激に熱を発し、体中が熱くたぎる。急激な制御段階の再演算。かなりの負荷を受けて、安全装甲セーフテイ・アーマーが悲鳴をあげているのである。皿次の視界の端はしで赤い数字がスロットのように忙せわしなく上下に回転した。一〇の数字が、いたずらに掻かき乱みだされていく。

　やがて、数字が止まる。そこに現れた数字は──一。

　仮面の男が哄こう笑しようした。

「アッハハハ！　面白いね。やはりスキルなどなくても女神は僕の味方だったようだ。キミは月の女神の呪のろいを受けて、制御段階一……まったくの凡ぼん人じんにまで落ちぶれたわけだね」

　皿次の全身から嫌いやな汗あせが浮うかんでは流れる。抗あらがうために固めていた拳こぶしが解けそうになる。

　これは、最後の賭かけだった。どうしても勝てそうになければ、やる。もちろんこの結果だって想定の内ではあった。しかし制御段階一を引き当てる確率なんて、五十分の一なのに。よりにもよって最悪の数字になるなんて。クソったれ。神って奴やつはどこまでも俺おれが嫌きらいなのか！

　彼が自身と神とを恨うらみかけた、そのときだった。

　皿めい次じの瞳ひとみが視界の端はしに吸いついた。上下に回転していたもうひとつの数字。仮面の男の制せい御ぎよ段階。これが、ようやくひとつの数字に落ち着いたのである。

　制御段階……一。

「な……」

　仮面の男の安全装甲セーフテイ・アーマーから湯気が上がった。身体能力の極きよく端たんな上じよう昇しようのときと同じように、極端な弱体化の際にも安全装甲セーフテイ・アーマーは煙けむりを発する。高度な演算処理を高速で行うという点では、パワーアップもダウンも関係ないからだ。

　皿次の頭をつかむ手が緩ゆるみ、皿次は壁に背中を擦こすりつけながらへたりこんだ。体が重たい。身体能力を急激に凡人レベルまで引き下げられたことで、鉛なまりを抱かかえているように感じる。

　仮面の男もまた、その場に膝ひざをついた。身体能力の急激な減少は彼の動きを封ふうじていた。先に立ち直ったのは皮肉にも元の制御段階が低かった皿次である。

　いい位置にあるあごを狙ねらって、皿次は思い切り蹴けり上あげた。容よう赦しやなく頭上へと振ふり抜ぬかれた足。これに対して仮面の男の反応は素早かった。即座にあごを引き、背後へと逃のがれようとする。直撃は叶かなわなかった。しかし、皿次のつま先が仮面の端はしを引っかけ、敵は思い切り仰のけ反ぞった。

　──かつん。

　仮面が、乾かわいた荒こう野やに音を立てる。

　男はよろめいた。顔面を片手で覆おおい、細かく震ふるえている。

　顔の半分を隠かくしているものの、もはやその正体は露ろ見けんしたも同然だった。

　銀色の短い髪かみ。血を吸ったような赤々とした瞳ひとみ。死体のように冷たい、白い肌はだ。そしてもうひとつだけ形容するとすれば──はっとするような、あどけなくも端たん正せいな顔立ち。彼は美少年然とした無害な顔からは想像もできないような酷こく薄はくな笑みを浮うかべた。

「アハッ。やだなぁ……これじゃ僕の素顔が全国に放送されちゃうじゃないか」

　どこか愉たのしげにそうのたまったのは──クラスメイトの御陵みささぎ佳か多た理りだった。いや、佳多理ならば金きん髪ぱつと碧へき眼がんが愛らしい少年だ。ここにいるのは皿次の知る、最底辺の親友。地下貧民街アンダースラムで多くの時間を過ごしてきた、レビンそのものだった。

「やっぱり……お前だったのか」

「あははっ、参ったなー。ホントにバレちゃってたんだ？　おっかしいなー。ジェイが僕のことをハルちゃんに話さない限り、バレることなんてないと思ってたんだけど」

　数日前、木き崎さき美み紀きの励はげましを受けた後の帰り道で、陽はる月つきはブレインリーダーで彼の記き憶おくを覗のぞき続つづけていることを告白した。そして、彼女が皿次を疑うに至った経緯いきさつも語った。

『ブレインリーダーの記憶に、御陵くんによく似た少年が何度も出てきたの。ありえないと思った。でも記憶の途と中ちゆうで彼──レビンは中セ流ン平ト民ラ街ルへ昇のぼると言っている。髪の色も目の色も、レビンと御陵みささぎくんでは違ちがっているけれど、そんなものはいくらでもごまかせる。だけど顔立ちや人と仲良くなるために無害な笑顔を作るところなんかも、よく似ていた』

　そこで陽はる月つきはレビンと佳か多た理りが同一人物であるという結論に至った。すると様々な事実が見えてくる。仮面の強奪者シークレツト・スナツチヤーの髪かみ色いろ。そして、彼がどうして木き崎さき特有のレアスキル《幸運》の存在を突つき止とめ、その名を口にすることができたのかという疑問。

　佳多理がスナッチャーだったと考えれば簡単だ。木崎美み紀きに近づき、仲良くなり、その戦いの秘密を探り出せば良いのだから。彼はダブルス・マネーに興味津しん々しんな一般人を装い、陽月と木崎に近づき、あまつさえ恋人関係になることで木崎の警けい戒かいを解いた。同じ学校の生徒だという立場を利用した、卑ひ怯きよう極まる事前調査だ。

　木崎が入院して以来、一度も見み舞まいに来ていないのは、生徒会長の五ご条じよう明あけ美みと付き合い始めたからではないのだ。もう用済みだった、恋人ごっこをする理由はなくなった、ただそれだけ。

「まあバレてるかもしれないとは思ってたよ。何せ、ちょっと前くらいから、ハルちゃん随ずい分ぶんと冷たくなったもんね？　前は仲良くしてくれてたのに、いきなり遠ざけちゃってさ。これは危険信号かなって思ってたんだけど」

　佳多理、いや、レビンはくすくすと笑った。笑顔だけ見ていればクラスで会話した御陵佳多理と変わりはない。しかしその裏に垣かい間ま見みえる感情はまったく異質の物だった。

「顔出しはできれば避さけたかったんだけどね。ハニートラップが使いにくくなるからさ。まあバレちゃったものは仕方ないか」

「レビン……お前、どうしちまったんだよ」

　皿めい次じは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。レビンは愛らしさを意識した嫌いやらしい仕草で首を傾かしげる。

「ん？　どうしたもこうしたも。どんな手段を使ってでも奪うばい取とる。最後に笑ったほうが正義。それが地下の掟おきてじゃなかったっけ」

「それは否定しねえよ。だがお前はそんな奴やつじゃなかっただろ！　俺おれが売店でりんごを盗ぬすんでくれば後でこっそり金を払はらいに行ったり、喧けん嘩か沙ざ汰たじゃあ震ふるえながら路地の陰かげから覗のぞいてるような奴だったじゃねえかよ。それがどうしてこんなことをやってやがる！」

「……うーん、むかつくなぁその言い草。あのときの甘っちょろい僕も殺してやりたいけどさ。今じゃただの雑ざ魚こでしかないジェイに見下されるなんて、我が慢まんならないね」

　レビンの赤目に凶きよう悪あくな光が宿った。飢うえた獣けものの目。違う、それはお前が浮うかべる目じゃない。皿次は心の中で叫さけぶ。それはあのときから今まで、俺が浮かべていた目だ、と。

「僕はね、キミのやり方は間ま違ちがってると思ってたんだ。地下にいた頃ころはね。何でもかんでも他人から奪うなんて、絶対におかしい、って。でもいまならわかるよ。ジェイはいつだって強くて、正しいことを言ってたんだって」

　レビンは両りよう腕うでを左右に開き、演説めいた口調で言った。

「奪う側に回らなければ奪われる。それは真理さ。僕はね、中セ流ン平ト民ラ街ルに上がってから、一度死んでいるんだよ」

　レビンはオールラウンダーを振ふり返かえり、微び苦く笑しようを浮うかべた。仮面の女が静かにうなずく。話す許可を得たのか、彼は語り始めた。

「父さんの事業が成功して僕は中セ流ン平ト民ラ街ルで暮らすことになった。でもね、上に上がってから一年間の内にたちまち失敗しちゃったんだ。いま考えてみれば当然さ。地下貧民街アンダースラムで商売を興しても、売る相手は地下貧民街アンダースラムに限られる。この世界は、上から下への商品の供給はあっても、下から上への供給はできないからね。そこのところを、父さんは勘かん違ちがいしてしまった。上に上がると同時に地下の人間と縁えんを切り、商売の相手を地上の人間に限ることにしたんだ──愚おろかだよ、本当に愚か。おかげで商品はそっぽを向かれて、たちまち失敗。たった一年間で地下へ戻もどることが確定したんだ」

「親父さんが……？　ならどうしてお前はここにいるんだ」

「逃にげたからさ。僕はあんな地じ獄ごくには戻りたくなかった。それは父さんも母さんも一いつ緒しよだったみたい。地下への案内に背いて逃げ出そうとしたんだ……まあ、無理だよね。あっさり警察に捕つかまって、そのいざこざで父さんたちは死んだよ。僕はただ一人逃げ延びて、行く当てもなくさまよっていた。そして、彼女と出会った」

　レビンが恭うやうやしい礼とともに腕うででオールラウンダーを示した。

　彼女が一歩前へ進み出て、「《プリズン》解かい除じよ」と小さくコールした。陽はる月つきの周囲を囲っていた防ぼう御ぎよ壁へきが砕くだけ散ちり、霧む消しようする。姿を現した陽月は、レビンをきつく睨にらみつけると、次いでオールラウンダーへと厳しい視線を移動させた。そして、冷たい声音で言葉を投げる。

「あなたの正体も察しがついてる。さっさと仮面を外したらどう？　──生徒会長」

　仮面の女がくすくすと笑う。五色の奇き怪かいな髪かみを揺ゆらし、彼女は仮面に手をかけた。その下から現れた顔は、忘れるはずもない、生徒会長の五ご条じよう明あけ美みだった。

「このような校則違い反はんの髪色では怒おこられてしまうかしら」

　五条明美。御陵みささぎ佳か多た理りとの恋仲が噂うわさされ、皿めい次じもキスシーンを目もく撃げきした女。スナッチャーの正体に行き着けば、自然と予想される相手だった。

　陽月は明美をまっすぐに見み据すえ、口を開く。

「わたしは皿次の記き憶おくから御陵くんがレビンである可能性を疑った。そして、御陵家の周辺を洗ってみたの……御陵家に、佳多理なんて名前の人は一人もいなかった」

「うふふ。でしょうねぇ」

「あなたが彼に名前を与えたのね？　五条の人間ならすぐに思いつく、五条以外で春はる凪なぎ家けに近しい家──御陵家からその名前を借りた。御陵くんは……いえ、レビンは、御陵家とはなんのかかわりもなく、ただ名前だけを偽いつわり……ずっとあなたと暮らしていたのね、五条明美」

「「ご明察」」

　響ひびいたのは拍はく手しゆ。明美とレビンは同時に軽やかな声とともに手をたたいた。

　どこかふざけたような、それでいて凄すごみのある声。

　レビンは大おお仰ぎような仕草で声を張り上げた。

「行いき倒だおれている僕を、彼女は助けてくれた。一度死んだ僕を、甦よみがえらせてくれたんだ。もちろん僕にダブルス・マネーの才能がなければ、きっと切り捨てたんだろうね。彼女はそこのところはシビアだから。でも僕には《技能強奪スキルロブ》という唯ゆい一いつ無む二にのスキルがあった。生きる価値があったのさ。それから僕たちは選手登録し、戦った。ダブルス・マネーは素晴らしいよ。ジェイよりもずっと喧けん嘩かの弱かった僕が、ずっと体格の良い相手をぶちのめすのさ。アハッ、力を持って初めて知ったよ……奪うばう側に回れば奪われないってね」

　それは皿めい次じの考えだった。レビンがそれを実じつ践せんしただけだと言うなら、皿次に彼を責める道理はない。しかし。

「敵から奪って奪って奪うばい尽つくして。プロに上がってから、僕らは自分たちの広告効果を高めるために勝負に出た──それが、狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デスのペアを叩たたき潰つぶすことさ」

「あなたたちの膨ぼう大だいな資金力の源げん泉せんは、もともと中セ流ン平ト民ラ街ルの中では上位の家の人間であることと、もうひとつ。わたしたちを倒たおすという根こん拠きよを提示して、多くの企き業ぎようから先んじて広告を出させることができた。そういうことね」

　人気のペアだった陽はる月つきと木き崎さき。これを打ち倒したペアにはより絶大な注目が浴びせられることは想像に難くない。陽月と木崎の情報を握にぎり、勝利の明確なビジョンを広告主に示し、先行投資をさせた。そして約束どおりに勝利をおさめ、いまなお広告を出させている。二人組の姿から察するに、仮面、ドレス、軍服、軍ぐん靴か、さらにはヘアトリートメントやヘアカラー剤ざいなどの日用品メーカーとも契けい約やくしているかもしれない。

　既き存そんのスター選手を踏ふみ台だいにし、自らがさらなる高みに昇のぼったわけだ。

「……そのために木崎に近づいたって言うのかよ」

「そうだよ？　それ以外にどうしてあんな粗そ暴ぼうな女と付き合う理由があるの？　目的のためとはいえ、明あけ美みさんに申し訳なくてずっと心が痛かったよ」

　皿次と陽月の顔が一層険しくなる。殺意のこもった視線がレビンを射い抜ぬく。しかし彼は飄ひよう々ひようとその視線を受け流し、肩かたをすくめてみせた。

「キミたちだって同じだろう？　上へ、天空高等民街ユートピアへ行くために手段を選ばずに戦ってきたんじゃないのかい？　僕と明美さんは上へ行かなければならない。彼女はね、こんな場所で留まっていていい人間じゃないんだ。もっと高み、雲の上にいるべき天使なんだから」

　我が慢まんならなかった。頭に血が沸わいた。へらへらと笑うレビンの顔面を、皿次は右のストレートで殴なぐり飛とばす。荒あれた地面に倒されながらも、レビンは笑みを崩くずさなかった。

「明美さんはもともと天空高等民街ユートピアで生まれるはずだったんだ。それを、彼女の愚おろかな母親が中セ流ン平ト民ラ街ルなんかに嫁とついでしまった……僕はね、彼女のことを一度も名字で呼んだことはないんだ。彼女は生徒会長であり、明美さん。そしてその姓せいは『春』を冠かんするのが最もふさわしい。間ま違ちがいはすぐに正される。この試合に勝ち、僕らは上へ行く」

　レビンが唇くちびるの血を拭ぬぐいながら立ち上がる。昔ならば一度殴なぐられただけで泣なき喚わめいていた彼が、瞳ひとみに戦意を宿らせたまま、余よ裕ゆうの笑みさえ浮うかべている。上へ行く。強い目的を得たレビンはかつてよりも段だん違ちがいに強くなっていた。

「僕が仮面を剝はぎ取とられても平然としていられるのは何故か、わかるかい？　明あけ美みさんがどうして自ら仮面を外したのか、わかるかい？　これでお終いだからさ。めでたしめでたし。もう高たか見み高校に戻もどることもないんだ──僕らがここで負けるなんて、ありえないからね」

　ふらついていたレビンの足が、強く地面を踏ふみしめた。裂れつ帛ぱくの気合とともに皿次へと迫せまる。いまの彼の制せい御ぎよ段階は皿めい次じと同じ一だ。身体能力は普ふ通つうの人間並み。しかし彼の鬼き気き迫る意気に押おされ、皿次は一いつ瞬しゆん、ひるんだ。拳こぶしが頬ほおに弾はじける。頬の内側で血の味が生じ、生々しい痛みに顔をしかめる。懐なつかしい感覚だった。ダブルス・マネーの試合とはまた違ちがう、ただの殴り合いの喧けん嘩か。地下貧民街アンダースラム時代に幾いく度どとなく巻き込まれた記き憶おくが脳内で再生される。

　皿次は倒たおれなかった。数歩後ろによろめきながらも、しっかりと大地に足をつく。

「なんだいまのパンチは。安全装甲セーフテイ・アーマーも反応しねえ。こんな拳で俺を殺せると思ってるのか」

　胸の内に湧わき上あがる怒いかりに任せて、皿次は挑ちよう発はつした。レビンと喧嘩したことがなかったわけではない。しかし皿次に負けた記憶はなかった。小学生の頃ころのこととはいえ、皿次とレビンとの間には明確な身体能力差があったのだ。

　同じ制御段階一ならば。素の身体能力同士であるならば。負ける道理はない。

「人を殴るってのはな──こうやるんだッ！」

　今度は皿次の拳がレビンを殴り飛ばした。重い一いち撃げきが顔面を襲おそい、続けて逆の拳で頬を打うち抜ぬく。さらに体重を乗せた前まえ蹴げりでレビンのみぞおちを貫つらぬいた。

「──ッ、はっ……！」

　レビンが地面に転がり、嗚お咽えつを漏もらした。マウントポジションを取ろうと皿次が跳とびかかる。

「ジェイは昔からそうだ……勝てると思うとすぐに隙すきを見せる」

「あァ？　てめえこそいまの状じよう況きようがわかってん──ッ！」

　言葉は途と中ぎで切れた。倒れたままのレビンの足が、射程内に入った皿次の脛すねを蹴けったのだ。痺しびれるような痛みに思わず停止した皿次を、追おい討うちするようにローキックが襲う。勢いを殺さぬままレビンが飛び起き、皿次にボディブローを浴びせた。

　その後はもはやただの喧嘩だった。

　互たがいに殴り、殴られ、蹴り、蹴られ。顔を腫はらし、切れた肌はだから飛び散る血を拭ぬぐい、相手を地に沈めんと延えん々えんと殴り合った。二人は陽はる月つきのデッドラインである薄うす紅べに色いろの円から出て、荒こう野やの只ただ中なかで小こ競ぜり合あいを続けた。

　レビンは昔に比べると格段に強くなっている。当時は圧あつ倒とう的てきに皿次のほうが上だったが、いまでは互ご角かくに近い。それでも生まれ持っての身体能力の差、地下貧民街アンダースラムで培つちかってきた喧嘩の経験量の差が徐じよ々じよに現れ始める。皿めい次じの殴なぐる回数が増え、レビンの拳こぶしは空を切るようになってきた。

　勝てる。そう確信した。

「──ほら、また勝てると思った」

　レビンの赤く染まった唇くちびるが半月を描えがく。明らかな不利にもかかわらず、彼は笑っていた。

　突とつ然ぜん、レビンは繰くり出だしていた拳を引っ込め、皿次から距きよ離りを取った。逃にげるつもりか、と皿次があわてて追つい撃げきしようとした、そのときだった。視界からレビンの姿が消える。いや、そこまで素早い動きではない。彼はただ真横に飛とび退のいただけだ。しかし皿次はレビンの動向を目で追う余よ裕ゆうがなくなってしまった。

　巨大な炎えん弾だんが、禍まが々まがしい熱気とともに迫せまっていたからだ。炎弾はもはや視界一いつ杯ぱいに広がっていた。体中の安全装甲セーフテイ・アーマーが致ち死しダメージの到とう来らいに備えて、肌はだの表面を這はって、拡張していく。

「馬鹿だね、ジェイは……そのまま《メルティックバースト》に焼かれるといい」

　それはオールラウンダー──いや、五ご条じよう明あけ美みの公開した魔ま術じゆつカードの一枚。炎ほのおと土で生成した塊かたまりを対象に向かって放つ攻こう撃げき魔術だ。レビンとの殴り合いに夢中になっていた皿次は、まったく気づかなかった。おそらく魔術名もほんの小さい声で詠えい唱しようしたのだろう。

　しかし、戦いに夢中になっていたのはレビンも同じはずだ。これは自うぬ惚ぼれでも何でもなく、レビンは背後に気を配っている様子などなかったし、そんな余裕も与えていない。どうして彼はこんな的確なタイミングで炎弾を避よけることができたのだろうか。

　──などと考えている時間はない。

　ふいに体が横方向へ引っ張られる感覚。陽はる月つきがマグネットリードのベクトルを操作したのだ。だがそれでも間に合わない。

「……ッ！」

　左半身を粘ねん着ちやく質しつな炎がかすめた。ほぼ全身を覆おおった安全装甲セーフテイ・アーマーが焼かれ、焦こげた臭においと激しい蒸じよう気きが上がる。皿次は苦く鳴めいを吞のみ込こんだ。激しい熱と苦痛に唇くちびるを噛かみ、がくりと膝ひざを折る。炎弾は大地に吸い込まれ、激しい爆ばく音おんとともに四散した。

　荒こう野やの大地が焼やけ爛ただれたような黒いクレーターを作っていた。土が溶とけ、赤い粒りゆう子しが微かすかにぱちぱちと爆はぜている。溶岩を溜ため込こむ火山を思わせる光景だった。

　直ちよく撃げきを免まぬかれたとはいえ、皿次は膝ひざをついたまま立てなかった。左半身が猛もう烈れつな痛みと熱に冒おかされ、全身から嫌いやな汗あせがわっと噴ふき出でる。唇を噛み、自らに痛みを与えていなければ卒そつ倒とうしてしまいそうな苦痛だった。

「僕らはあと一勝すれば上に行ける。だけどチャレンジマッチを受けて、その試合に負ければアマチュア落ちしてしまうんだよね。なのにどうして僕らはジェイたちの挑ちよう戦せんを受けたのか、わかるかい？」
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　完全に形勢逆転して、レビンは、悠ゆう々ゆうと皿次の前に立ちはだかった。彼のその目に浮うかんだ色は、唇くちびるに刻んだ笑みは、奪うばう者が持つものだった。

「キミらなんか簡単に踏ふみ潰つぶせる。そう判断したからさ。ジェイ、僕はね、ずっとキミのことが羨うらやましかった。どんなときでもまっすぐで強いジェイに憧あこがれて……妬ねたんでいたんだ。ジェイが同じ高校に入って、おまけにダブルス・マネーの選手になると抜ぬかすじゃないか。最初は絶望したよ。せっかく僕が優越感に浸ひたれる競技を見つけたのに、また僕の劣れつ等とう感かんを煽あおってくれるのかとどきどきしてたよ……でも現実は違ちがったね。キミはただの負け犬だった」

「こ……の……ッ」

　反論が声にならなかったのは、痛みのせいじゃない。レビンの言葉が正しかったからだ。

「これはきっと神様が僕にくれたチャンスなんだ。ジェイを虫みたいに踏み潰して、僕が、この僕が上に行くんだ。中セ流ン平ト民ラ街ルでどれだけ活かつ躍やくしてもずっとつきまとい続けた地下時代の弱い自分……レビンを今日ここで殺し、僕は本当の意味で御陵みささぎ佳か多た理りになる！」

　レビンの高らかな宣言と同時に、彼の足元の地面が割れた。激しく脈動する地面──半液体金属が擬ぎ態たいした地面が、隆りゆう起きしていく。まるで地中から何か得体の知れない怪かい物ぶつが這はい出だしてくるかのように。半液体金属の地面が何かを生成しようと、分ぶん裂れつと結合を繰くり返かえした。

　皿めい次じははっとして明あけ美みのほうを見やった。彼女の手には一枚のカード。すでに首のブレインリーダーに通した後なのだろう、五色の髪が華か麗れいに舞まい、振ふり抜ぬかれた腕うでが伸びていた。

「アハハッ。汚けがらわしい地下から生まれ来る悪あく魔ま。鋼はがねの翼つばさで天空へ舞まい上あがれ！」

　最初に現れたのは太い腕うで。機械の軋きしむ音とともに、濃のう紺こん色しよくの腕が地面を掻かいた。半液体金属の粒りゆう子しが結合し、獅し子しの顔のような厳いかつい造型へと収束する。陽はる月つきの鎌かまほどの大きさの二本の牙きばと、大おお振ぶりのククリナイフを思わせる細かい牙が生はえ揃そろった口から野太い音声が轟とどろく。そして二枚の翼つばさ。長い尾おの先せん端たんは蛇へびの顔だ。

　胴どう体たいに無数の銃じゆう火か器きを乱雑に装備した獣けもの──それが第一印象だった。大きな翼と猛もう獣じゆうの顔、蛇の尻尾しつぽというあたりは、フィクションでよく取とり扱あつかわれるキマイラや日本古来の妖よう怪かいである鵺ぬえなどを連想させる。

　明あけ美みの魔ま術じゆつのひとつ、《機械仕じ掛かけの悪あく魔ま》だと直感で理解した。

　レビンは悪魔の背に跳とび乗のると、その首にしっかりと両りよう脚あしをはさみ、体勢を整えた。皿めい次じに目もくれず、悪魔は天井へと急きゆう上じよう昇しようしていく。

　あんなに上空に行ってどうするつもりだろうか。銃火器での遠えん距きよ離り攻こう撃げきか？　しかしあの距離では超遠距離用のライフルでも射程外のはずだ。地下時代にかじっただけの知識を総動員して考える皿次。しかし、レビンの狙ねらいは次の瞬しゆん間かんにわかった。

「《大災害》」

　明美が高らかに宣言した。彼女が魔術カードをリーダーに通すと、眩まばゆい光がフィールドのあちこちへと飛び散り、吸い込まれて消えた。

　フィールドが鳴動する。荒あれ果はてた大地の色合いが徐じよ々じよに色しき彩さい豊かに染められていく。緑、青、濃のう緑りよく、茶色……絵の具で塗ぬりたくるようにめちゃくちゃに色が浮うかび上あがる。そしてあちこちから軋きしむ音が響ひびき、地面が盛り上がっていく。無数の突とつ起きはやがて樹木の姿を取り、あたかも本物であるかのように青々とした葉を茂しげらせた。視界が草や木々に埋うめ尽つくされ、明美と陽はる月つきの姿が見えなくなる。足元も乾かわいた大地ではない。いつの間にかふかふかした腐ふ葉よう土どへと変化していた。無数の細長い川が通り、両者のデッドラインを避よけるように二ふた股またに分かれて何ど処こかへ流れていく。

　フィールドは荒こう野やから密林へと切きり替かわったのだ。

　森林属性などに多いフィールド変容魔術。しかし明美の発動した魔術はこれで終わりではないはずだ。《大災害》は、フィールドを捻ねじ曲まげた上で無差別に攻こう撃げきする魔術。

　そう思った刹せつ那な、腹の底を揺ゆさぶる轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。

　木々の隙すき間まを縫ぬって、激流が迫せまっていた。なぎ倒たおされた木の幹みきとともに、鉄てつ砲ぽう水みずが襲おそいくる。レビンが上空へ逃のがれた理由はこれだ。こんなもの、避よけられるわけがない。

　皿次は水流に吞のまれた。水圧に押おし潰つぶされ、全身の骨が軋みをあげる。致ち死し可能性を察知した安全装甲セーフテイ・アーマーが口まで覆おおうが、激流は意に介さず、皿次の体を押し流した。濁にごりきった水の中。上も下もわからない。流されてきた木々に手足を打ちつけられ、流れに追いやられるままに大木にその身を叩たたきつけられた。全身の感覚が曖あい昧まいになり、ぼんやりと視界がかすんでいく。

　──やべえ。これは、無理だ……。

　とても抗あらがえない。皿めい次じの意識はそのまま、急速に遠のいていった。




　はっと我に返る。

　周囲を見み渡わたすと、もう濁だく流りゆうは収まっていた。しかしその傷きず痕あとを示すように地面は重たく湿しめっており、根こそぎ流された木々の残ざん骸がいが散らばっている。皿次は痛いたむ頭を軽く振ふった。大だい丈じよう夫ぶ。全身に軋きしむような痛みが残っているものの、動けないほどじゃない。

　彼は身を起こし、体を引きずった。

　どれくらいの間、気絶していたのだろう。数秒か、あるいは数分か。陽はる月つきはどうなった。

　遠方で銃じゆう声せいが鳴なり響ひびく。意外と近い。その方角を見上げ、皿次は胸を撫なで下おろした。

　上空でレビンの操作する《機械仕じ掛かけの悪あく魔ま》が、地上目がけて全身の銃じゆう火か器きを一いつ斉せい掃そう射しやしていた。それはつまり陽月がまだ健在である証しよう拠こだ。皿次は痛む体に鞭むちを打ち、その方向へと向かった。

　木々が唐とう突とつに開けた。密林フィールドと化していたのはデッドラインの外側までのようで、ウィザードの周辺は初期のままの荒野だった。それで得とく心しんがいった。あんな強きよう烈れつな波を発生させられたら、ウィザードなど簡単にデッドラインの外へ流されてしまう。それはいくらなんでもノーリスクで強すぎる効果だと思っていたのだが、どうやら《大災害》はデッドラインの外側にしか影えい響きようを及ぼさないらしい。

　しかし状じよう況きようが悪いのは変わらない。

　悪魔の銃じゆう撃げきを、陽月はデッドライン内を目め一いつ杯ぱい走り回り、回かい避ひしていた。回避しきれない分はデスサイズの一ひと振ふりで弾だん丸がんを弾はじき返かえす。しかしやはり全ぜん弾だんを処理するのは不可能のようで、防ぎそこねた弾丸が陽月の肌はだをかすめ、彼女は苦痛に顔を歪ゆがめた。

　レビンの制せい御ぎよ段階は今は一。肉にく弾だん戦せんでは陽月を攻略できず、悪魔による遠えん距きよ離り攻撃を続けていたに違ちがいない。陽月の体術は、安全装甲セーフテイ・アーマーによる補正の差がなければ皿次と同等だ。

　遠距離戦では埒らちが明かないと思ったのだろう。悪魔は陽月へと急降下した。大きなあぎとを開き、超高速で滑かつ空くうする。陽月は前転で滑空の軌き道どう上じようから逃のがれると、すれ違いざま、死神の鎌かまで悪魔の横腹を切きり裂さいた。甲かん高だかい音。火花が散る。だが悪魔は悠ゆう然ぜんと宙へ飛び上がった。大したダメージにはなっていない。

「しつこいなぁ、ハルちゃんも」

「も？　それは誰だれと比べているの」

「あの粗そ暴ぼうな女に決まってるだろ。僕の前でだけ甘えた態度を取ってさ、気持ち悪いったらなかったよ」

「最低……あなたなんかが、美み紀きを……っ」

「アハッ。言いたいことはそれだけ？　いつまでも避よけられると思うなよ」

　宙で緩ゆるやかにひるがえり、再度、悪魔のあぎとが陽月を狙ねらう。遠目でも皿次には見えた。陽月の顔面は蒼そう白はくで、か細い肩かたは上下している。疲ひ労ろうがありありと浮うかんでいる。もう限界なのだ。制せい御ぎよ段階一のウィザードでありながら、高位の金属魔ま術じゆつが生み出した悪あく魔まを相手取り、立ち回り続けた。よくやったほうだと思う。並のウィザードならとうに吹っ飛ばされていた。

　だが、それもこれまでだ。皿めい次じは直感した。陽はる月つきは次の一いち撃げきでやられる。

　俺おれが、助けなければ。

　全身の痛みを振ふり切きり、陽月のもとへ駆かけ寄よろうとする。そんな彼を嘲あざ笑わらうかのように背後から再び大波が押おし寄よせた。

「──ッ……あぷ……」

　水流に吞のみ込こまれ、一いつ瞬しゆん、息が止まる。暗い暗い淵ふちへと落とされていく。

　敗北の間際に思考が研とぎ澄すまされたのか。あるいは死の際の走そう馬ま灯とうに近い現象なのか。皿次は中セ流ン平ト民ラ街ルでの生活の一ページ一ページを思い出している自分に気づいた。

　ブレインリーダーを身に着けたときと同じだ。それは時に静止画で。あるいは動画で音声で。ただブレインリーダーの見せた記き憶おくとは全然違ちがう。何故なら、そこには汚きたならしい地下貧民街アンダースラムの光景も、喧けん嘩かでぶちのめしてきた醜みにくい男たちの姿も、レビンの無む垢くな笑顔も、コミュニティで気にかけてくれた長おさのしわくちゃな顔も、なかった。

　黒くろ髪かみのつんとすました気に食わない女。太陽と月、左右背はい反はんのピアスを揺ゆらした、冷然としたつまらない女。他者の悪意によってその身を孤こ独どくとリスクの海に放り捨てられながらも、人から奪うばうことを覚え、戦い続けてきた強い女。けれど一度の敗北と挫ざ折せつにより奪われることを怖おそれ、優しさのぬるま湯に浸つかることを選んだ弱い女。そして、噛かみつき、ぶつかり、罵ののしり合あってきた男の過去に触ふれて、心の底から感情移入してしまうような……優しい女。

　陽月。皿次は、かつての彼女の、戦う姿だけが共感できると言った。だから陽月だなんて一度も呼んでいない。ルナ。狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デスから取った名前でしか呼ぶつもりがなかった。

　だけど、いまはどうなのだろうか。彼女のかつてのパートナーである木き崎さきとの交流を通じて、そして正面から陽月と向き合って、いまでもまだ陽月を気に入らない女だと思っているのか。

　──当たり前だ。気に入らないに決まっている。

　なのにどうして、こんなにも敗北が怖こわいのだろう。暗い濁だく流りゆうに押し流されながら、皿次は試合に負けて選手資格を剥はく奪だつされることが、いまさら、本当にいまさらながらに怖い。

『つまりキミはハルが好きってことさ』

　木崎美み紀きのたわけた言葉が蘇よみがえる。

　半ば一いち郎ろうに強制される形で始めた、ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネー。しかし、皿次自身がはまり込み、陽月と一緒に勝利を目指し始めたのはいつからだったか。

　こんなところで負けるのかよ。まだ何も始まってない。プロステージに上がり、大金を稼かせぎ、天空高等民街ユートピアへの淡あわい希望を抱いた愚ぐ者しやどもを叩たたき潰つぶすんじゃなかったのか。

　そんな破は滅めつ的てきな希望を──ここで奪われていいのか。

　お前はどうなんだルナ。いや、陽はる月つき。このまま悪あく魔まの猛もう攻こうに立たち尽つくすだけなのか。また目の前の外げ道どうな男に全てを奪うばわれていいっていうのか。

　答えなんて、ひとつしかない。




『──奪われたく、ない！』




　全身が悲鳴をあげた。ぎりぎりと肉が、骨が軋きしみ、内臓が脈動する。しかしそれは水圧に体が押おし潰つぶされたわけでもなければ、木々に衝しよう突とつして骨を砕くだかれたわけでもない。

　皿めい次じの体の各部位に装着された安全装甲セーフテイ・アーマー。そのひとつひとつが、急激に熱を帯びていた。

　とたん、視界がぐるりと裏返るような不快感。砂すな嵐あらしのごとく曖あい昧まいな視界。そして、チャンネルが切きり替かわるように、見えている景色が一変した。

　巨大な機械の悪魔。そして、その背中に乗り、冷笑を浮うかべる少年。遠い視野の端はしに大波の猛たける密林。迫せまりくる機械仕じ掛かけの悪魔の動きは、どこか緩かん慢まんに見える。しかし瞬しゆん時じに理解できた。これは相手の動きが遅おそくなっているわけではないと。

　直感だった。この光景は皿次自身のものではない。今まさに悪魔に襲おそわれようとしているのは彼ではなく、パートナーである陽月なのだから。ならばこれは紛まぎれもなく陽月の目が映している光景だ。陽月の驚異的な脳の回転速度。それは現象をじっくりと見定めるレベルなのかもしれない。皿次を押おし倒たおしたときの反応速度を思えば、納得できなくもなかった。

　そして何故か、皿次はその陽月の視覚をジャックしている。いや、共有している？　まるで自分自身が陽月になったかのように、見えるものも聞こえる音も体の端々に生じる痛みも。ほとんどの感覚が共有されていた。

　再び、砂嵐とともに視覚が切り替わる。今度はほの暗い水の中。皿次自身の視覚だ。

　右も左も東も西もわからない。流され、かき回され、方向感覚などないに等しい。けれど陽月の感かん触しよくを、吐と息いきを身近に感じる。彼女が今どこにいて、何を見て、何を感じているのかが手に取るように理解できる。

「そこっ……だあぁッ！」

　皿次は流されながらも大樹の幹みきにつかまった。水底に足をつき、水流に抗あらがって、踏ふん張ばる。そして根こそぎ大樹を抜ぬき取とると、己の感じるままの方角へ、全力で投げつけた。

　大樹が大波を切きり裂さいて、空中へと躍おどり出でる。

「な──ッ！」

　突とつ如じよ、横から飛来した樹木にレビンは目を見開く。機械仕掛けの悪魔を駆かり、直角に舞まい上あがった。元々の悪魔の進行方向を両断するように大樹が通り過ぎていく。あのまま陽月へと突っ込んでいれば直ちよく撃げきだったはずだ。

　急激な方向転換に体勢を崩くずしながら、レビンは皿次のほうを振ふり向むいた。

「なん……で……ちくしょう！　ちくしょう！　そんなことがあってたまるか」

　レビンが悪あく魔まの上で吼ほえた。

　その姿を皿めい次じはひときわ背の高い木の枝に立って見上げていた。全身に名状しがたい充じゆう足そく感かんと背後で陽はる月つきが支えてくれているような安心感がある。体は驚くほど軽く、芯しんの部分から力が湧わき上あがってくるかのようだった。

　彼は自分の発揮した力に驚いていた。濁だく流りゆうに抗あらがい、大樹を引ひっこ抜ぬくほどの力。やれる、と確信した。レビンがひるんでいるこの一いつ瞬しゆんを突つくしかない。しなる枝を蹴けり、跳ちよう躍やくする。それは跳躍だなどという生温いものではなかった。半ば飛ひ翔しようだ。彼の体は高々と天を目指した。

　機械仕じ掛かけの悪魔よりもさらに高く。ほとんど天井に頭をぶつけるくらいに。地上で彼の姿を見上げる、陽月の姿が見えた。遠くぽつんと立たち尽つくす彼女だが、彼の目にはその表情が読み取れる。また来た。彼女の五感をジャックする感覚。陽月はたしかに皿次を見つめている。その心には信しん頼らいと、安あん堵どと、言葉にできない何かと、そして、自信。

　陽月は足元を抉えぐり、その場で回転した。ぐわんぐわんと振ふり回まわされた死神の鎌かまが、彼女の手から放たれる。激しく回転したデスサイズが回転の勢いのままに上空のレビンを襲おそう。彼は悪魔をわずかに横に移動させ、これを回かい避ひした。さすがに見事だ。しかし。

　彼女が攻こう撃げき役やくだなんて、誰だれが言ったか。

　直後にレビンも気づいた。上空を見上げ、顔色を変える。だがもう遅おそい。回避するならばいっそのこともっと遠くへ逃にげていれば良かったのだ。

　天井から落下しながら、こちらへ向かってくる陽月の鎌を受け止める。そして落ちる勢いのままに刃はを一いつ閃せんさせた。

　ぎいいいぃぃぃ！

　金属の強きよう烈れつな摩ま擦さつ音おんが嫌いやな感じに響ひびく。火花を散らし、悪魔の首が一刀両断された。制せい御ぎよのバランスを失い、残った胴どう体たいが長い尾を振り回しながら暴あばれ狂くるう。さながら本当に首を断たれた猛もう獣じゆうが悶もだえ苦くるしんでいるかのようだ。

　皿次はデスサイズを手にしたまま、首のない悪魔の背に着地した。一気に制空権を制圧され、レビンが青い唇くちびるを震ふるわせる。

「ジェイ……ちくしょう……ちくしょう……どうしてこんなときに」

　悔くやしげに顔を歪ゆがませる彼に、皿次は肩かたをすくめた。

「俺おれにもわかんねえよ──どうして共鳴できたのか、俺が聞きたいくらいだ」

　安全装甲セーフテイ・アーマーが視覚情報に接続することで視認できる、視界の端はしのウォーリアーステータス。制せい御ぎよ段階の数値が、さっきまでは一だったのに、いまでは三〇にまで上がっている。そしてその数値の脇わきに赤字で《共鳴》と記されていた。

　瞬しゆん時じに増ぞう幅ふくされた力や跳ちよう躍やく力りよくは共鳴がもたらしたのだろう。

　そしてもうひとつ、あの五感の共有もまた、共鳴の副産物なのではなかろうか。思えばレビンが何の予備動作も合図もなしに、明あけ美みが放った不意打ちの《メルティックバースト》を回避できたのは、レビンが共鳴により明美の思考や視覚を共有していたからだったのだ。

　ウィザードとウォーリアーの息がぴったり合ったときに起こる現象。それがどうして共鳴と呼ばれているのか、ようやく理解できた。

「木き崎さきはいい奴やつだよな。お前に利用されて弄もてあそばれて、本当なら見み舞まいに来ない時点で気づくべきだったのに、あいつはただひたすらにお前を信じて待ってたんだよ」

「は？　アハハハッ。驚いたなぁ。ジェイが正義を説くのかい？」

　レビンの顔が醜みにくく歪ゆがむ。なまじ美少年の面おも影かげを残しているのが凶きよう悪あくだった。

「奪うばう側に回れ。どんな手段を使ってでも勝ちをもぎ取る。キミの信条だったはずだよ」

「ああそうだ。俺おれだって自分が善人だなんて思っちゃいねえよ？　いまさら正義を説くつもりもない。だがなぁ……本当に自分のやってることが正しいと信じてるなら、あの仮面はなんだ。中ちゆう途と半はん端ぱに善人の面かぶってんじゃねえよ。やるならまっすぐ行け！」

「……ッ」

　レビンが憎ぞう悪おの表情を浮うかべた。悪あく魔まの胴体を構成する無数の銃じゆう火か器きが一いつ斉せいに起き上がり、皿めい次じを照準する。きっとレビンの脳裏には蜂はちの巣になった皿次が過よぎっているのだろう。

　しかし、そうはいかない。皿次は胴体の上を疾しつ駆くし、体当たりすると、レビンの体もろとも空中へ飛び出した。突然の行動に目を見開くレビン。皿次の口の端はに笑みが浮うかぶ。

　──やれ。

　心の声は陽はる月つきに届いたのかどうか。いや、届いたに違ちがいない。皿次の思考とほぼ同期するように、地面へと吸い寄せられるような急激な重力が生じたからだ。

「まさか……は、離はなせっ……」

　腕の中で暴あばれるレビンを皿次はしっかりと抱かかえ込こんだ。背後では主を失った機械仕じ掛かけの悪魔が、頭部の破は壊かいも相まって、静かに落下していく。しかし皿次とレビンは、悪魔よりも遥はるかに早くに大地に突つき刺ささるだろう。

「俺たちみたいな悪人は、下に蹴け落おとされるくらいでちょうどいい」

　マグネットリードの下方への重力が、二人の落下を後あと押おしする。凄すさまじい加速度とともに地面が迫せまってくる。空気の摩ま擦さつが肌はだを焼き、痛いくらいだ。だが皿次は顔を背そむけなかった。しっかりとレビンをつかみ、迫りくる大地を睨にらみつけた。

　圧あつ倒とう的てきな衝しよう撃げきが大地を震ふるわせた。まるで隕いん石せきの衝しよう突とつ。巻き上がった砂さ塵じんが晴れていくにつれ、深々と抉えぐられた地面と、その中央にたたずむ二人の姿が浮うき彫ぼりになっていく。砂にまみれた体をむくりと起こしたのは、皿次だけだった。

　レビンは白目をむき、全身を痙けい攣れんさせている。顔以外のほぼすべての部位を安全装甲セーフテイ・アーマーが覆おおい、忙せわしく脈動していた。致ち死し相当ダメージ。それも自然治ち癒ゆ力りよくの上じよう昇しようを迅じん速そくに行うべきと判断されているようだ。回復魔ま術じゆつの使用と同じ仕組みで彼の体は修復されているはずだった。

「やった……の？」

　歩み寄ってきた陽はる月つきに死神の鎌かまを手て渡わたし、皿めい次じはうなずいた。

　レビンの体がクッションになり、皿次にはほとんどダメージがない。レビンが一手に衝しよう撃げきを引き受けた形になる。これで倒たおれないわけがなかった。

「皿次は、本当にこれでよかったの？」

「あァ？」

「美み紀きをたぶらかして、馬鹿にした男……わたしは許せない。でもあなたは違ちがうでしょう。彼とは地下時代からの親友だったはず。だからこそわたしはあなたを疑ったのだし、気づいてからも言い出せずにいた」

「──よくわかんねえよ」

　陽月の心配そうな表情から目を逸そらし、皿次は頬ほおを掻かいた。何故か今は陽月の顔を見るのが気き恥はずかしい。しかしこんな気持ちも、おそらくは共鳴により共有されているのだろう。筒つつ抜ぬけなのかと思うと、さらに顔が熱くなっていき、舌打ちを禁じ得なかった。

　しかしこうしてレビンを倒したいまでも信じられない。あの瞬しゆん間かんに共鳴に至っただなんて。

「奪うばわれたくないって気持ちは一いつ緒しよ、か。それはたぶんいままでもそうだったんだろうな。だけど俺たちは共鳴できなかった。たぶん、足りなかったのは──」

「何を、奪われたくないのか」

　陽月が皿次の言葉を引ひき継ついだ。

　そうだ。皿次は奪われたくなければ奪う側に回れ、と信しんじ抜ぬいてきた。では何を奪われたくなかったのか？　陽月は逆に奪われたくなければ他人から奪ってはいけないと考えていた。彼女は何を奪われたくなかったのか？

　あらためて話し合うまでもなく、彼には理解できた。

　それは『自分』だ。

　自分自身を誰にも奪われたくなかった。意思も境きよう遇ぐうも何もかも。自分を構成するすべてを奪われたくなかったのだ。つまりは『自分』の殻の中に引きこもっていたのと同じ。

　だから共鳴できなかった。皿次は皿次自身を、陽月は陽月自身を奪われたくないだけで、共通の意思を持っているようでいてバラバラだったのだ。

　けどあの瞬間。皿次はほの暗い濁だく流りゆうに全身を振ふり回まわされながら、陽月は悪あく魔まの凶きよう悪あくなあぎとに喰くいちぎられるのを待ちながら、こう思った。

　──『陽皿月次との時間』を奪われたくない……と。

　初めて『何を』が共通したのだ。だからこそあの瞬間に共鳴に至ることができたに違いない。

　そう考えるとまた気恥ずかしくなり、皿次は苛いら立だたしげに髪かみをかき混まぜた。陽月もその白い頬ほおをわずかに染めてうつむいている。

「……オワって……たま……るか……」

　弛し緩かんした空気が、一いつ瞬しゆんで解けた。

「やっ……！」

　陽はる月つきが小さな悲鳴をあげ、身をよじる。

　レビンの手が彼女の細い足首をつかんでいた。いつの間に意識を取とり戻もどしていたんだ！　反射的にレビンの体を蹴けり飛とばそうとした瞬しゆん間かん、陽はる月つきの鋭するどい声にさえぎられた。

「駄だ目め！　いまの皿めい次じの制せい御ぎよ段階で蹴ったりしたら、わたしごとデッドラインの外まで飛ばされてしまう！」

　ぴたり、と足を止める。薄うす紅べに色いろに光る円、デッドライン。この円の外に出た瞬間に陽月と皿次の敗北が確定するのだ。

　陽月が必死に身をよじり、レビンの手を振ふりほどこうとするが、満まん身しん創そう痍いとは思えない粘ねばり強づよさでしがみついている。プライドもへったくれもない、必死な行こう為い。身も心もぼろぼろだろうに、レビンに諦あきらめの色はうかがえない。その目はいまだ凶きよう悪ぼうな光を宿らせたままだ。

「僕らは、負けられない……明あけ美みさんは、こんな地上で、暮らすような人じゃない……僕は彼女に報いるんだ……」

「レビン、お前」

　陽月の足をつかみながら、息も絶え絶えに口にするレビンの姿に、どこか既き視し感かんを覚えた。そもそも、地下の中では恵まれた家に生まれたレビンと皿次が出会ったのは、いじめられていたレビンを助けたのがきっかけだった。それ以来レビンのほうが懐なついてしまい、毎日のように皿次の後ろをついてきた。

　いまここで陽月と皿次に食い下がり、明美への忠ちゆう誠せいを果たそうとしているレビンは、本当に昔と変わってしまったのだろうか。態度や価値観は大きく変わったかもしれない。だが心の根の部分は、いまも昔も変わっていないのではなかろうか。

　──だけど、遅おそい。お前はやっちゃいけないことをしたんだ、レビン。俺おれと陽月から奪うばおうとしたこと。それは超えちゃいけないデッドラインだ。やられたら、敵と見なすしかない。

　皿次はかがんでレビンの手を引ひき剥はがそうとした──その身が、ぐらりと傾かたむいた。

「……え？」

　皿次はその場に膝ひざをついた。何が起きたのか、すぐには判断できなかった。視界が上下に揺ゆれている。これか。この揺れに体勢を崩くずしたのか。だがこの揺れは一体何なのだ。

　大きく声を上げたのはレビンだった。

「そんなっ……明美さん！　僕はっ、僕はまだ戦えるっ！　その魔ま術じゆつは……っ！」

　どこか遠くで木々が地面になぎ倒たおされ、轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。陽月や皿次の足元から無数の亀き裂れつが走り、それは徐じよ々じよに広がっていく。背後を振り返れば密林のフィールドは凄せい惨さんな姿へと変へん貌ぼうしていた。大地が裂さけ、隆りゆう起きし、川の流れは滅め茶ちや苦く茶ちやに捻ねじ曲まがっている。あちこちで爆ばく発はつが生じ、岩が砕くだけ、無数の突とつ起き物ぶつが突つき出でたと思えば一いつ瞬しゆんで割れてしまう。

　崩ほう壊かい。そうとしか表現できなかった。大地が怒いかり狂くるっているかのようだ。

「いや、本当にそうなのか……これは」

「《大自然の怒いかり》！」

　皿めい次じのつぶやきに、陽はる月つきが続けた。

　滅め茶ちや苦く茶ちやに破は壊かいされていくフィールドの向こう、ただ一人、悠ゆう然ぜんと立たち尽つくす者がいた。

　五ご条じよう明あけ美み。おそらくはこの崩壊を引き起こす魔ま術じゆつカードを使用したであろう、ウィザード。彼女の周囲だけは目立った変化がない。《大自然の怒り》の莫ばく大だいなコストを支し払はらったせいか、紫むらさき色いろのデッドラインはかなり小さくなっていた。半径一メートルほど。しかしその小さな円の中だけは崩壊の影響を受けていないのである。

「《大自然の怒り》……どうして。僕を捨てるって言うのか！」

　レビンの叫さけびに、明美は涼すずやかに言い放った。

「その体で共鳴状態の二人を倒たおせるのかしら。《大自然の怒り》は使用者のデッドライン以外のフィールドを崩壊させる魔術。《大災害》は相手のデッドラインの中にも干かん渉しようできないけれど、この魔術は違ちがうわ。自分だけは安全な場所にいながら、絶大な被害を相手に与えられる。ただし──ほとんどのデッドラインを消費するほどのコストの高さ。そして、『レビンも私のデッドラインの内側にいなければ巻き込まれてしまう』性質がある。だからねえ、レビン。この意味、私のレビンなら、わかるわよね？」

　にこり、と明美は笑った。一見すれば天使の笑顔。しかしそこには慈じ悲ひも愛もない。

「や、やめろっ、やめてよっ……ねえっ、だって僕は、明美さんのために……」

「勝てなければ価値はない。そういう約束だったわよね」

「そ、んな……」

　レビンの顔が絶望に染まった。明美への忠ちゆう誠せい心しんが生んでいた執しゆう念ねんの握あく力りよくがふっと緩ゆるむ。明美はフィールド全体を崩壊させ、陽月をデッドラインの外へ吞のみ込こむ気だ。危険域にいるレビンもろとも。

　レビンの足元から大地が裂さけた。もはや彼に抗あらがう気力はなかった。隆りゆう起きした大地に突つき上あげられ、亀き裂れつの狭はざ間まに落とされ、もみくちゃにされて、その姿はたちまち消えていく。巻き込まれてしまいそうな陽月の体を抱だきかかえ、皿次は薄うす紅べに色いろの円の中央へと跳とんだ。

　着地する端はしから崩壊していく地面に足を取られ、皿次は盛大に転んだ。陽月の体が投げ出され、強かに背中を打つ。

「……ッ」

　顔をしかめながらも、彼女は地面の裂け目にしがみついた。銃じゆう弾だんを受けた傷がいまさらながらに痛むのだろう。しがみつく腕うでが震ふるえていた。皿次が必死で手を伸ばそうとするが、断層が左右にすれ違い、陽月の姿が遠のいた。彼女はつらそうに唇くちびるを噛かみながらも、射い抜ぬくように皿次の顔を見つめた。脳裏にひとつの言葉が過よぎる。

　──後ろを見ないで。わたしがやられる前に、あいつを倒して。

　共有した五感を通して、陽はる月つきの考えが伝わってくる。

　そうだ。もう引き下がれない。フィールドがこのまま滅め茶ちや苦く茶ちやにされてしまえば、ここで陽月の手をつかんだところでその場凌しのぎに過ぎない。いずれ崩ほう壊かいに吞のみ込こまれてしまうのだ。

　奪うばわれないためには力を持て。木き崎さきの言葉だ。皿めい次じはしっかりと地面に足を踏ふみしめ、居い丈たけ高だかに叫さけんだ。

「オールラウンダアアアアアアアアッッッ！」

　びりびりと空気が震ふるえ、皿次の咆ほう哮こうが明あけ美みの目を見開かせる。

「どうしてレビンを見捨てるような真ま似ねをした！　あいつは恋人だったんじゃねえのかよ！」

　学校で目もく撃げきしたキスシーン。あれが二人の愛の証なのではなかったのか。

　皿次は目を疑った。それは笑いだった。明美はくすくすと堪こらえるように笑っていた。

「冗じよう談だんを言わないでくれる？　恋人だなんて。雨の日に拾った犬と言えばわかるかしら。佳か多た理りなんて私にとってはそんなものよ」

「犬……だと……？」

「ああ、そういえばあなた、私と佳多理がキスしているところを覗のぞき見みてたわね。佳多理は夢中で気づかなかったのかもしれないけれど、私は気づいていたわよ。目立つ銀ぎん髪ぱつが視界に入れば誰だれだって注意を払はらうわ……くすくす。でもね、それが勘かん違ちがいなのよ」

　何が勘違いだ。愛し合っている以外の理由でキスなどするものか。

「いわゆるアメよ。飴あめと鞭むちという言葉はご存知かしら？　人をマネジメントするときの鉄則。どれだけ不条理で不平等な立場を強要されていようが、私がちょっと甘い顔を見せて、唇くちびるを合わせてあげればすぐに忠ちゆう誠せい心しんを取とり戻もどす。男の子なんて簡単なものよね？　ねえ、陽月さん」

　陽月は嫌けん悪お感かんを隠かくさなかった。悲鳴を上げる大地にすがりつきながらも、鋭するどく睨にらみ上あげる。彼女の感情が皿次にも伝わる。木き崎さき美み紀きをたぶらかした、レビンの行動。それはまさに今明美が語った行動原理そのものだ。あるいはレビンが木崎に近づき、情報を引き出すという作戦も明美が立案したのかもしれなかった。

「あら、同意してくれないのね。てっきり陽月さんも同じ手段でこの単純なお馬鹿さんを手なずけたのかと思っていたのだけど」

　そんなわけがない。陽月の真意が伝わってくるいまなら断言できる。

　拳こぶしを握にぎりしめる。もう我が慢まんの限界だ。陽月への侮ぶ辱じよくが引き金となった。殴なぐる。絶対に。

　しかし皿次の決意とは裏腹に、彼と明美との間には現在進行形で崩ほう壊かいしつつある大地が横たわり、行ゆく手てを阻はばんでいる。崩壊の只ただ中なかを突つっ切きらなければ、彼女に拳の一いち撃げきを食らわせることなどできない。

　ならば、やれることはひとつ。

　皿次は祈るような思いで、自らのステータス表示へ目をやった。制せい御ぎよ段階は三〇。そしてスキルの欄らんに変化が起きていた。共鳴スキルという項こう目もくが増えている。効果を確認する余よ裕ゆうなんかない。ただ最後の可能性にすがるだけだ。

　皿めい次じはなぞるようにスキル名を読み上げた。

「《ストレート・ウォーカー》」

　瞬しゆん間かん、皿次の全身の安全装甲セーフテイ・アーマーが光を放った。眩まばゆいばかりの光が、終末の大地をまっすぐに貫つらぬいていく。明あけ美みが迫せまりくる光を呆ぼう然ぜんと見つめていた。避さけることはできない。狭せばまった紫むらさき色いろのデッドラインは明美に自由な行動を許さなかった。そのしなやかな体が光に吞のまれていく。

　やった……のか？

　そうではないことは、すぐにわかった。光が収まると、両目をぎゅっと閉じた明美が先とまったく変わらずそこに立っていた。傷ひとつ負っていない。彼女はおそるおそる目を開き、己の体を見下ろした。そして満面に安あん堵どの表情と、勝かち誇ほこった笑みが浮うかぶ。

「うふ、うふふふ……どうやら最後のあがきも、こけおどしだったようね。そのまま大地に吞まれて死になさい！」

　皿次の膝ひざが折れようとした。もう駄だ目めだ。切り札だと思っていた共鳴スキルを発動しても、何も打開できなかったのだ。もはや打つ手なし。皿次は陽月を振ふり返かえろうとした。彼女はもうとっくに大地に吞のみ込こまれ、デッドラインの外へ追いやられてしまっただろうか。せめてその顔を見て敗北の瞬しゆん間かんを迎えよう。

「こっちを見るな！」

　しかし、背後から聞こえた声は強く、冷たく、皿次の動きを封ふうじた。

　なんだよ、見るなって。それでは出会ったときと同じじゃないか。まだ陽月は自分を拒きよ絶ぜつするのか。そんな彼の気持ちを、おそらくは共鳴により読み取ったのだろう。

「違ちがう！　──前を見て。まだ終わってない。あなたの前には光の道が続いてる」

「なにクセェこと言って……」

　皿次は吐き捨てようとした言葉を飲み込んだ。

　彼の足元が光ひかり輝かがやいている。足元だけじゃない。大地の輝きはまっすぐに伸びていた。まさしく光の道が、五ご条じよう明美の元へと続いていた。横よこ幅はばおよそ一メートルほどの狭せまい道。しかし小さくなった明美のデッドラインの半分ほどを貫つらぬく太ふとさだ。

「な、なによこれ……なんなの！」

　明美の顔にも焦あせりが生じる。己の足元を通る謎なぞの光の道。効こう果かもわからず逃にげ場ばもない。そんな彼女に死の宣告を下すように、狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デスは歌うように言った。

「《ストレート・ウォーカー》──その効果は、たどり着きたい場所へと続く、一本の道を創り出す。あらゆる障しよう害がいを突つき抜ぬけて、絶対にたどり着くことのできる道を創出するスキル！」

　立っていられないほどの大地の鳴めい動どうに抗あらがいながら、陽月が叫さけぶ。皿次にも明美にも、そのスキルの説明を確認する余裕などなかったというのに。彼女はその驚異的な回転速度の頭脳を発揮し、皿めい次じに己のするべきことを再認識させたのだ。

　道。たどり着きたい場所へと続く、道。

　陽はる月つきの言葉に押おされるように、皿次は光の道へ足を踏ふみ出だした。地面が砕くだけ、足を踏み出す先が失われたように見える。しかし光が、次にどこに足をつけばいいのかを教えてくれる。導みちびいてくれる。亀き裂れつを飛び越えて光の灯る岩を踏み、大穴の先に光を見出して、倒たおれた大木を足場にする。




　なんだ……どんなに道がなくなったように見えても、行こうと思えば、まっすぐ歩けるんだ。




　拠より所どころを奪うばわれて。道を奪われて。まっすぐ大通りを歩くなんて馬鹿げている、曲がり道を行こうが何をしようが最後に笑った者が勝つ。それが地下の掟おきてのはずだった。奪われたくなければ奪う側に回れ。そう自分に言い聞かせてきた。

　言い訳なんてしない。だが、そうするしかなかったんだ。ずっと独りで戦ってきたから。地下貧民街アンダースラムの人間は地下の暮らしに甘んじていた。地上の人間を恨うらみ、ずっと憎にくしみを育ててきたのは皿めい次じだけだ。誰だれとも共有できない恨みを抱かかえて孤こ独どくに生きてきた。

　だから、まっすぐ歩けることを知らなかった。地下の人間の目は、急な暗くら闇やみにも順応できる。だけど暗闇の中を一人でまっすぐ歩けるわけじゃない。後ろで誰かが支えてくれなければならない。少し行き先を間ま違ちがえたら、そっちじゃないよ、と方向を正してくれる誰かが必要だった。

　共鳴スキル。一人では絶対に手に入らないスキル。

　皿次のそれが《ストレート・ウォーカー》だと言うのならば。

　──陽月は、俺の行き先を正してくれる、光の道。太陽と月に照らされた光の道だ。




　そして、最後の一歩を、踏み込んだ。

　紫むらさき色いろのデッドラインの淵ふちを踏み、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす明あけ美みに、皿次は哀あわれみの目を向けた。

　いまならわかる。皿次とレビン、そしてこの明美でさえも、似通っているのだと。

　地下貧民街アンダースラムで生まれたか中セ流ン平ト民ラ街ルで生まれたか。その違ちがいと生きてきた環かん境きようが違うだけだ。

　呪のろいを原動力に奪ってきた。その点では何も変わらない。

　だが明美やレビンにはいまだにまっすぐに道を照らしてくれる人がいない。そのことが、ただただ哀れだった。

　皿次の拳こぶしが明美の細い体を貫つらぬき、軽々と天へ舞まい上あげた。
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「あんたも曲がり道なんてやめろよ──まっすぐ歩くのも悪くないぜ？」

　そう言って、大自然の怒いかりに吞のみ込こまれていく明美を、彼は目を細めて見送った。




　　　　６




　試合が決まると同時に響ひびき渡わたった実じつ況きようの声は、ひどく興こう奮ふんしていた。

　観客達の『イディオットコール』まで聞こえてくる。

　あまりのお祭り騒さわぎに、皿めい次じと陽はる月つきは顔を見合わせて苦笑した。

　ぐちゃぐちゃになったフィールドから陽月を助け起こし、皿次は気絶している明あけ美みのもとへと導いた。恨うらみ言ごとのひとつでも言う権利が、陽月にはあると思ったのだ。

　しかし彼女は首を横に振ふった。

「権利があるのは美み紀き。わたしじゃない」

「……ったく真ま面じ目めっつーか、律りち儀ぎなところは変わらねえな」

　陽月は皿次の顔を見つめ、にこっと微ほほ笑えむ。

　ほんのりと頬ほおを染めた笑顔の彼女は、とてつもなく可愛かった──と百歩譲ゆずって表現してやらなくもない。

「勝ったのね……わたしたち、本当に。がんばったね、皿次」

　細い腕がきゅっと皿次の腰こしに巻きつく。やわい膨ふくらみが胸板に押おしつけられ、ペパーミントと汗あせの混ざった香かおりにくすぐられ、どぎまぎしてしまう。

「お、おう。当然だろ」

「ふふっ。調子に乗ってる」

　素直に笑っていれば陽はる月つきはこんなにも可愛いのだ。

　ふと彼女は、倒たおれている明あけ美みを見下ろして、目を細めた。

「でも、まさか皿めい次じが共鳴であんなに強くなるなんて……彼女だけじゃない。わたしだって完全に計算外だった。気づいてる？　《ストレート・ウォーカー》だけじゃなくて、あなたにはもうひとつ異常な点があったことに」

「異常だァ？　んなもんあったか？」

「制せい御ぎよ段階」

　彼女はぴっと皿次の額に指を当てた。

「三〇まで跳はね上あがっていたでしょう。皿次の素すの制御段階は一〇だから、そこから二〇上じよう昇しようした数値があなたの共鳴時の制御段階ということになる。二〇も上がるウォーリアーなんて、わたしは知らない。憶おぼえてる？　美み紀きの素の制御段階は一七で、共鳴時は二八だったでしょ」

「あー、たしかにそうだな。普ふ通つうは一〇程度の上昇ってことか」

「そう。だから二〇も上昇するなんて完全に異常値。《ストレート・ウォーカー》も、わたしが知る限りでは、これまで誰だれ一人として発現していないレアスキル。本当に驚くばかり」

「ふん。この俺おれがまったくの無能なわけねーだろ。ストレンジャー型はひとつの能力に特化してんだ。その特化した点が、共鳴時のステータスだってだけだろ」

　すると、ふいに陽月は意地の悪い顔になった。似合わないにやけた表情で彼を見つめている。

「……んだよ？」

「安全装甲セーフテイ・アーマーは、装着した者の特性を読み取って、その能力を決定づける」

　それは一いち郎ろうも言っていた。

　だが、いまこの瞬しゆん間かん、そんないまさらなことを言ってどうするつもりなのか？

「ということは……皿次はわたしがいないと何もできない、寂さびしがり屋や、ということね」

「なッ──」

「ふふっ」

　顔を沸ふつ騰とうさせ、振ふり上あげた拳こぶしを振り下ろせずにいる皿次を見て、陽月がまた笑う。

　──この女！

「皿次は面白いね……さて、敵だったとはいえ、彼女たちをこのままにはしておけない。控ひかえ室しつまで運び出してあげないと」

「チッ、どうせ俺がやるんだろ」

「当然でしょう。力仕事はウォーリアーの役目」

　ぱちんと片目を弾はじいてみせる、陽月。仕方ねえな、とため息混じりに明美の体を持ち上げようとした瞬間だった。

「触さわるな！」

　鋭するどい声が彼の手を止めた。

「……レビン」

　全身傷だらけのレビンが、足を引きずりながら近づいてきた。彼は皿めい次じの体を押おしのけると、明あけ美みの側に膝ひざをついた。ぐったりした彼女の腕うでを肩かたにかけ、そっと立ち上がる。

「明美さんは僕が連れて行く。ジェイの手なんか借りない」

「お前……この女は、お前のことを」

「最初から知ってたさ」

　レビンは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

「わかってたさ。対等な関係なんかじゃないことくらい。だけど彼女は、逃にげてばかりで弱かった僕に力をくれたんだ。戦うチャンスをくれた。その恩おんは変わらないよ」

「だけどよ、そうやって慕したっているお前を、この女は裏切ったんだぞ？」

「彼女には彼女の闇やみがある。僕は知ってる。彼女がただ私利私欲のためだけに上へ行きたがっていたわけじゃないことをね。彼女は母親のことを愚おろかだと蔑さげすみ、五ご条じようの家を見下す素そ振ぶりを見せながら、誰だれよりも母親の側に立っていたんだ。ジェイや僕には理解できない感情だよ──彼女の母親が春はる凪なぎ家け本家の人間からどんな扱あつかいを受けてきたか、想像できるかい？」

　皿次にはぴんとこなかった。だが陽月は感づいたのだろう。

「……五条との結婚は、彼女の母親が断行したと聞いた。まさか本家からたびたび圧力が？」

「そう。親戚の集まりがあると、母親はいつも嫌いや味みを言われ続けてきたんだ。天空高等民街ユートピアの四季の富ふ豪ごう。彼ら彼女らは、あえて負け犬に成り下がった愚おろか者ものだと母親を罵ののしった。僕も最初は信じられなかったよ。キミも信じられないだろう、ジェイ。安あん穏のんと暮らせるはずの上の世界でも、こういうことが起きているなんてさ」

「まさか、この女は、それが理由で？」

「ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネー。この国で数少ない、自分の力で大金を稼かせぐことができる競技。明美さんはこれに勝ち続け、天空高等民街ユートピアへ行き、母親を馬鹿にした春凪の連中を見返してやるつもりだったんだ。お前らが馬鹿にした女の娘は、こんなにも優秀だって。優秀であろうとして、学校では真ま面じ目めに勉学に励はげんで、彼女は無理をしてた。この派手な髪かみ色いろだって抑よく圧あつされた心の表れさ──だから、僕だけは彼女を見捨てない。いいんだ。彼女には、自由にできる、いくらでも悪意をぶつけられるペットが必要なんだ。その役割が僕に与えられるというなら、喜んで引き受けるさ」

　そう言い残すと、レビンは明美を連れて、選手入場口のゲートへと去っていった。

　その背中を見送ると、陽はる月つきが切ない表情で皿次を見つめる。

「皿次は、上の人間は安穏と暮らして、ぬるま湯の中で生きていると言ったけれど。数ヶ月間地上で過ごしてみて、どう？　まだ同じように思ってる？」

　明あけ美みとレビンが蛮ばん行こうに及およんだ理由を聞き、陽はる月つきに思うところがあったのだろう。

　皿めい次じは、ゆっくりと首を振ふる。

「地下のほうがずっと悲ひ惨さんだ。地上の連中はぬるま湯に浸つかってる。それはいまでも変わらねえ」

　唇くちびるを噛かみ、切なげに眉まゆをひそめる早とちりな陽月の額を、指で弾はじいた。

「なっ」

　ちょっと仰のけ反ぞり、非難するように皿次を睨にらむ。

　そんな意外と表情豊かな彼女へ、皿次はにっと笑いかけた。

「だけど『全員』じゃねえことはわかった。誰だれ彼かれ構わず突つき落おとしてやるとか、そういうふうには思わねえよ。地上にも地上の不幸がある。それは痛いくらいに理解したつもりだぜ」

　陽月が安あん堵どしたように頬ほおを緩ゆるめた。

　背伸びをすると、先ほどのお返しとばかりに、でこぴんを食らわせる。

　額を押おさえて痛がる皿次を見て、陽月はふたたびくすくすと笑う。太陽と月の女神の笑顔とともに、二に律りつ背はい反はんのピアスを揺ゆらしながら、彼女はこう言うのだった。

「なら早くそう言いなさい。《ストレート・ウォーカー》のくせにまどろっこしい」
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「プロステージ昇しよう格かくおめでとう。それと……停てい学がくおめでとう」

　もはや見慣れた総合病院の一室。

　むすっとむくれた皿めい次じに、木き崎さき美み紀きは苦笑混じりに拍はく手しゆした。

　見み舞まいに用意した花を活けて、陽はる月つきが病室に戻もどってくると、呆あきれた視線を皿次へ向ける。

「ほら、美紀が素直に祝福できなくなっちゃったじゃない。馬鹿」

「しょうがねえだろ」

　陽月に目を合わせないまま、吐はき捨すてるように言った。

　木崎は大きな口を開けて、あはははっと笑ってみせる。

「なんていうか、『らしい』よね。見直したぞ、馬鹿皿次イデイオツト」

「うっせえ」

　仮面の二人組との試合が終わり、数日後。皿次は現在停学真っ最中だった。

　試合後の最初の登校で、皿次と陽月はクラスの内外を問わず英雄の扱あつかいを受けた。口々に賞賛され、これからの活かつ躍やくに期待された。

　一方で、仮面の二人組の正体が佳か多た理りと五ご条じよう明あけ美みだったことが露ろ見けんし、その非道な戦いぶりや木崎美紀敗北の真相が噂うわさされ、バッシングの対象となった。佳多理も明美も試合後に転校手続きを行っており、逃にげるように他の高校へ移っていたのだが、この行こう為いがさらに生徒達の火に油を注いだ形となった。口々に腰こし抜ぬけだの外道げどうだのと、二人は罵ののしられていた。

　これに「ぷっつん」したのが皿次である。

　掲示板に二人の個人情報をさらして叩たたいたり、執しつ拗ように教室で話題に持ち上げる、一部の陰いん湿しつな生徒達に対して、皿次は拳こぶしの制裁を浴びせた。すぐさま陽月のマグネットリードで取とり押おさえられ、学校側の文化的な制裁を受けるはめになってしまったのだ。

　せっかく全校に認められた英雄は、一日にして賛否両論の存在に逆ぎやく戻もどりしたのだった。

「ああいう手合いが一番嫌きらいだ。俺おれが地上に来て潰つぶしたかったのは、ああいう奴やつらなんだよ」

　レビンにはレビンの、明美には明美の、それぞれ目的があって行動していた。木崎に対して行ったことはとても許せないし、許すつもりもない。しかし二人を糾きゆう弾だんできるのは木崎と陽月、かろうじて皿次も含ふくまれるくらいだ。

　自らは同じ立場に立たない奴らに、あの二人を責める権利などない。

「でも、拳の制裁は駄だ目め……ふう。まだまだわたしが正してあげないと」

　陽月が苦笑を浮うかべ、木崎がまた大声で笑った。

　照てれ隠かくしもあり、皿次はごそごそとポケットの中を漁あさった。木崎の病室を訪れたのは勝利報告と停学報告だけが目的じゃない。触ふれた感かん触しよくは二つあったが、そのうちのひとつをつかんだ。

　取り出したのは、一枚の薄うすい電子メモ。それを木崎の膝ひざ元もとに滑すべらせた。

「……これは？」

「下げ衆す野郎からの伝言だ」

　木き崎さきがおそるおそる再生ボタンを押おす。すると、一いつ瞬しゆんのうちにポログラフィーが浮うかび上あがった。電子メモには動画が保存されていたようだ。リアルに再現されたのは、理知的な眼鏡と底の知れない胡う散さん臭くさい笑顔。

『やあやあ木崎クン。元気かい？』

　一いち郎ろうだった。

　木崎は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「これぶっ壊こわしていい？」

「気持ちはわかるけどやめて」

　陽はる月つきが制すると、木崎は観念して映像の続きを見やった。

『うんうん。キミの嫌そうな顔が目に浮うかんでくるようだ。私もずいぶん嫌きらわれたものだね。さて、私にとってキミは入院費を払はらってあげているだけの、何のメリットもないお荷物なわけだが……うちの盗人ぬすつとくんと陽月くんがうるさくてね。キミに救済のチャンスを与えてあげたいと考えている。今から下す私の指示に従えば、キミの社会復帰への費用はすべて負担しよう』

「えええ。こいつがまともな条件出すとは思えねー。なにを要求されんの。体？　金？　あ、金を立て替えるってのに金を要求するわけないか」

　彼女が勘かん繰ぐるのも無理はない。一郎は己のメリットにならないことは一切しない主義だ。

『条件はただひとつ──今度の日曜日、我が家で執とり行おこなうパーティに参加すること』

　木崎はぽかんと口を開けた。皿めい次じと陽月の顔を交こう互ごに見つめる。

「パーティ？」

「クライアントへの挨あい拶さつと認知度アップのパフォーマンスだろ。間ま違ちがっても俺たちへの労ねぎらいが目的じゃねえな」

「……なんかもう。良くも悪くも、これがスポンサーさんの人間性だから」

　儲もうかることに一直線な一郎は、ある意味まっすぐな人間なのかもしれなかった。

　録画の一郎は大おお仰ぎように腕うでを広げた。

『かつてのパートナーと新たなパートナーを交えての懇こん談だん会かいだ。なかなか趣おもむきのある催もよおしだろう。ニュースのテロップはこうだ。《新旧下げ僕ぼく、涙なみだと笑顔の懇談会》──これは儲もうかるよ』

　とことん下衆野郎である。

　病院の外出許可はすでに取ってあること、当日は車くるま椅い子すごと移動できる高級車を迎えに寄こすことなどを告げていく。相変わらず準備の早い男だ。ひととおり日時やパーティの内容を説明すると、一郎はグッドラックと締しめた。そして最後にぽつりとつぶやいた。

『……なぁに、世の中は悪い人間ばかりさ。この私を見ればわかるだろう？　社会を強く泳いでいくには、細かいことなど気にしないのが一番さ』

　その言葉を最後にポログラフィーが散った。保存されていた映像はここまでだった。

「……あのクソ眼鏡が」

　木き崎さきは電子メモを握にぎりしめる。パーティの参加チケットでもある電子メモを。

　皿めい次じと陽はる月つきにはひとつの懸け念ねんがあった。それは木崎が仮面の男の真実を知り、傷ついているのではないかということ。おまけに試合後の一幕では、レビン──木崎にとっての恋人だった佳か多た理りが、明あけ美みに多大なる愛情を注いでいたことが明らかになったのだ。けろっとしているように見えて、木崎の心の中は計り知れない。

　一いち郎ろうの最後の言葉はそんな木崎を慰なぐさめるためのものだった可能性も否定できない。おそらく銀河系の外を周回している衛星がひょんな拍子に地球に落下する確率よりも低いだろうが。

　けれど、一郎の慰めは絶ぜつ妙みようだった。新しい関係性を構築したばかりの皿次と陽月が慰めたところで、余計に木崎を傷つけてしまうかもしれないから。木崎美み紀きから遠すぎず近すぎず、好意的でも敵対的でもない、一郎からの言葉がちょうどいい塩梅あんばいなのかもしれなかった。




　総合病院を出て、皿次と陽月はすっかり慣れ親しんだ遊歩道を歩いていた。

　ダブルス・マネーの競技場と自宅、あるいは学校と自宅、あるいは総合病院と自宅、そのいずれを往復するときにもこの道を歩いた。十一月も半ばになると、紅葉すら見られなくなり、葉のない木々は寒々しかった。

　地上に来てからずいぶんと時間が経ったものだ。

「あなたはこれからどうするの？」

　陽月がうかがうような上うわ目め遣づかいで、皿次の横顔を見上げた。

「あァ？　どうするもこうするも、てめえと戦い続けるしかねえだろうが。プロに上がったんだからよ」

「そうじゃなくって」

　陽月がじれたように言う。両耳のピアスがどこか幼げに揺ゆれた。

「皿次はもともと上の人間を不幸にするために、ここに来たんでしょう？　もう、そんな気はなくなったんじゃないの？　これ以上、中セ流ン平ト民ラ街ルに留まる理由はあるの？」

　おかしなことを言うものだ。それではまるで地下に帰れと言われているようなものだ。

「さっさと消えろってか？　ハッ、嫌きらわれたもんだな」

「ちがう……いじわる言わないで」

　冷たく突き放した皿次の裾すそを、陽月がしっかり握りしめた。

　彼女が何を言いたいのかまったくわからない。うかがうような彼女の瞳ひとみは何を語りかけようとしているのか。皿次は共鳴が試合中にしか発動しないことをもどかしく思う。共鳴状態にあれば、彼女の気持ちなど手に取るようにわかるのに。

「ルナは上に行くんだろ。両親に会うんだろ。俺おれもそれに付き合ってやるっつってんだよ。何が不満なんだ」

「それは、わたしの都合でしょう？　あなた自身の、中セ流ン平ト民ラ街ルに留まる理由を聞かせて……あなたの口から、はっきりと」

　──あれ？

　一いつ瞬しゆんだけ、共鳴したかのような錯さつ覚かく。陽はる月つきの求めている言葉が、ふっと胸の内に浮うかんだ。

　だがそれは勘かん違ちがいだ。皿めい次じが自分の都合のいいように解かい釈しやくした偽いつわりの五感の共有。

　陽月が好きだから。そんな言葉を彼女が望んでいるだなんて、そんなわけがない。

「ま、もののついでだよ。中セ流ン平ト民ラ街ルもしばらく見て回りてえし、ここまで来たら天空高等民街ユートピアも拝おがんでみてえ。ルナに付き合ってればそれが見られる。こんな理由じゃ駄だ目めか？」

　陽月はつんとそっぽを向いて、一歩前に出た。すると背中しか見えなくなり、彼女がどんな顔をしているのか、確認できなくなる。表情の読めない声で彼女は言った。

「いいよ。それでいい……でも、その呼び方は気に入らない」

「……ルナ？」

「まだわたしの戦う姿しか認められないの？」

　皿次ははっとした。

　陽月のことをルナと呼んでいたのは、狂える二律背反の死神ルナテイツク・ザ・デスとしての陽月のことしか認めない意思の表れだった。あのときはそれが本心だった。だけど今は。

「陽月」

　そう呼ぶことに、少しの抵てい抗こうも感じなかった。

　陽月の表情がぱあっと明るくなる。翳かげった月の少女の顔に、太陽の輝かがやきが織おり交まざる。彼女の中の二に律りつ背はい反はんする魅み力りよくがせめぎ合い、高め合っているかのように。

「そう呼んでくれると嬉うれしい……ジェイファ」

　皿次は思わずつんのめった。

「おい、なんだそりゃ」

「あなたが本名で呼んでくれたのだから、わたしも本名で呼ぶのが筋というものでしょう」

　出会ったばかりのときのような、融ゆう通ずうの利きかない言い草だ。つんとすましているか、頬ほおを染めてはにかんでいるのかの違ちがいだけ。

「皿次でいい」

「どうして？　『盗む』が起源なんて、不ふ名めい誉よでしょう」

「それでいいんだよ。地下時代の思い出は俺だけのもんだ。冬ふゆ瀬せ皿次ってのはお前とセットの俺おれなんだよ……だから、これからは、皿次が思い出を刻んでく」

「うん……皿次」

　どこか照れくさそうに微ほほ笑えんだ陽月が、ひょいと皿次の隣となりに並んだ。

　ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネー。魔ま術じゆつ師しと戦士は金の力を行使し、金を求めて戦う、社会の不条理と機会を凝ぎよう縮しゆくした戦せん闘とう競技。時にレビンや明あけ美みのように手段を選ばぬ作戦に出る者も当然出てくるだろう。そんなあらゆる社会の脅きよう威いから魔術師を守るのが戦士の役目だと言うのなら。

　陽はる月つきからもう何も奪うばわせない。そのために生きてみるのも面白い。

　もちろん、言わねーけど。

　皿めい次じはひそかにポケットに手を突つっ込こんだ。

　その中には、慣れない中セ流ン平ト民ラ街ルで頭を悩ませて、長時間迷子になって、ようやく購こう入にゆうした一品が眠っていた。まったく、地上のアクセサリショップは煌きらびやか過ぎて困る。

　かねてからの宣言どおり、彼は試合の報ほう酬しゆうをすべてプライベートに注ぎ込んだ。

　コイツを渡したらどんな顔をするだろう？

　奪うことばかりを考えていた彼はこのとき初めて、与えることを考えていた。気持ちが共鳴したのか単に表情に出ていたのか、陽月が怪け訝げんそうに首を傾かしげている。

　そんな彼女にそっとポケットの中の物を取り出した。




　与えられた瞬しゆん間かんの陽月の表情。それはこの先、どんなことがあっても忘れないだろう。
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　　　　　あとがき




　友人に「どんな話を書いたの？」と訊きかれ、「シリアステイストの近未来ファンタジーアクションだよ」と説明したところ「なんだ、じゃあ開始数ページで女の子の全ぜん裸らが出るとかそういう話じゃないんだ」とガッカリされましたが、そのときの私の目は泳いでいたことでしょう。

　それはさておき。

　はじめまして。数あるライトノベルの中から本作を手にとっていただき本当にありがとうございます。三河ごーすとと申します。

　この度、第十八回電撃大賞において、恐おそれ多くも銀賞という栄えい誉よをいただき、作家としてデビューすることとなりました。読者のみなさまに満足いただける作品を作り続けられるよう、これから尽じん力りよくしていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。




　さて、本作『ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネー』は、シビアな世界に生きる少年少女の物語となっております。夢のない世界で、魔ま術じゆつ師しと戦士は夢を追い求めて戦いますが、夢をつかむためには、襲おそいかかる現実と戦わなければなりません。

「夢見るだけでは夢は叶かなえられない」のです。

　登場人物たちは、それぞれ、自分のやり方で目的を達成しようとあがきます。その方法が正しいのか間ま違ちがっているのかもわからないままに。そんな彼ら彼女らの人間模も様ようを楽しんでいただいたなら（あるいはこれから読む方には、楽しんでいただけるなら）、作者としてこれ以上に嬉うれしいことはありません。

　ところで本作は読み進めていくうちに、様々な疑問が湧わいてくるかもしれません。「なんでヒロインの子がこんなに冷たいの。もっと優しくしてよ」とか「なんでカードなの」とか「どうして《黒ニーソ》じゃなくて《黒ストッキング》なの？」とか。それらに対する答えはただひとつ。私が好きだか──読者のみなさまのことを真しん摯しに考え、どのようなヒロインが求められているのか、どのような服装がグッとくるかを、三河本人の脳内ソースからアンケートデータを抽ちゆう出しゆつし主観的に判断しました。データにひどいバイアスがかかっている？　気のせいです。




　作品紹介（してない気もするけど）はそこそこに、これより先は謝辞とさせていただきます。

　まずは、担当編集のＹさま。応募原げん稿こうの至らぬ部分に的確な指し摘てきをいただき、さらに新人で右も左もわからない私に辛しん抱ぼう強づよくお付き合いくださったことを深くお礼申し上げます。

　校こう閲えつさん、デザイナーさんなど、この本の出版にかかわってくださったすべての方にも感謝の気持ちを。

　また、いろいろと至らないところの多い応募原稿に対し、銀賞という素晴らしい評価をくださった選考委員のみなさま、電撃文庫編集部のみなさま、そして選考にかかわったすべての方に深謝いたします。どうもありがとうございました。

　そしてもちろん忘れてはいけないのが、イラスト担当の切符さん。文章だけの世界を美しすぎるイラストで飾かざっていただき、感謝の言葉しか浮うかびません。

　ヒロインがやたら着替える作品にもかかわらず、ろくな指定もせず「かわいい感じでお願いします」とぶん投げた身としては、デザインが上がってくるたびに「切符さん凄すごい！」と驚くと同時に「アバウトですみません」と体が縮こまる思いでした。

　せっかく黒ニーソで描かいてくれたものに対して、黒ストッキングでお願いしますとか言ってごめんなさい。趣味ではなく、私の脳内アンケートに照らし合わせた結果で（もういいって）。

　陽はる月つきたちを可愛らしく、生き生きと描いてくださり、本当にありがとうございました！

　続いて、私の作品づくりをデビュー前からずっと応おう援えんしてくれた創作仲間たち、著者近きん影えいを速攻で描き上げて送りつけてくれた友人Ｈ、最低なネタに事欠かずいつも私の創作意欲をギシギシと刺激してくれるＭとかＦとかＡとかＹとかその他友人各位にも感謝。みんながいたからこそのいまであることは、忘れないようにしたいものです。

　また、最後になってしまいましたが、この本を買って読んでくださっているすべての方々に感謝を。二時間、あるいは三時間を楽しんでいただけたのであれば作者としては幸せです。

　願わくば再び二時間、三時間をちょうだいする機会に恵まれますことを。

「夢見るだけでは夢は叶かなえられない」

　自分自身にも言い聞かせ、これからどんどん面白い物語を生み出していけるように、よりいっそうの精しよう進じんを続けていきます。

　それでは今回はこのあたりで。

　二巻でまたお会いできることを願っております。


三河ごーすと
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三み河かわごーすと

大学時代「好きな科目しか学ばないが、その科目にはハマる」という駄目人間だった私も今や社会の犬＆作家。「好きな仕事しかやらない」と作品ばかり書いていそうなので、いつも己に牽制球を投げている。
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切きっ符ぷ

ふとももが大好きな絵描きです。

最近作業に集中し過ぎてトイレに行くのを忘れます。
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ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネー








三み河かわごーすと
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